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本
稿
の
主
な
目
的
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
こ
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
際
連
合
の
政
治
過
程
が
国
際
連
合
の
内
的
要
因
と

環
境
的
要
因
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
変
容
さ
れ
て
い
た
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
朝
鮮
議
題
を
め
ぐ
る
国
際
的
、
国
内
的
対
立
が
展
開
さ
れ
て
い
た
政
治
状
況
の
な
か
で
、
朝
鮮
の
統
一
・
独
立
と
い
う

課
題
を
平
和
的
な
変
革
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
国
際
的
、
ま
た
は
後
述
す
る
よ
う
な
国
内
的
梃
子
と
し
て
、
国
際
連
合
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
、
と
い
う
点
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
分
析
の
直
接
対
象
に
な
っ
て
い
る

一
九
四
七
ー
四
八
年
の
時
期
を
二
期
に
区
分
し
、

の
時
期
を
「
前
期
」
に
、
そ
れ
以
降
を
「
後
期
」
と
し
た
。
ま
た
、
分
析
は
以
下
の
よ
う
な
側
面
に
即
し
て
行
う
。

そ
の
一
っ
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
連
合
の
政
治
過
程
の
分
析
で
あ
る
。
こ
の
点
と
の
関
連
で
は
、
「
国
連
総
会
」
、
「
国
連
中
間
委

員
会
」
、
お
よ
び

「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
と

い
う
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
分
析
考
察
す
る
。

第
二
の
分
析
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
環
境
的
側
面
で
あ
る
。
こ
の
点
と
の
関
連
で
は
「
国
際
政
治
」
の
側
面
と
朝
鮮
の

「
国
内
政
治
」
の
側
面

を
考
察
す
る
。

ま
ず
第

一
に
、
国
際
政
治
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
、
前
期
に
お
け
る
米
・
ソ
関
係
は
「
協
調
的
側
面
」
と
「
対
立
的
側
面
」
が
併
存
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
朝
鮮
問
題
の
よ
う
に
、
米
・
ソ
両
国
間
の
利
害
が
相
反
す
る
所
で
は
、
そ
の
解
決
方
法
を
め
ぐ
る
見
解
の
対
立
が
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
朝
鮮
問
題
は
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
基
づ
く
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
で
解
決
で
き
ず
、
米
国
に
よ
っ
て
国
連

に
よ
る
解
決
方
式
が
要
請
さ
れ
た
。

他
方
、
こ
う
し
た
米
・
ソ
関
係
と
な
ら
ん
で
、

論
文
要
旨

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
新
輿
諸
国
と
は
米
・
ソ
の
対
立
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回

一
九
四
八
年
二
月
以
前
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に
分
れ
た
。

の
見
解
と
異
な
る
立
場
が
国
連
総
会
の
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
。

れ
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

避
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
立
場
を
採

っ
た
。
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
直
後
の
国
際
政
治
に
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る

と
言
っ

て
よ
い
。
そ
の
一
っ
は
、
従
来
か
ら
国
際
政
治
の
主
体
で
あ

っ
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
国
際
政
治
像
を
持
ち
、

対
ド
イ
ツ
政
策
を
い
か
に
展
開
す
る
か
に
関
心
を
集
中
し
て
い
た
。
も
う
―
つ
の
特
徴
は
、
戦
後
の
新
興
諸
国
に
お
い
て
強
烈
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
拾
頭
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
新
典
諸
国
が
国
際
政
治
の
主
体
の
一
っ
に
な

っ
た
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

「後
期
」
に
お
け
る
米
・
ソ
両
国
の
関
係
は
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
変
、
ド
イ
ツ
問
題
の
処
理
を
め
ぐ
る
対
立
、
中
国
内

戦
の
局
面
の
推
移
お
よ
び
極
東
委
員
会
に
お
け
る
米

・
ソ
両
国
対
立
の
激
化
、
と
い

っ
た
一
連
の
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ

っ
て
両
者
の
敵

対
関
係
が
前
面
に
表
出
さ
れ
、
前
期
と
異
な

っ
た
様
相
を
呈
し
た
。

こ
う
し
た
米

・
ソ
関
係
の
発
展
に
対
応
し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
、
お
よ
び
新
興
諸
国
は
米

・
ソ
を
軸
と
し
た
「
固
い
」
両
極
構
造

(T
i
g
h
t

b
i
p
o
l
a
r
 s
y
s
t
e
m
)

に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
そ
の
選
択
の
幅
は
縮
小
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
（第

一
章
お

よ
び
第
三
章
第

一
節）

そ
れ
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
国
際
政
治
状
況
の
な
か
で
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
連
合
の
政
治
過
程
は
、
前
後
期
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ

前
期
に
お
け
る
「
国
連
総
会
」
に
お
い
て
は
、

第
一
の
争
点
は
、
朝
鮮
問
題
を
議
題
と
し
て
審
議
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
国
連
加
盟
諸
国
の
反
応
は
二
つ

―
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

三
つ
の
問
題
が
争
点
に
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
米
・
ソ
両
国

フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
反
応
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
米

・
ソ
対

立
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
国
連
の
枠
の
外
で
、
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
と
同
時
に
、

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国

会
議
」
を
開
催
し
、
同
会
議
で
多
数
派
を
形
成
し
て
、
そ
の
中
で
、
米
・
ソ
両
国
に
政
治
的
圧
力
を
加
え
よ
う
と
し
た
。
も
う

―
つ
は
、
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第
三
に
、
国
連
の
内
在
的
要
囚
が
考
え
ら
れ
る
。

米
国
を
中
心
と
し
た
米
州
機
構
が
形
成
さ
れ
た
。

第
一
に
、

う
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。（
第
五
章
）

つ
ま
り
、

一
月
の
「
国
連
総
会
」
の
決
議
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
設
置

新
興
諸
国
の
反
応
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
の
枠
の
内
で
審
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
派
を
構
成
し
、
米
・

ソ
に
圧
力
を
加
え
よ
う
と
し
た
。

第
一
一
の
争
点
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
米
・
ソ
両
国
が
「
南
・
北
朝
鮮
」
民

衆
の
代
表
を
そ
れ
ぞ
れ
招
請
す
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
に
対
し
、
国
連
加
盟
国
の
多
数
派
は
「
全
朝
鮮
」
民
衆
の
単
一
代
表
を
国
連

第
三
の
争
点
は
、
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

て
、
米
国
は
「
中
央
政
府
樹
立
後
」
の
撤
退
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
米
・
ソ
の
主
張
と
異
な
っ
て
、
国
連
加
盟
国
の
多
数
派
は
中
央
政

府
樹
立
後
、
「
九

0
日
以
内
」
に
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
（
第
二
章
）

こ
れ
に
比
し
て
、
後
期
の
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
連
政
治
過
程
は
前
期
と
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
九
四
八
年
二
月
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
変
、
ド
イ
ツ
問
題
、
中
国
の
国
共
内
戦
の
推
移
、

理
問
題
等
に
よ
っ
て
、
米
・
ソ
間
の
対
立
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
展
開
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
多
数
の
国
連
加
盟
国
が
米
・
ソ
を
軸
と
し
た
「
固
い
」
両
極
構
造
に
組
み
込
ま
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
変
以
降
、

連
の
脅
威
」

一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
、

に
招
請
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

ソ
連
は
「
即
時
、
同
時
撤
退
」
を
主
張
し
た
の
に
対
し

お
よ
び
日
本
と
の
戦
後
処

つ
ま
り
、

チ
ェ
コ
ス

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
従
来
の

「
ド
イ
ツ
の
脅
威
」
か
ら
「
ソ

へ
、
と
そ
の
対
象
を
移
行
し
て
い
た
。
他
方
、

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
共
産
党
勢
力
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
従
来
の
「
日
本
の
骨
威
」
よ
り

「
ソ
連
の
脅
威
」
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
中
南
米
諸
国
で
も

一
九
四
七
年
一

つ
ぎ
の
よ
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こ
れ
ら
の
要
因
が
三
重
映
し
に
な
っ
て
、
国
連
加
盟
諸
国
の
行
動
を
制
約
し
た
。
そ
の
影
響
は
朝
鮮
民
衆
代
表
の
招
請
問
題
や
「
国
連

朝
鮮
委
員
会
」
の
廃
止
問
題
の
審
議
過
程
に
お
い
て
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
国
連
総
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
問
題
同
様
に
、
国
連
の
環
境
的
要
因
と
内
的
要
因
は
、
「
国
連
中
間
委
員
会
」
と
「
国
連
臨

時
朝
鮮
委
員
会
」
の
審
議
過
程
に
お
い
て
も
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

た
。
こ
の
問
題
は
、

「接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
実
施
」
と
い
う
問
題
に
、

ソ
連
占
領
軍
が
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
北
朝
鮮
立
入
り
を
、
拒
否
し
た
た
め
に
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
変
を
境
と
す
る
前
期
か
ら
後
期
へ
の
転
換
期
に
お
い
て
争
点
化
さ
れ
た
。

前
期
の

「国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
で
の
審
議
に
お
い
て
、
同
委
員
会
の
多
数
派
は
、
「
接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
実
施
」
が、

朝
鮮
の
分
断
に
つ
な
が
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
後
期
の
「
国
連
中
間
委
員
会
」
で
の
審
議
で
、
同
委
員
会
の
多
数
派
は
、
「
接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
実
施
」
の

勧
告
決
議
を
行
い
、

「国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」

が
こ
れ
に
追
随
し
た
。
（
第
三
章
、
第
二
、

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
際
政
治

・
国
連
政
治
状
況
の
な
か
で
、
朝
鮮
の
国
内
政
治
主
体
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
た
の
で
あ

朝
鮮
の
政
治
主
体
の
対
応
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
朝
鮮
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
本
課
題
の
認
識
と
、
そ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
方
法

と
に
密
接
な
係
わ
り
を
持

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
朝
鮮
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
本
課
題
は
、
第
一
に
、
「
外
圧
」
、
具
体
的
に
は
、

米

・
ソ
両
国
か
ら
独
立
し
、
南
・
北
朝
鮮
を
統
一
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
第
二

に
、
朝
鮮
の
封
建
的
な
秩
序
を
清
算
し、

の
残
滓
を
一
掃
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

ろ
う
か
。

両
委
員
会
で
の
審
議
の
焦
点
は、

さ
れ
た
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
報
告
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

三
節）

い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
点
で
あ

っ

日
本
統
治
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あ
っ
た
。

こ
う
し
た
基
本
的
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
政
治
主
体
と
し
て
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
、
右
派
、
中
間
派
、
左
派
の
三
つ
の
勢
力

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
政
治
勢
力
を
米
・
ソ
両
国
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
と
、
右
派
は

「反
ソ
」
独
立
を
主
張
し
て
お
り
、
中
間
派
は

「
反
ソ

・反
米
」
独
立
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
左
派
は
「
反
米
」
独
立
を
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
の
相
違
か
ら
、
こ
れ
ら
の
三
つ

の
政
治
勢
力
は
、
当
時
の
政
治
的
争
点
で
あ
っ
た
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
と
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
「
接
近
可
能
な
地
域
に
お
け

る
選
挙
実
施
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
っ
た
対
応
を
示
し
て
い
た
。

ま
ず
第

一
に
、
「
前
期
」
に
お
け
る
主
な
政
治
的
争
点
で
あ
っ
た
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
審
議
に
つ
い
て
、
右
派
と
中
間
派
は
こ
れ
に

賛
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
左
派
は
反
対
で
あ
っ
た
。
右
派
の
態
度
は
、
米
国
の
影
響
力
の
大
き
い
国
連
の
支
持
の
下
で
、

「反
ソ
」
的

な
朝
鮮
の
独
立
を
達
成
す
る
と
い
う
志
向
に
由
来
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
間
派
は
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
国
連
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
米

・
ソ
占
領
軍
の
影
響
力
を
朝
鮮
か
ら
排
除
し
、
「
反
米

・
反
ソ
」
的
独
立
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
左
派
が
国
連
審
議
に
反

対
し
た
の
は
、

ソ
連
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
審
議
反
対
論
に
同
調
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
「
後
期
」
に
お
け
る
主
な
政
治
的
争
点
で
あ
っ
た
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
「
接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
実
施
」

に
つ
い
て
は
、
右
派
が
賛
成
し
た
が
、
中
間
派
と
左
派
は
反
対
し
た
。

右
派
が
賛
成
し
た
の
は
、
米
国
の
支
援
の
下
で
南
朝
鮮
で
の
選
挙
実
施
を
自
派
に
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
考
え
た
か
ら
で

そ
れ
に
反
し
て
、
中
間
派
は
全
朝
鮮
で
、
米
・
ソ
占
領
軍
の
影
響
力
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
米
・
ソ
占
領
軍
の
即
時
撤
退
と
全

朝
鮮
を
通
じ
た
総
選
挙
の
実
施
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
米
・
ソ
占
領
軍
の
撤
退
は
中
間
派
と
左
派
に
と
っ
て
共
通
の
利
益
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
政
治
勢
力
は
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
「
接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
実
施
」
に
対
抗
し
、
「
南
・
北
政
治
指
導
者

会
議
」
の
開
催
と
い
う
新
た
な
政
治
的
争
点
を
提
示
し
て
、
右
派
と
対
立
し
た
。
（
第
四
章
）
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を
果
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

序

げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

で
朝
鮮
内
に
お
い
て
も
、
米
・
ソ
両
国
の
政
治
的
影
響
力
を
排
除
し
、
全
朝
鮮
の
統
一
・
独
立
を
求
め
た
中
間
派
政
治
勢
力
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
米
・
ソ
両
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
対
立
の
激
化
と

「
固
い
」
両
極
構
造
の
形
成
は
、
米
・
ソ
両
国
か
ら
独

立
し
た
独
自
の
立
場
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
多
数
の
国
連
加
盟
国
の
選
択
幅
を
縮
小
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
米
・
ソ
両
国
の
政
治
的
影
響

力
を
全
朝
鮮
か
ら
排
除
し
て
、
統
一
・
独
立
を
企
図
し
た
朝
鮮
の
国
内
政
治
勢
力
を
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
国
際
的
に
補
強
す
る
こ
と
は
妨

本
稿
は
全
体
が
五
章
に
分
れ
、
以
上
の
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
、
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

|
_
—
問
題
の
所
在
ー
—

本
稿
の
主
な
目
的
は
二
つ
で
あ
る
。(1
)
 

第
一
は
、
国
際
政
治
的
要
因
と
朝
鮮
の
国
内
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
、
国
連
の
政
治
過
程
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
変
容
さ
れ
て
い
っ
た

第
二
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ

っ
て
国
際
的
、
国
内
的
な
対
立
が
展
開
さ
れ
て
い
く
政
治
状
況
の
な
か
で
、
平
和
を
掲
げ
る
国
際
連
合
が
、

朝
鮮
の
独
立
、
統

一
と
い
う
課
題
を
平
和
的
な
変
革
を
通
じ
て
成
し
遂
げ
る
た
め
に
、
国
際
的
、
国
内
的
梃
子
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割

周
知
の
よ
う
に
、
国
連
は
一
九
四
七
年
第
二
回
国
連
総
会
の
決
議
に
よ

っ
て
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
の
た
め
に
介
入
し
た
。

こ
の
国
連
の
介
入
に
関
し
て
、
米
・
ソ
の
見
解
の
対
立
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
側
に
お
い
て
も
二
つ
の
反
応
が
あ
っ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に

一
方
で
は
、
国
連
内
に
、
米
・
ソ
両
国
と
相
異
な
っ
た
立
場
を
採
っ
て
い
た
多
数
の
国
連
加
盟
国
が
あ
り
、
他
方
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そ
の
―
つ
は
、

F

)

0

 
t
 そ

の
一
っ
は
、
国
連
の
介
入
に
賛
成
し
た
見
解
を
採
っ
て
い
た
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
は
右
派
と
中
間
派
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

反
し
て
、
も
う
―
つ
の
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
左
派
は
、
朝
鮮
問
題
の
主
体
的
解
決
を
理
由
に
国
連
の
介
入
に
反
対
し
た
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
当
時
の
政
治
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
朝
鮮
問
題
の
平
和
的
解
決
の
た
め
に
は
、
当
時
、
国
連
の
介
入
は
必
要
で
あ

り
、
し
か
も
、
そ
れ
を
有
効
な
も
の
と
す
る
条
件
が
存
在
し
て
い
た
と
言
っ

て
よ
い
。

ま
ず
そ
の
第

一
と
し
て
、
国
連
の
介
入
が
必
要
で
あ

っ
た
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ

っ
た
。

そ
の

一
っ
は
、
朝
鮮
国
内
で
米

・
ソ
両
国
が
朝
鮮
問
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
二
は
、
米

・
ソ
合
同
委
員
会
が
決
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
路
が
米

・
ソ

こ
う
し
た
政
治
状
況
の
な
か
で
、
国
連
が
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

(2
)
 

の
場

(Forum)
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
米

・
ソ
両
国
の
直
接
的
な
対
決
を
回
避
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
、
国
連
が
米
・
ソ
両
国

(3
)
 

間
の
仲
裁
者

(M
e
d
i
a
t
o
r
)

の
役
割
を
果
す
こ
と
に
も
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
国
連
の
介
入
が
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
条
件
が
、
国
際
的
に
も
、
朝
鮮
の
国
内
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い

ま
ず
、
第
一
に
、
国
際
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
三
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

一
九
四
五
年
八
月
第
二
次
大
戦
終
結
か
ら
一
九
五

0
年
六
月
朝
鮮
戦
争
勃
発
ま
で
の
期
間
を
考
察
す
る
場
合
、

(4
)
 

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
変
ま
で
の
間
に
は
米
・
ソ
両
国
間
に
は
「
協
調
的
側
面
」
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

チ
ェ
コ

第
二
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
米

・
ソ
と
の
関
係
を
考
察
す
れ
ば
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
外
交
政
策
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
必
ず
し

も
「
親
米
・反
ソ
」
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
反
ソ

・
反
共
」
の
姿
勢
を
中
核
と
し
た
西
欧
ブ

ロ
ッ
ク
と
言
っ

て
も
、
国
際
的

両
国
間
に
お
い
て
遮
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
方
で
は
、
米
・
ソ
両
国
に
対
し
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
対
話
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こ
。
t
 他

方
、
戦
後
の
朝
鮮
が
直
面
し
た
も
う

―つ

の
課
題
は
朝
鮮
国
内
に
お
け
る
社
会
改
革
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

朝
鮮
五
百
年
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
る
封
建
的
な
統
治
と
秩
序
を
清
算
し
、
他
方
に
お
い
て
、

三
六
年
に
亘
る
日
本
の
植
民
統
治
の
遺
産

を
一
掃
し
、
国
民
的
統
一
秩
序
を
確
立
し
て
、

こ
の
両
者
の
契
機
は
、

こ
。
t
 

い
う
ま
で
も
な
く
密
接
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
朝
鮮
の
諸
政
治
勢

力
間
に
は
、
矛
盾
と
緊
張
が
絶
え
な
か

っ
た
。
こ
こ
に
、

当
時
の
朝
鮮
の
国
内
政
治
状
況
に
流
動
性
が
存
在
し
て
い
た
ゆ
え
ん
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
以
上
の
二
つ
の
要
因
に
対
す
る
国
連
の
協
力
の
他
に
、
国
連
介
入
が
有
効
な
も
の
に
な
り
得
た
第
三
の
条
件
は
、
国
連
政

な
く
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
統

つ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
、
朝
鮮
は
日
本
統
治
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、
な
お
戦
後
に
お
い
て
も
、
解
放
朝
鮮
は
二
つ
の

基
本
的
な
民
族
的
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
状
況
に
直
面
し
て
い
た
。

そ
の

一
っ
は
、
民
族
主
義
的
課
題
の
実
現
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
は
日
本
の
長
期
的
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、
米

・
ソ

両
国
が
新
た
な
支
配
者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
解
放
」
朝
鮮
は
再
び
「
米
・
ソ
」
両
国
へ
の
隷
属
の
道
を
辿
る
可
能
性
が
少

）
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

レ
ヴ
ェ
ル
で
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
冷
戦
期
に
お
け
る
両
極
体
制
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か

っ
た
。

し
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
政
治
に
、
新
た
な
要
因
と
し
て
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

―
つ
の
民
族
国
家
と
し
て
、
国
際
政
治
の
主
体
に
な
る
た
め
に
必
須
不
可
欠
な
も
の
で
あ

っ

一
方
に
お
い
て
、

李
氏

と
同
時
に
、
第
三
は
、
第
二
次
大
戦
の
直
後
か
ら
、
「
民
族
国
家
」
の
シ
ン
ボ
ル
を
中
核
と
す
る
新
興
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
烈
に
噴
出

第
二
に
、
朝
鮮
の
国
内
政
治
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
も
、
国
際
連
合
の
介
入
が
朝
鮮
問
題
の
解
決
の
た
め
に
有
効
で
あ
り
得
た
と
い
う

•
独
立
」
の
シ
ン
ボ
ル
を
中
核
と
し
た
朝
鮮
の
「
反
占
領
」
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
む
原
因
と
な

っ
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治
の
特
殊
性
に
も
存
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
国
連
、
特
に
「
国
連
総
会
」
に
お
い
て
は
、

一
国
一
票
を
原
則
に
し
、
公
開
性
に
基
づ
く

(5
)
 

多
角
的
（
多
国
家
間
）
外
交
で
あ
る
た
め
、
国
際
・
国
内
政
治
の
論
理
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
な
い
特
殊
な
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
国
連
は
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五

0
年
ま
で
の
国
際
•
国
内
冷
戦
が
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た
政
治
状
況
の
な
か
で
、

朝
鮮
問
題
に
介
入
し
、

「接
近
可
能
な
地
域
に
お
け
る
選
挙
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
朝
鮮
分
断
の
固
定
化
の
道
を
選
択
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
国
際

•

国
内
政
治
状
況
が
流
動
的
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
調
停
的
機
能
を
果
す
国
連
に
と
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
選
択
が
唯
一
の
残
さ
れ
た
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。

国
連
が
行
っ
た
そ
の
よ
う
な
選
択
は
、
む
し
ろ
、
米

・
ソ
が
国
際
的
に
対
立
し
て
い
た
政
治
状
況
の
な
か
で
、
そ
の
対
立
を
さ
ら
に
昂

進
さ
せ
る
契
機
に
な

っ
た
の
で
あ
り
、
朝
鮮
の
国
内
政
治
に
お
い
て
も
、

「統

一

勢
力
間
の
対
立
を
激
化
さ
せ
た
。

で
は
、
こ
う
し
た
流
動
的
な
政
治
状
況
の
な
か
で
、
介
入
し
た
国
連
が
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
失
敗
し
た
要
因
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
鮮
が
分
断
さ
れ
、
南
・
北
朝
鮮
の
対
立
が
決
定
的
な
段
階
に
入

っ
た

一
九
四
七
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の

期
間
に
立
ち
返

っ
て
、
調
停
機
能
を
果
す
べ
き
国
連
の
選
択
の
可
能
性
と
そ
の
失
敗
の
要
因
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
国
連
の
研
究
の
た
め

こ
う
し
た
研
究
対
象
の
重
要
性
に
比
べ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
研
究
状
況
は
極
め
て
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

ま
ず
第

一
は
、
朝
鮮
の
国
内
の
政
治
状
況
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
は
解
放
か
ら

一
九
五

0
年
ま
で
の
混
乱
状
態
を

経
て
朝
鮮
戦
争
を
体
験
し
、
そ
れ
以
後
は
米
・
ソ
両
国
を
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
た
冷
戦
と
平
行
し
て
、
南

・
北
朝
鮮
も
冷
戦
体
制
に
組
み

そ
の
理
由
と
し
て
は
三
つ
考
え
ら
れ
る
。

に
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か

゜

独
立
」
の
シ
ン
ボ
ル
を
先
取
り
し
よ
う
と
す
る
諸
政
治
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激
化
と
い
う
文
脈
の
な
か
で
考
察
す
る
。

異
と
そ
れ
に
対
す
る
国
連
加
盟
諸
国
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
位
置
付
け
を
行
う
。

一
九
五

0
年
以
前
の
期
間
の
政
治
状
況
の
分
析
は
、
冷
戦
観
に
根
ざ
し
た
分
析
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
研
究
者
自
ら
が
両
極
構
造
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
期
間
に
関
わ
っ
て
い
た
行
為
主
体
で
あ
る
米
・
ソ
お
よ
び
国
内

諸
政
治
勢
力
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
二
値
的
価
値
判
断
を
下
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
国
際
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
以
降
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
関
心
が
高
め
ら
れ
た
と
は
言
え
、
そ
の
関
心
が
主
に

朝
鮮
戦
争
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
ど
ち
ら
側
が
「
先
制
攻
撃
」
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
も
、
な
ぜ
戦
争
勃
発
の
状

況
ま
で
に
至
っ
た
か
、
あ
る
い
は
戦
争
が
勃
発
し
た
主
な
要
因
は
何
で
あ

っ
た
か
、
と
い
う
問
題
関
心
は
欠
落
し
て
い
た
。

第
三
は
、
前
述
の
第
一
、
第
二
点
と
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
・
国
際
冷
戦
の
激
化
や
、
朝
鮮
戦
争
そ
の

も
の
へ
の
関
心
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
の
分
析
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
因
で
あ
る
「
国
連
」
と
「
戦
後
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
の
果
し
た
政
治
的
機
能
と
の
関
連
で
分
析
し
た
研
究
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
来
た
観
点
を
考
慮
し
、
本
稿
の
構
成
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
第

一
章
に
お
い
て
は
、
戦
後
米
・
ソ
両
国
関
係
の
基
本
構
造
を
考
察
し
、
か
つ
米
・
ソ
両
国
関
係
に
お
け
る
戦
後
新
興
諸
国

さ
ら
に
、
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
案
を
め
ぐ

っ
て
米
・
ソ
両
国
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

第
二
章
に
お
い
て
は
、
視
点
を
国
連
に
移
し
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
案
お
よ
び
占
領
軍
撤
退
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
間
の
立
場
の
相

第
三
章
で
は
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
「
国
連
中
間
委
員
会

」
と
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
と
の
見
解
の
相
異
を
国
際
•
国
内
冷
戦
の

第
四
章
で
は
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
朝
鮮
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
応
が
国
際

•

国
内
政
治
状
況
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
、
ど
の

よ
う
に

込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
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最
後
に
、
第
五
章
で
は
、
再
び
国
連
に
視
点
を
移
し
、
国
連
政
治
過
程
が
既
存
の
国
連
の
内
的

・
外
在
的
要
因
に
よ
っ
て
い
か
な
る
形

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
鮮
議
題
を
め
ぐ
る
国
連
の
政
治
過
程
を
国
連
の
内
外
の
側
面
か
ら
分
析
し
、
多
少
な
り

と
も
国
連
政
治
過
程
の
全
体
像
を
描
く
手
が
か
り
に
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

こ
の
章
は

二
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
国
連
政
治
過
程
の
環
境
的
要
因
と
し
て
国

際
政
治
的
側
面
、
特
に
第
二
次
大
戦
直
後
の
米
・
ソ
関
係
の
基
本
構
造
を
考
察
す
る
と
共
に
、
そ
の
な
か
で
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
つ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
直
後
の
国
際
政
治
は
米
・
ソ
間
の
「
協
調
的
側
面
」
と
「
敵
対
的
側
面
」
が
共
存
す

(l
)
 

る
「
緩
慢
な
両
極
構
造
」

(L
o
o
s
e
b
ip
o
la
r
 s
y
s
t
e
m
)

で
あ

っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。

こ
う
し
た
「
緩
慢
な
両
極
構
造
」
の
な
か
で
、
国
連
加
盟
諸
国
は
米
・
ソ
間
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
類
型
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
西
欧
諸
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
は
ド
イ
ツ
、

第
一
章

日
本
か
ら
の
侵
略
を
恐
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
新
興
諸
国
で
は
国
内
的
側
面
で
強
烈
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
経
済
建
設
や
政
治
的
安
定
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
米

・
ソ
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

第
二
節
で
は
、
朝
鮮
問
題
の
信
託
統
治
案
か
ら
国
連
審
議
案
へ
の
移
行
過
程
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
米
・
ソ
関
係
を
考
察
す
る
。

戦
後
国
際
政
治
と
朝
鮮
問
題

で
制
約
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

展
開
さ
れ
変
容
し
て
い

っ
た
か
を
分
析
す
る
。
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上
に
お
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
政
治
は

第
一
節
戦
後
米
・
ソ
関
係
の
基
本
構
造
と
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

後
述
す
る
よ
う
に
、
米
・
ソ
両
国
は
米
・
ソ
両
国
関
係
の
「
協
調
的
側
面
」
に
よ
っ
て
五
年
を
期
限
と
し
た
朝
鮮
の
信
託
統
治
実
施
と

い
う
構
想
に
お
い
て
見
解
の
一
致
を
み
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
・
ソ
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
自
国
に
有
利
な
形
で
朝
鮮
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
は
決
裂
し
、
米
国
は
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
詳
説
し
た
い

。

一
方
で
は
、
米
・
ソ
を
軸
と
し
た
「
緩
慢
な
両
極
構
造
」
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
と
考
え
て
よ

い
。
と
同
時
に
他
方
に
お
い
て
は
、
西
欧
の
帝
国
王
義
か
ら
の
従
属
関
係
を
断
ち
切

っ
た
新
興
諸
国
に
強
烈
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
勃
興

し
始
め
た
。
こ
こ
で
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
間
の
相
剋
お
よ
び
国
際
連
合
の
政
治
過
程
に
お
け
る
相
剋
に
立
ち
入
る
前
に
、
そ

の
背
景
と
し
て
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
際
連
合
の
政
治
過
程
に
影
響
を
及
ぽ
し
た
政
治
的
環
境
要
因
と
し
て
、

第
一
に
、

な
規
模
で
展
開
さ
れ
た
米

・
ソ
両
国
間
の
関
係
を
一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
て
、
第
二
に
は
、
第
二
次
大
戦

以
降
に
勃
興
し
始
め
た
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い

。

ま
ず
第

一
に
、
米
・
ソ
関
係
に
限
定
し
て
み
る
と
、
も
と
も
と
米

・
ソ
関
係
は
ロ
シ
ア
革
命
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
を
示
し
て
来
た
。

一
九
四
五
年
か
ら
一

九
四
七
年
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
米
・
ソ
両
国
関
係
は
、

一
面
に
お
い
て
は
敵
対
的

グ
ロ

ー
バ
ル

な
対
立
や
相
剋
の
側
面
を
持
ち
な
が
ら
、
他
面
で
は
協
調
的
側
面
を
持
つ
、
と
い
う
両
面
性
を
特
質
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
面
性

を
お
び
る
よ
う
に
な
っ
た
経
過
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
戦
前
に
お
け
る
米

・
ソ
両
国
間
の
歴
史
的
な
経
緯
に
戻
り
、
そ
の
延
長
線

ロ
シ
ア
革
命
以
降
、
米
・

ソ
両
国
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
異
質
性
の
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
恐
怖
を
抱
い
て
き
た
。
し
か
し
、
反
フ
ァ
シ
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は
全
く
失
当
と
は
言
え
な
い
。

ズ
ム
戦
争
を
共
に
戦
う
過
程
に
お
い
て
、
米
国
の
共
産
主
義
に
対
す
る
固
定
観
念
は
流
動
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
協
力
が
み

前
述
の
如
く
、
第
二
次
大
戦
中
、
米

・
ソ
両
国
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
を
共
に
戦
う
同
盟
関
係
か
ら
、
直
接
的
な
国
家
利
益
の
対
立
が

な
い
限
り
協
調
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
・
ソ
間
に
は
不
信
に
根
ざ
し
た
政
策
が
存
続
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
攻
撃
の
矛
先
を
ソ
連
に
向
け
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
第
二
戦
線
展
開
の
約
束
を
履
行
し
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
の
国
際
政
治
に
お
け
る
米
・
ソ
関
係
を
決
定
的
に
悪
化
さ
せ
た
の
は
、
第

一
に
、
ヨ

ー
(1
)
 

ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
米

・
ソ
関
係
、
特
に
第
二
次
大
戦
中
の
ソ
連
軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
を
め
ぐ
る
米

・
ソ
両
国
間
の
対
立
で
あ

っ
た
。

第
二
に
、
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お
け
る
共
産
党
勢
力
の
拡
大
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
三
に、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
米
・
ソ
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
も
の
と
し
て
は
、
中
国
に
お
け
る
国
共
内
戦
の
推
移
と
、

理
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
極
東
委
員
会
」
に
お
け
る
米

・
ソ
対
立
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
の
点
と
の
関
連
で
考
察
す
る
と
、

て
よ
い
。

つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
に
、

日
本
と
の
戦
後
処

ソ
連
軍
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
は
、
自
国
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
と
言

っ

ソ
連
は
ロ
シ
ア
革
命
以
降
伝
統
的
に
西
欧
の
侵
略
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
か
ら
の
脅
威
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
脅
威
と
侵
略
を
阻
止
す
る
防
壁
と
し
て
戦
争
遂
行
過
程
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
衛
星
国
化
し
よ
う
と
企
図
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
ソ
連

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
の
第
一
の
目
的
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
東
欧
を
怖
る
べ
き
ド
イ
ツ
の
報
復
と
再
侵
略
に
対
す
る
防
壁
に
仕
立
て
る
こ
と
に

(
2
)
 

あ
っ
た
。

ソ
連
は
ド
イ
ツ
に
対
す
る
安
全
保
障
の
一
環
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
共
産
化
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
西
欧
や
ド
イ

ツ
に
対
す
る
ソ
連
の
政
策
は
西
欧
や
ナ
チ

・
ド
イ
ツ
に
対
す
る
歴
史
的
な
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
と
し
て
考
え
る
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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結
晶
し
た
。

つ
ま
り
、
第
一
に
、

出
兵
と
い
う
反
革
命
的
干
渉
政
策
を
体
験
し
た
。

た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
政
策
の
結
果
が
西
側
の
眼
に
は
ソ
連
が
常
に
、
ま
た
至
る
と
こ
ろ
で
西
側
に
対
し
て
革
命
を
輸
出
す
る
意
図
を
持
っ

て
い
る
こ
と
の
証
左
だ
と
解
釈
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
米
国
や
西
側
は
ソ
連
に
対
し
て
不
信
に
基
づ
く
政
策
を
と
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
は
ロ
シ
ア
革
命
後
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
欧
米
諸
国
と
日
本
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア

ソ
連
の
政
策
は
こ
う
し
た
歴
史
的
体
験
に
根
ざ
し
た
東
欧
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
で
あ
っ

米
国
の
戦
後
共
産
主
義
観
に
つ
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
第
二
の
契
機
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
西
欧
諸
国
内
に
お
い
て
拡
大
し
つ
つ

あ
っ
た
共
産
党
の
勢
力
の
強
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
著
し
い
例
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
共
産
党
が
大
量
に
議
会
に
進
出

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
選
挙
に
お
い
て
も
労
働
党
が
勝
利
す
る
な
ど
、
形
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
に
し
て
も
、
米
国
に
対
す
る
共
産
主
義
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ソ
連
軍
の
占
領
と
共
産
化
は
、
米
国
に
と
っ
て
共
産
主
義
の
原
型
の

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
東
側
で
「
人
民
民
主
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
米
国
に
と
っ
て
は
「
間
接
侵
略
」
の
原
型
と
見
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
素
材
に
し
て
形
成
さ
れ
た
共
産
主
義
観
は
、

ア
メ
リ
カ
の
側
に
お
け
る
「
ア
メ
リ
カ
的
生
活

様
式
」
に
つ
い
て
の
元
来
普
遍
主
義
的
な
モ
ラ
リ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ギ
ー
は
、

―
つ
の
普
遍
主
義
的
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ

こ
う
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
共
産
化
と
西
欧
内
で
の
共
産
党
勢
力
の
強
化
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
中
核
と
し
た
反
共
イ
デ
オ
ロ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
津
波
の
よ
う
に
拡
大
し
て
全
世
界
に
普
遍
化
す
る
過
程
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
米
・
ソ
両
国
は
第
一
一
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
、
イ
ラ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
な
ど
に
お
い
て
対
立
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
四
七
年
三
月
に
は
ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、
諸
国
に
援
助
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
米
・
ソ
関
係
史
に
即
し
て
み
る
と
、
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
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る
相
剋
で
あ
る
。
ソ
連
と
英
国
は
一
九
四
二
年
の
三
国
(
T
n
p
a
r
t
1
t
e
)
条
約
に
よ
っ
て

一
九
四
六
年
三
月
二
日
ま
で
に
両
国
軍
が
イ
ラ
ン

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ン
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
撤
退
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

か
り
で
な
く
、
北
部
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
(
A
z
e
r
b
1
J
a
n
)
州
に
ソ
連
が
介
入
し
て
い
る
と
非
難
し
、
イ
ラ
ン
は
米
国
の
支
持
を
得
て
国

(3
)
 

連
事
務
総
長
の
国
連
外
で
の
解
決
勧
告
を
無
視
し
国
連
に
提
訴
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
九
四
七
年
の
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
問
題
の
審
議
に
お
い
て
は
一
層
明
白
に
現
わ
れ
て

第
二
は
、
ギ
リ
シ
ャ
を
め
ぐ
る
東
西
間
の
対
立
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ャ
問
題
は
、

義
共
和
国
代
表
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
(
D
m
i
t
n
Z. 
M
a
n
m
l
s
k
y
)
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
安
全
保
障
理
事
会
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い
て
審
議

さ
れ
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ャ
問
題
は
イ
ギ
リ
ス
軍
の
ギ
リ
シ
ャ
駐
屯
を
め
ぐ
る
ソ
連
と
イ
ギ
リ
ス
間
の
紛
争
事
件
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

労
働
党
政
府
は
当
時
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
英
領
マ
レ
ー
シ
ャ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
苦
境
に
直
面
し
て
い
た
た
め
、
ギ

リ
シ
ャ
に
対
す
る
持
続
的
な
軍
事
経
済
援
助
は
も
は
や
不
可
能
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
軍
の
イ
ラ
ン
か
ら
の
撤
退
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
た
米
国
は
、

リ
ス
軍
の
イ
ラ
ン
撤
退
は
近
東
地
域
が
「
力
の
空
白
」
の
地
域
に
な
り
、
経
済
的
に
危
機
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
ト
ル
コ
を
含
め
て
ソ
連

圏
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ト
ル
ー
マ
ン

(
H
a
r
r
y
S
.
T
r
u
m
苔
）
は
、

議
会
に
対
し
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ル
コ
に
対
す
る
軍
事
・
経
済
援
助
と
し
て
、

(4
)
 

い
、
同
地
域
に
お
い
て
初
め
て
ソ
連
と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
米
国
の
対
外
政
策
が
強
化
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、

ヽ
こ
。

し

t
化
し
た
米
・
ソ
間
の
対
立
は

ソ
連
軍
が
撤
退
し
な
い
ば

ギ
リ
シ
ャ
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ

四
億
ド
ル
の
支
出
を
求
め
る
と
共
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
を
行

ソ
連
も
対
米
政
策
を
更
に
硬
直
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し

た
米
・
ソ
関
係
の
悪
循
環
の
例
は
、
そ
の
後
の
米
・
ソ
関
係
史
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
七
年
三
月
に

一
九
四
六
年
八
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
社
会
主

一
九
四
六
年
イ
ラ
ン
問
題
を
め
ぐ
っ
て
顕
在
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方
向
で
協
調
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
、

こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
米

・
ソ
関
係
を
大
雑
把
に
概
観
し
た
。
し
か
し
、
視
点
を
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
共
産
化
以
降
の
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策
に
移
し
て
み
る
と
、
米
国
の
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
く
軍
事
援
助
は
、

日
戦
争
終
結
後
、
国
共
内
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
た
中
国
に
お
い
て
、
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
米
国
は
国
共
内
戦
が
展
開
さ
れ

て
い
た
中
国
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
次
大
戦
終
結
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
の
米

・
ソ
関
係
を
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
に
限
定
し
て
み
る
場
合
に
、

米

・
ソ
関
係
と
同
じ
よ
う
に
、

な
っ
た
に
し
て
も
、

二
つ
の
側
面
が
み
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

第
二
次
大
戦
中
米
・
ソ
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
目
的
は
異

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
日
本
の
大
陸
膨
張
政
策
を
阻
止
す
る
た
め
に
抗
日
戦
線
を
強
化
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は

一
致
し
て
い
た
。
そ
し
て
米
・
ソ
い
ず
れ
も
公
式
の
中
国
政
府
で
あ
る
国
民
党
政
権
を
支
持
し
援
助
を
続
け
た
。

一
方
に
お
い
て
、

れ
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
契
機
が
作
用
し
た
と
み
て
よ
い

。

一
九
四
五
年
対

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
は
大
西
洋
戦
争
に
対
し
て
第
二
次
戦
線
的
意
味
を
も
つ
大
陸
戦
線
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け
た
。
そ
れ
は
単
に
国
民
党
政
権
に
対
す
る
膨
大
な
物
的
技
術
的
援
助
の
供
与
、
軍
事
顧
問
団
の
派
遣
に
止
ま
ら
ず
、

解
体
の
恐
れ
の
あ
る
蒋
介
石
政
権
の
改
革
の
た
め
に
も
圧
力
を
加
え
、
抗
日
戦
争
の
末
期
に
は
国
共
調
停
の
政
治
的
活
動
を
行
う
と
い
う

所
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
と
同
時
に
、
ソ
連
も
ま
た
日
本
の
大
陸
政
策
の
防
壁
た
る
抗
日
戦
線
の
強
化
を
利
益
と
し
た
が
故
に
、
米
国
と

協
調
し
て
少
く
と
も
公
式
的
に
は
戦
線
の
統

一
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
極
力
避
け
て
い
た
。
又
、
ソ
連
は
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
革

命
に
否
定
的
立
場
を
採

っ
て
い
た
た
め
、
国
民
党
政
権
と
の
間
に
不
可
侵
条
約
を
結
ぶ
と
こ
ろ
に
ま
で
至
り、

軍
事
顧
問
団
を
送
り
武
器

ま
で
供
与
し
た
が
、
中
共
側
に
は
物
質
的
な
援
助
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
米
・
ソ
両
国
は

一
致
し
て
抗
日
統

一
戦
線
を
強
化
す
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
二
次
大
戦
が
日
本
の
敗
北
を
も

っ
て
終
結
す
る
と
と
も
に
、
米

・
ソ
間
の
対
立
的
側
面
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ

つ
ま
り
、

第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
日
本
が
敗
北
し
た
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

第
一
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に
、
西
欧
帝
国
主
義
が
戦
争
に
よ
っ
て
弱
体
化
さ
れ
、

ア
ジ
ア
地
域
に
「
力
の
空
白
」
が
生
じ
て
い
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

第
二
に
は
、
中
国
で
は
終
戦
と
同
時
に
国
共
間
の
内
戦
が
開
始
さ
れ
た
状
況
の
下
で
、

第
一
に
、
内
戦
は
中
共
の
勝
利
を
不
可
避
に
す
る
か
ら
極
力
回
避
さ
せ
る
。

い
て
ソ
連
か
ら
非
難
さ
れ
た
。

ソ
連
か
ら
の
影
響
の
強
化
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
危
機
状
況
に
お
け
る
「
力
の
空
白
」
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
は
、
第
一
一
次
大
戦
中
か
ら
米
・
ソ
を
軸
に
分
極
化
し
て
い

た
状
況
の
中
で
米
国
に
代
わ
り
得
る
国
家
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
国
の
こ
の
よ
う
な
対
中
国
政
策
が
反
共
の
立
場
に
根

ざ
し
て
展
開
さ
れ
た
の
は
、
決
し
て
第
二
次
大
戦
以
降
の
こ
と
で
は
な
く
、
第
二
次
大
戦
末
期
の
中
国
に
駐
在
し
た
外
交
官
に
よ
っ
て
も

(5
)
 

そ
の
必
要
性
が
充
分
認
識
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
の
米
国
の
対
中
政
策
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
よ
い
。

第
二
に
、
中
共
に
対
し
て
国
民
党
政
権
の
優
勢
を
保
持
し
得
る
よ
う
な
形
で
統
一
政
府
を
造
る
。
た
だ
し
、
米
国
の
利
益
の
た
め
に
中

国
に
お
け
る
好
ま
し
い
政
府
を
造
り
得
る
唯

一
の
人
物
と
し
て
蒋
介
石
は
「
中
国
最
大
の
財
宝
」
で
あ
る
。
そ
の
際
、
同
時
に
中
共
軍
を

(6
)
 

統
合
し
て
そ
の
独
立
性
を
奪
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
に
根
ざ
し
た
米
国
の
対
中
国
政
策
は
一
九
四
五
年
―
二
月
に
開
催
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
に
お

周
知
の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
直
後
行
わ
れ
た
国
共
間
の
相
剋
は
、
ま
ず
日
本
占
領
地
域
区
お
よ
び
日
本
軍
の
武
器
の
回
収
を
め
ぐ
っ

て
展
開
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
膨
大
な
日
本
勢
力
を
大
陸
か
ら
除
き
去
り
、
同
時
に
、
国
府
の
中
共
に
対
す
る
優
勢
を
確
保
せ
し
め

る
た
め
、
米
軍
は
自
ら
「
国
府
軍
の
兵
力
を
運
搬
、
装
備
し
、
給
与
す
る
こ
と
を
助
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
は
華
北
と
満
州
の
大
部
分

(7
)
 

に
彼
ら
の
支
配
を
拡
げ
て
い
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
在
華
米
軍
約
五
万
人
が
華
北
に
進
出
し
て
国
府
の
支
配
権
を
保

護
し
た
。
米
国
の
戦
後
直
後
に
生
じ
た
「
力
の
空
白
」
を
埋
め
よ
う
と
す
る
努
力
の

一
環
が
こ
の
よ
う
に
軍
事
力
の
行
使
と
し
て
現
わ
れ



107 国際連合の政治過程に関する一考察 （一）
ーー朝鮮議題 (1947-48)を中心に一

(403) 

と
え
ば

い
う
点
で
は
注
目
に
値
す
る
。

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、

ソ
連
は
内
戦
干
渉
で
あ
る
と
し
て
米
国
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

ソ
連
は
ロ
シ
ア
革
命
後

シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
い
う
歴
史
的
な
体
験
と
記
憶
を
持

っ
て
い
る
だ
け
に
米
国
か
ら
の
恐
怖
を
強
く
感
じ
て
い
た
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
米
・
ソ
両
国
は
日
本
と
の
戦
後
処
理
問
題
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
し
た
「
極
東
委
員
会
」
に
お
い
て
も
対
立
し
て
い
た
。

そ
の
最
も
著
し
い
例
は
賠
償
問
題
の
審
議
過
程
で
現
わ
れ
た
。

め
る
こ
と
に
し
た
の
に
対
し
、

(8
)
 

立
し
た
。

つ
ま
り
、

ソ
連
は
日
本
の
外
に
あ
る
財
産
を
除
き
、

日
本
か
ら
取
り
立
て
る
賠
償
財
産
に
、
米
国
は
日
本
の
本
土
の

外
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
日
本
財
産
、
特
に
満
州
地
域
と
ソ
連
占
領
下
に
置
か
れ
て
い
る
日
本
の
北
方
領
土
に
存
在
し
た
財
産
ま
で
を
含

日
本
領
土
内
に
あ
る
財
産
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
対

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
米

・
ソ
両
国
が
戦
後
の
国
際
政
治
の
上
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
対
立
、
相
剋
し
て
い
る
な
か
で
、
戦
後

に
お
い
て
、
特
に
強
力
に
勃
輿
し
始
め
た
新
興
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
ち
、
ま
た
そ
れ
は
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
影
響
力
を
及
ぽ
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
後
述
す
る
朝
鮮
問
題
の
国
連
政
治
過
程
を
理
解
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、

戦
後
の
新
典
諸
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
と
そ
の
性
格
を
米
・
ソ
と
の
関
連
で
必
要
な
限
り
論
じ
て
お
こ
う
。

第
二
次
大
戦
後
に
生
じ
た
重
要
な
国
際
政
治
上
の
特
質
の
一
っ
は
、

ア
ジ
ア
、

ア
ラ
ブ
お
よ
び
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
、

帝
国
主
義
列
強
の
植
民
地
的
支
配
に
反
対
す
る
強
力
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
れ
が
国
際
政
治
や
国
連
政
治

(9
)
 

に
お
い
て
著
し
く
高
い
比
重
を
占
め
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勃
興
は
、
「
前
近
代
的
」
要
因
が
新
た
に
国
際
政
治
に
織
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
の
米
・
ソ
相
剋
を
軸
と
す
る
国
際
政
治
に
お
い
て
、
多
く
の
新
興
独
立
国
家
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
五

0
年
ま
で
の
ア
ジ
ア
で
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
独
立
し
、

ア
ラ
ブ
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あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

た
と
え
ば
、

地
域
に
お
い
て
は
第
二
次
大
戦
中
の
エ
ジ
プ
ト
の
独
立
を
は
じ
め
と
し
て
、

た
。
こ
れ
ら
の
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
お
よ
び
客
観
的
条
件
が
異
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
独
立
の
過
程
も
相
違
し
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
す
べ
て
の
独
立
国
家
は
「
前
近
代
的
」
社
会
を
抱
え
て
、
独
立
以
後
に
社
会
革
命
と
い
う
共
通
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
戦
後
の
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
単
に
政
治
的
独
立
だ
け
で
な
く
、

(10
)
 

少
と
も
社
会
革
命
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
に
お
い
て
、

ア
ジ
ア
、

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
多

ア
ラ
ブ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
強
烈
に
勃
興
し
た
こ
れ
ら
の
新
興
諸
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
米
・
ソ
の
双
方
で
敏
感
に
受
容
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
を
よ
く
受
容
す
る
こ
と
自
体
が
東
西
の
競
争
だ
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
の
た
め
の
新
興
諸
国
の
役
割
は
極
め
て
有
効
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
政
治
の

世
界
は
そ
の
逆
に
動
い
た
。
そ
の
原
因
に
対
す
る
答
え
を
出
す
た
め
に
、
新
興
諸
国
が
、
国
連
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
め
ぐ
る
米
・

ソ
相
剋
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
し
た
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
須
的
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
米
・
ソ
両
国
の
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
と
の
関
連
で
、
新
興
諸
国
を
大
き
く
「
緊
張
緩
和
型
」
と
「
緊
張
激
化
型
」

(11
)
 

に
分
け
る
こ
と
が
一
応
可
能
で
あ
ろ
う
。

一
方
は
イ
ン
ド
を
代
表
例
と
し
て
ア
ラ
ブ
諸
国
を
含
む
「
緊
張
緩
和
型
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
は
朝
鮮
を
め
ぐ
る
米
・

ソ
間
の
対
立
相
剋
を
緩
和
す
る
機
能
を
果
そ
う
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
他
方
、

ア
諸
国
と
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
ア
ジ

チ
リ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
国
々
は
「
緊
張
激
化
型
」
の
国
々
で

こ
の
二
つ
の
機
能
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
機
能
を
営
む
か
は
全
く
こ
れ
ら
新
興
諸
国
内
外
の
与
件
に
よ
る
こ
と
が
そ

の
著
し
い
特
色
で
あ
る
。
そ
の
分
れ
目
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
は
三
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
植
民
地
統
治
の
遺
産
を
含

一
九
四
六
年
シ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
の
独
立
が
成
し
と
げ
ら
れ
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J

れ
に
対
し

ネ
ー
ル

(12
)
 

め
て
新
興
独
立
国
の
国
内
の
諸
条
件
が
体
制
の
安
定
と
発
展
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
の
か
と
い
う
契
機
で
あ
り
、
第
二
に
は
、

外
圧
、
特
に
東
西
か
ら
ど
ん
な
働
き
か
け
が
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
契
機
で
あ
り
、
そ
し
て
第
三
に
、
こ
の

二
つ
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で

ど
の
よ
う
な
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
存
在
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
国
家
と
の
関
連
で
、
第

一
の
契
機
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、

ア
ジ
ア
国
家
は
一
―
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

一

つ
は
、
独
立
後
に
お
い
て
も
英
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
国
家
と
、
そ
れ
以
外
の
国
家
と
で
あ
る
。
前
者
に
属
し
た
国
家
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
、
後
者
に
属
し
た
国
家
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
で
あ
っ
た
。

ま
ず
第

一
に
、
英
連
邦
に
属
す
る
国
家
は
イ
ギ
リ
ス
支
配
か
ら
独
立
し
た
と
い
う
側
面
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
「
反
植
民
地
主
義
」

の
立

場
が
強
力
で
あ
り
、
外
交
の
遂
行
の
上
で
も
「
独
立
性
」
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
長
期
間
の
植
民
地
的
従
属
経
済
の

も
と
に
置
か
れ
て
い
た
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
経
済
構
造
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
緊
密
な
関
係
の
継
続
的
維
持
を
必
要
と
し
て
、
独
立
後
す

ぐ
自
主
的
な
国
民
経
済
に
編
成
替
え
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
の
場
合
に
は
、
独
立
直
後
国
民
会
議
派
が
共
産
党
の
支
持
の
下
で
政
権
を
掌
握
し
て
い
た
関
係
も
あ

っ
て
、
当
時
の

(]
a
w
a
h
a
r
l
a
l
 N
e
h
r
u
)
外
交
が
米

・
ソ
の
対
立
の
中
で
消
極
的
中
立
主
義
の
政
策
を
と

っ
て
は
い
た
が
、
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
全

体
と
し
て
は
英
連
邦
の
一

員
と
し
て
、
基
本
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
外
交
に
従

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
西
側
に
コ
ミ

ッ
ト
し
て
い
た
。
イ
ン
ド

外
交
に
比
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
場
合
に
は
、
英
連
邦
に
属
し
な
が
ら
も
次
の

二
つ
の
理
由
に
よ

っ
て
親
米
政
策
を
と
っ
た
。
そ
の
―
つ
は
、

カ
シ
ミ
ー
ル

(K
ash
m
i
r
)
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
と
の
国
境
紛
争
で
イ
ン
ド
側
に
味
方
し
が
ち
な
イ
ギ
リ
ス
に
反
発
し
た
こ
と
で
あ
り
、

宗
教

の
差
か
ら
常
に
反
イ
ン
ド
の
傾
向
を
と
っ
て
い
た
。
第
一
一
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
国
内
市
場
の
狭
隣
さ
と
遅
れ
た
農
業
構
造
を
技
術
面
か
ら

(13
)
 

改
善
し
て
近
代
化
の
土
台
に
し
よ
う
と
し
た
関
係
か
ら
、
か
え

っ
て
外
国
、
特
に
米
国
に
依
存
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は

一
八
九
八
年
か
ら
米
国
に
よ
り
支
配
さ
れ
た
が
一
九
四
六
年
七
月
に
独
立
し
四
八
年
間
の
米
国
の
植
民
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さ
ら
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
と
、

農
村
地
域
を
支
配
し
政
府
と
対
立
し
て
い
た
。

統
治
を
終
息
さ
せ
た
。
し
か
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
独
立
後
に
お
い
て
も
、
国
内
の
政
治
、
経
済
的
条
件
が
不
安
定
で
あ
っ
た
。
特
に
、

国
内
政
治
面
で
の
不
安
定
の

一
例
と
し
て
は
、
独
立
政
府
は
中
部
ル
ソ
ン
島
に
拠
点
を
お
い
て
い
た
フ
ク
バ
ラ
ハ

ッ
プ
(
H
U
K
B
A
L
A
H
A
P
)

と
対
立
し
て
い
た
。
こ
の
フ
ク
バ
ラ
ハ
ッ
プ
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
独
立
以
前
に
は
他
の
ゲ
リ
ラ
組
織
同
様
に
、
米
国
か
ら
武
器
援
助
を
受
け

て
お
り
、
共
産
王
義
者
タ
ル
ク

(L
m
s
T
a
r
u
c
)
に
よ

っ
て
指
導
さ
れ
て
い
た
。
独
立
以
降
は
組
織
を
拡
大
し
、
東
ル
ソ
ン
島
の
中
央
及
び

ま
た
、
対
外
関
係
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
反
日
的
傾
向
を
帯
び
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
こ
う
し
た
傾
向
を
帯
び
て
い
た
理
由
は
、
第
二
次
大
戦
の
過
程
に
お
い
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
日
本
の
侵
略
に
よ
る
大
き
な
被
害

(15
)
 

を
受
け
て
お
り
、
そ
の
上
に
国
民
党
政
府
系
華
僑
が
多
く
居
住
し
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
米
・
ソ
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
独
自
的
な
政
策
を
追
求
し
な
が
ら
も
米
国
の
政
策
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
。
そ
の
理
由

の

―
つ
は
、
経
済
的
依
存
関
係
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
ま
で
に
経
済
的
側
面
で
、
植
民
地
経
済
の
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
指
導
力
で
あ
る
民
族
資
本
が
米
国
の
植
民
地
主
義
者
を
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
発
達

(16
)
 

し
て
き
た
の
で
、
こ
れ
が
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ブ
レ
ー
キ
に
な

っ
て
来
た
。
さ
ら
に
、
独
立
後
に
お
い
て
も
、
国
内
市
場
の
狭
陰
さ
、

(17
)
 

お
よ
び
主
に

一
次
産
品
を
中
心
と
し
た
国
民
経
済
は
米
国
市
場
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
フ
ィ
リ
。ヒ
ン

外
相
ロ
ム
ロ

(C
a
r
l
o
s
P
.
 Ro
m
u
l
o
)
が
一
九
四
七
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
問
題
に
関
す
る
ク
リ
ヴ
ラ
ン
ド
会
議

(
C
l
e
v
e
l
a
n
d
C
o
u
n
,
 

c

i

l
)

の
席
上
で
、
同
国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
脅
威
を
経
済
的
封
建
性
と
結
び
つ
け
た
後
、
そ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
対
策
と
し
て
米
国

(18
)
 

の
財
政
的
援
助
が
不
可
避
で
あ
る
、
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
分
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
米
国
が
植
民
統
治
を
行
っ
て
以
来
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

ア
メ
リ
カ
化
」
が
強
く
行
わ
れ
た
た
め
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
心
情
的
に
反
米
の
感
情
が
弱
か

っ
た
。
同
時
に
、
独
立
以
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
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多
く
の
地
域
が
イ
ギ
リ
ス

の
大
統
領
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
抗
日
ゲ
リ
ラ
闘
争
で
日
本
軍
に
逮
捕
さ
れ
転
向
し
た
ロ
ハ
ス

(
M
a
n
u
e
l
R
o
x
a
s
)
で
あ
り
、

(19
)
 

戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
支
援
の
下
で
大
統
領
に
な

っ
た
関
係
か
ら
強
固
な
親
米
外
交
政
策
を
採

っ
た
。

他
方
、
中
国
の
国
民
党
政
府
は
米
・
ソ
と
の
関
係
に
お
い
て
、
親
米
政
策
の
傾
向
を
採
り
な
が
ら
も
、
な
お
独
自
的
政
策
を
追
求
し
て

い
た
。
国
民
党
政
府
の
独
立
政
策
は
、

も
分
る
。

ソ
連
の
極
東
進
出
を
警
戒
し
て
行

っ
た
駐
米
中
国
大
使
顧
維
釣

(
W
e
l
l
m
g
t
o
n
K
o
o
)

の
発
言
か
ら

つ
ま
り
、
彼
は
ソ
連
が
第
二
次
大
戦
後
、
千
島
列
島

(K
u
r
ile
Islands
)
、
お
よ
び
北
朝
鮮
の
占
領
、
満
鉄
の
管
理
を
す
る
こ
と

(20
)
 

に
な
っ
た
の
は
ソ
連
の
極
東
地
域
で
の
地
位
を
強
化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
ソ
連
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
の
強
化
は
、
満
州
に
関
す
る
決
定
を
行
っ
た
ヤ
ル
タ
会
議

(Yalta
c
o
nfer
e
n
c
e
)
の
結
果
で
あ

り
、
同
会
議
に
中
国
代
表
が
出
席
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
極
東
地
域
に
お
け
る
安
定

(stability
)
と
安
全
保
障
に
つ
い
て
米
国
は
特
別

(21
)
 

な
責
任
」
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
場
を
採

っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
国
民
党
政
府
の
立
場
は
極
東
委
員
会
に
お
い
て
も
示
さ
れ

た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
例
と
し
て
は
、

(22
)
 

連
の
立
場
に
同
調
し
た
。

日
本
に
対
す
る
略
奪
品
の
請
求
開
始
を
確
定
す
る
に
際
し
、
中
国
は
米
国
の
立
場
に
反
対
し
、

と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
後
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
い
て
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
昂
揚
し
た
。
こ
の
地
域
は

一
九
四
五
年
後
に
お
い
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
時
ま
で
の
主
権
国
家
は
伝
統
的
に
君
主
国
家
で
あ
っ

た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
エ
メ
ン
だ
け
で
あ

っ
た
。
モ
ロ

ッ
コ
か
ら
イ
ラ
ク
に
至
る
ア
ラ
ブ
地
域
は
前
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
、

国
主
義
の
侵
略
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
伝
統
的
に
西
欧
諸
国
に
支
配
さ
れ
て
い
た
関
係
か
ら
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

(23
)
 

は
反
西
欧
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
国
際
環
境
に
対
す
る
姿
勢
を
規

定
し
た
の
も
、

ア
ラ
ブ
諸
国
が
直
面
し
た
歴
史
的
要
因
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
っ

て
過
言
で
は
な
い

。

周
知
の
よ
う
に
、

ソ

フ
ラ
ン
ス
帝

ア
ラ
ブ
諸
国
は
第
二
次
大
戦
が
終
了
す
る
ま
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
国
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
支
配
の
歴
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て
よ
い
だ
ろ
う
。

戦
後
に
お
い
て
も
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

(24
)
 

史
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
ま
で
遡
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
に
、

占
領
は
、
強
力
で
ミ
リ
タ
ン
ト
な
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
起
さ
せ
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
占
領
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
運
動

に
昇
華
し
た
。
こ
の
よ
う
な
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
そ
も
そ
も
「
反
イ
ギ
リ
ス
的
」
な
性
格
を
お
び
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
が
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
自
国
の
権
益
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

一
九
0
四
年
に
締
結
さ
れ
た
英
•
仏
条
約

(
An
glo
,F
r
e
n
c
hEn
t
e
n
t
e
 C
o
r
d
i
a
l
e
)
に
よ
っ
て
、

ら
「
反
欧
州
」

(
A
n
t
i
-E
u
r
o
p
e
a
n
)
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
リ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
元
来
、
シ
リ
ア
、

し
て
の
漸
進
的
発
展
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
」

三
年
間
委
任
統
治
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、

(25
)
 

る
と
共
に
、
シ
リ
ア
を
五
つ
の
区
域
に
分
割
し
て
し
ま

っ
た
。

一
九
二

0
、
一
九
二
七
、

(26
)
 

が
、
そ
の
反
乱
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
は
武
力
的
弾
圧
を
行
っ
た
。

既
述
し
た
こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、

レ
バ
ノ
ン
も
長
期
間
に
亘
り
、

レ
バ
ノ
ン
は
国
際
連
盟
の
委
任
に
よ

っ
て
、
「
独
立
国
家
と

フ
ラ
ン
ス
が
統
治
を
開
始
す

ア
ラ
ブ
諸
国
は
第
二
次
大
戦
ま
で
全
体
的
に
み
て
「
反
欧
州
」
的
な
立
場
を
採
っ
て
い
た
が
、

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
軍
駐
屯
問
題
、
シ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
に
お
け
る
英

•

仏
軍
駐
屯

問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
根
強
く
残
っ
て
い
た
ア
ラ
ブ
諸
国
の
「
反
欧
州
」
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
は
さ
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
、
と
言
っ

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
戦
後
米

・
ソ
を
軸
と
し
た
国
際
政
治
に

J

の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
は

け
る
イ
ギ
リ
ス
の
独
占
的
権
益
を
承
認
す
る
や
、
そ
の
反
動
と
し
て

一
九
四
五
年
に
そ
れ
ぞ
れ
シ
リ
ア
に
お
い
て
反
乱
を
誘
発
し
た

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
反
イ
ギ
リ
ス
」
的
な
も
の
か

し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
が
エ
ジ
プ
ト
に
お

ズ
ム
を
支
持
し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
傾
向
を
さ
ら
に
強
化
し
た
の
は
、

エ
ジ
プ
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ

一
九
世
紀
末
(
-
八
八
二
年
）
の
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
的
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(409) 

い
か
な
る
ア
ラ
ブ
国
家
も
、

ソ
連
は
伝
統
的
に
植
民
地
支
配
国
家

(colornal
p
o
w
e
r
)
 

で
、
中
東
問
題
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
民
族
主
義
的
リ
ー
ダ
ー
は
ソ
連
を
同
盟
国
と
し
て
は
見
て
な
か
っ
た
も
の
の
、

ア
ラ
ブ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
、
潜
在
的
支
持
国
家
と
し
て
見
倣
し
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
独
立
後
、
社
会
経
済
的
発
展
の
た

(29
)
 

め
に
、
社
会
変
革
に
直
面
し
て
い
た
ア
ラ
ブ
諸
国
リ
ー
ダ
ー
は
、
反
西
欧
的
立
場
か
ら
ソ
連
が
潜
在
的
支
援
国
家
に
な
り
得
る
と
期
待
を

一
九
二

0
年
代
以
来
、

ア
ラ
ブ
各
国
に
お
い
て
共
産
主
義
思
想
が
浸
透
し
、
そ
の
影
響
で
こ
の
地
域
に
強
く
存
在
し
て
い
た

「
反
欧
州
」
感
情
は
「
親
ソ
連
勢
力
」
と
し
て
発
展
し
、
こ
の
勢
力
が
植
民
地
主
義
反
対
運
動
の
中
核
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
戦
後

に
お
い
て
、
米
国
は
ア
ラ
ブ
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
、

せ
て
映
じ
た
の
で
あ
る
。

(30
)
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
戦
後
に
お
け
る
米
国
は
基
本
的
に
植
民
地
主
義
に
反
対
し
、
民
族
自
決
の
原
則
を
支
援
し
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な

米
国
の
基
本
的
な
立
場
は
、
国
連
に
お
い
て
は
植
民
地
国
家
の
独
立
運
動
の
支
援
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、

第
三
に
、

か
け
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。

第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
点
は

が
な
か
っ
た
。

ま
ず
第

一
に
、

地
理
的
立
地
条
件
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、

(28
)
 

状
況
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
い
て
少
々
ふ
れ
て
お
こ
う
。

(27
)
 

お
い
て
ど
の
様
な
形
で
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
米

・
ソ
の
対
立

・
相
剋
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
問
題
の
理
解
の
た
め
に
必
要
な
限
り
に

ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ソ
連
と
の
関
係
に
限
っ
て
み
る
と
、

ソ
連
に
は
い
く
つ
か
の
点
で
有
利
な

い
か
な
る
ア
ラ
ブ
国
家
も
ソ
連
と
国
境
を
接
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル

ソ
連
を
恐
れ
る
必
要

ソ
連
に
よ
る
植
民
地
的
支
配
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

で
な
か
っ
た
し
、
過
去
に
お
い
て
中
東
地
域
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
な
か
っ
た
の

ア
ラ
ブ
諸
国
を
支
配
し
て
き
た
欧
州
諸
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
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こ
。
t
 

ギ
ー
な
ど
の
植
民
地
主
義
国
家
の
立
場
を
困
惑
さ
せ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
は
中
東
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
け
る
政
策
目
的
と
し
て
ソ

連
の
進
出
阻
止
を
優
先
さ
せ
た
た
め
に
、
現
地
中
東
・
ア
ラ
ブ
地
域
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、

と
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
は
経
済
発
展
や
地
域
的
安
全
保
障
に
関
す
る
共
同
政
策
を
作
成
す
る
際
に
、
中
東
・
ア
ラ
ブ
地
域

(31
)
 

で
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ

ッ
プ
を
承
認
し
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国
の
政
策
は
、
そ
の
反
動
と
し
て
、
本
来
的
に
「
反
欧
州
」
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
者
に
と
り
、

ロ
ッ
パ
諸
国
の
ア
ラ
ブ
に
対
す
る
植
民
地
主
義
政
策
が
米
国
の
そ
れ
と
し
て
映
っ
た
の
で
あ
り
、
国
連
に
お
け
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
解
決

(32
)
 

に
際
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
樹
立
の
阻
止
に
失
敗
し
た
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
持
国
で
あ
る
米
国
の
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
採
っ

ま
た
、
「
国
連
総
会
」
や
「
安
全
保
障
理
事
会
」
の
審
議
に
お
い
て
、
米
・
ソ
は
基
本
的
に
植
民
地
で
あ

っ
た
ア
ラ
ブ
領
土
の
「
政
治
的

自
由
」
と
い
う
原
則
に
つ
い
て
支
持
を
表
明
し
た
が
、
米
国
は
旧
植
民
地
に
対
す
る
主
権
承
認
は
支
配
国
と
の
合
意
の
下
で
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
反
し
て
、
ソ
連
は
植
民
地
支
配
国
と
の
合
意
な
し
に
、
即
時
に
主
権
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
弱
体
化
さ
せ
よ
う

ソ
連
は
一
般
に
戦
後
の

一
0
年
間
は
西
欧
諸
国
の
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
に
際
し
て
、

た
。
ま
た
他
方
に
お
い
て
は
、
ソ
連
が
ソ
連
国
内
に
お
い
て
モ
ス
レ
ム

(33) 

国
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
。

な
る
代
価
を
払
っ
て
も
阻
止
し
よ
う
と
す
る
米
国
と
、

(
M
uslim
)
に
強
硬
政
策
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

ヨ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

果
す
役
割
を
過
小
評
価
し
て
、
中
東
に
帝
国
主
義
の
危
機
が
あ
る
と
み
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
中
東
に
関
す
る
政
治
的
関
心
は
高
く
な
か
っ

ア
ラ
ブ
諸

他
方
、
米
国
も
ア
ラ
ブ
地
域
に
は
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
目
ざ
め
と
伝
統
的
な
反
植
民
地
主
義
的
態
度
と
い
う
二
重
の
圧
力
の

(34) 

も
と
で
外
交
関
係
が
良
好
に
発
展
し
て
い
た
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
共
産
主
義
の
拡
大
を
い
か

ア
ラ
ブ
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
ソ
連
を
対
置
さ
せ
て
、
自
ら
の
国
家
利
益
を
得
よ
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ど
の
よ
う
な
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

せ
た
。

に
な
っ
た
。

う
と
し
た
。

ア
ジ
ア
、

一
方
に
お
い
て
、
海

ア
ラ
ブ
に
加
え
て
、
第
三
に
、
中
南
米
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
中
南
米
諸
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
第
二
次
大
戦
ま

で
に
、
す
で
に
政
治
的
に
独
立
し
て
い
た
点
も
あ
っ
て
、
「
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
そ
の
中
核
と
し
て
い
る
。
中
南
米
二

0
カ
国
の

経
済
は
全
般
に
後
進
性
を
帯
び
て
い
た
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
、
こ
れ
ら
諸
国
の
経
済
構
造
が
旧
大
陸
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
植
民
地
的
従

属
経
済
の
性
格
を
脱
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
と
第
二
次
大
戦
を
経
る
過
程
、
特
に
、
世
界
恐
慌
以
降
に
お

い
て
、
中
南
米
地
域
に
お
い
て
は
植
民
地
経
済
か
ら
脱
却
し
、
中
南
米
の
経
済
的
自
主
性
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
動
向
が
見
ら
れ
る
よ
う

こ
の
様
な
動
向
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
の
影
響
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
、

外
か
ら
中
南
米
諸
国
に
対
す
る
工
業
加
工
品
を
途
絶
さ
せ
た
の
で
、
第

一
次
大
戦
以
来
根
強
く
内
在
し
て
い
た
国
内
産
業
の
発
展
の
必
要

(35
)
 

性
を
強
化
さ
せ
た
。
他
方
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
中
南
米
諸
国
の
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
の

遂
行
が
中
南
米
の
自
然
的
資
源
の
莫
大
な
需
要
を
必
要
と
し
た
た
め
、
そ
の
輸
出
の
増
大
が
中
南
米
諸
国
の
国
際
収
支
を
著
し
く
好
転
さ

で
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
志
向
し
て
い
た
中
南
米
諸
国
と
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
米
・
ソ
と
は

そ
の
場
合
に
、
ま
ず
第
一
に
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
第
二
次
大
戦
の
終
結
前
後
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
に
亘
っ
て
、
中

南
米
諸
国
で
は
政
治
指
導
者
の
多
く
の
交
替
が
み
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
開
始
ま
で
の
中
南
米
諸
国
に
お
い

て
は
、
全
般
的
に
保
守
的
な
軍
部
独
裁
政
権
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
政
権
は
戦
時
の
緊
急
事
態
を
理
由
に
社
会

・
経
済
的
改
革
運
動
を
非
合
法
化
し
、
自
ら
の
独
裁
政
権
を
合
法
化
す
る
こ
と
に
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し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
、
既
述
し
た
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
南
米
諸
国
の
指
導
者
の
現
状
維
持
政
策
の
遂
行
を
困
難
に
す
る
い
く

そ
の
―
つ
は
、
欧
州
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
勢
力
と
の
戦
争
が
激
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
欧
米
か
ら
の
工
業
加
工
品
と
食
料
品
の

そ
の
二
つ
は
、
戦
時
に
お
け
る
労
働
力
と
施
設
の
不
足
に
も
拘
わ
ら
ず
、
中
南
米
の
産
業
が
大
き
く
成
長
し
た
点
で
あ
る
。

そ
の
三
つ
は
、
現
状
打
破
を
意
図
し
て
い
た
政
治
指
導
者
を
若
い
軍
将
校
が
支
持
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

九
四
七
年
に
亘
っ
て
中
南
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ベ
タ
ン
ク
ー
ル

(
R
o
m
u
l
o
B
e
t
a
n
c
o
u
r
t
)
の
よ
う
な
改
革
主
義
的
指

(37
)
 

の
よ
う
な
若
手
軍
将
校
が
政
権
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
り
、
右
傾
的
な
政
権

(
]
u
a
n
 P
e
r
o
n
)
 

を
維
持
し
て
い
た
国
家
は
小
国
で
あ
る
パ
ラ
グ
ワ
イ
、

(38) 

国
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
南
米
諸
国
の
政
治
状
況
の
な
か
で
、

「国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
（
第
三
章
）

ル
は
や
や
異
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
国
で
は

一
九
四
四
年
、
若
手
将
校
が
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

tinez)

政
権
を
転
覆
し
た
が
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
権
力
闘
争
に
お
い
て
保
守
的
な
カ
ス
タ
ネ
ダ
・
カ
ス
ト
ロ

C
a
s
t
r
o
)

将
軍
が
政
権
を
掌
握
し
、
従
来
の
保
守
政
治
が
持
続
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
南
米
諸
国
は
、
米
国
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

導
者
、
お
よ
び
ア
ル
ゼ
エ
ン
チ
ン
の
ペ
ロ
ン

輸
入
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

つ
か
の
要
因
が
あ
っ
た
。

ニ
ク
ワ
ラ
グ
ワ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

C
a
s
t
a
n
e
d
a
 

の
構
成
国
で
あ
っ
た
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド

(G
e
n
e
r
a
l
 M
a
x
1
m
1
h
a
n
o
 M
a
r
,
 

(
S
a
r
v
a
d
o
r
 

第

一
に
、
米
国
は
戦
時
中
、
中
南
米
地
域
の
戦
略
的
重
要
性
に
、
そ
の
第

一
次
的
な
考
慮
を
払
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
中
南
米
諸
国

(39
)
 

の
政
治
的
安
定
を
確
保
す
る
た
め
に
、
米
国
に
協
調
し
て
い
た
保
守
政
権
を
支
持
し
、

軍
事
・
経
済
援
助
を
行

っ
た
。

ハ
イ
チ
、
お
よ
び
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
五
ケ

(36
)
 

よ
っ
て
、
既
存
の
保
守
体
制
を
固
定
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

一
九
四
―
―一
年
か
ら
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共
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
武
器
輸
入
が
停
止
さ
れ
る
や

領
は
ボ
リ
ビ
ア
の
ビ
ラ
ロ
エ
ル

(
G
u
a
lb
e
r
t
o
 Villarroel
)
と
共
に

ハ
イ
チ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、

ニ
ク
ワ
ラ
グ
ワ
に
お
け
る
米
海
軍
の
(D
u
,
 

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

第
二
次
大
戦
終
結
前
後
か
ら

一
九
四
七
年
ま
で
中
南
米
諸
国
を
支
配
し
て
い
た
改
革
的
政
治
指
導
者
は
米

第
二
に
、
米
国
と
中
南
米
諸
国
と
の
対
立
関
係
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
た
の
は
、
双
方
に
存
在
す
る
歴
史
的
体
験
と
記
憶
で
あ

っ
た
。
す

な
わ
ち
、
中
南
米
諸
国
は
従
来
か
ら
米
国
の
軍
事
的
干
渉
を
体
験
し
て
い
た
た
め
に
、
米
国
の
内
政
干
渉
を
最
も
警
戒
し
て
い
た
。
た
と

ら
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

え
ば
、
こ
れ
ら
の
国
は
一
八

二
三
年
の
「
モ
ン
ロ

ー
主
義
」
に
つ
い
て
も
、
米
州
大
陸
に
お
け
る
米
国
の
単
な
る
帝
国
主
義
的
欲
望
の
表

(40
)
 

現
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
、

受
け
と
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
南
米
諸
国
の
米
国
に
対
す
る
警
戒
心
は
、
今
世
紀
に
入

っ
て
か

(41
)
 

カ
リ
ブ
海
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
米
国
の
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

。

た
と
え
ば
、
米
国
は
ハ
イ
チ
を
愧
儡
政
権
を
通
じ
て
支
配
し
て
い
た
が
、

大
統
領
の
命
令
で
海
軍
が
撤
退
し
始
め
、
完
全
に
撤
退
し
た
の
は

一
九
四
一
年
で
あ

っ
た
。
そ
の
後

一
九
四
四
年
に
は
エ
ス
テ
ィ
メ

m
a
r
s
a
i
s
 E
s
t
i
m
e
)
黒
人
大
統
領
が
就
任
し
た
が
、
彼
は

「米
帝
国
主
義
」
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
ま
た
、

長
期
駐
屯
を
非
難
し
た
。

国
と
対
立
関
係
に
立
っ
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い

。

一
九
三
三
年、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

(F
r
a
n
k
l
m
D
.
R
o
o
s
e
v
e
l
t)
 

ペ
ロ
ン
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
統

以
上
の
よ
う
に
、
中
南
米
諸
国
は
共
産
主
義
か
ら
の
脅
威
よ
り
も
、
米
国
に
よ
る
内
政
干
渉
を
よ
り

一
層
警
戒
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

(42
)
 

共
産
主
義
は
主
に
、
架
空
の
脅
威

(a
b
s
t
r
a
c
t
d
a
n
g
e
r
)

で
あ
り
、
焦
眉
の
脅
威
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。

第
三
に
、
中
南
米
諸
国
は
米
州
大
陸
の
防
衛
体
制
に
対
す
る
米
国
の
姿
勢
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
の
勃
発
と

一
九
三
八
年
以
来
、
米
国
は
中
南
米
諸
国
に
対
し
、
武
器
援
助
を
開
始
し
た
。

中
南
米
諸
国
に
対
す
る
こ
う
し
た
武
器
援
助
努
力
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
ト
ル
ー
マ
ン
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
行
政
府
の

(43
)
 

中
南
米
諸
国
の
軍
隊
の
現
代
化
に
対
す
る
計
画
は
一
九
四
七
年
に
お
い
て
も
議
会
に
よ

っ
て
阻
止
さ
れ
て
い
た
。
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義
勢
力
の
進
出
は
、

そ
の
結
果
、
武
器
貸
与
法

(the
L
e
n
d
,
L
e
a
s
e
 A
c
t
)

終
了
以
後
、
中
南
米
各
国
は
自
国
の
軍
装
備
の
た
め
に
、

(44
)
 

の
装
備
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
次
産
品
を
め
ぐ
っ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
軍
隊

第
四
に
、
経
済
的
側
面
に
お
い
て
も
対
立
し
た
。
中
南
米
諸
国
は
第
二
次
大
戦
後
、
自
ら
の
産
業
を
保
護
す
る
た
め
に
、
輸
入
制
限
、

輸
入
税
の
引
き
あ
げ
な
ど
の
保
護
貿
易
政
策
を
と
り
、
自
由
貿
易
政
策
を
と
っ
て
い
た
米
国
と
対
立
し
た
。
ま
た
、

て
も
反
米
感
情
を
強
く
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
は
中
南
米
の
多
く
の
一
次
産
品
が
米
国
の
独
占
資
本
に
支
配
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、

次
産
品
の
生
産
に
お
い
て
も
、
米
国
内
に
お
け
る
装
備
さ
れ
た
技
術
に
よ
る
生
産
費
の
低
下
は
、
中
南
米
の

一
次
産
品
の
価
格
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

対
し
「
反
米
運
動
」
を
訴
え
、
キ
ュ
ー
バ
の
砂
糖
、
ボ
リ
ビ
ア
の
錫
、

(45
)
 

る
と
非
難
し
た
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
反
米
的
傾
向
は
、
社
会
主
義
思
想
の
伝
播
と
ソ
連
の
中
南
米
政
策
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
第
一
に
、
中
南
米
の
社
会
主

一
九
二
0
年
代
以
降
か
ら
展
開
さ
れ
た
が
、
特
に
、
第
二
次
大
戦
中
に
著
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
当
時
米
・
ソ
が
対
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
協
力
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
さ
ら
に
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
勢
力

を
中
南
米
か
ら
駆
逐
す
る
た
め
に
、

ソ
連
を
同
盟
国
と
し
て
位
置
づ
け
る
宣
伝
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
南
米
諸

(46
)
 

国
に
拡
散
し
て
い
た
社
会
主
義
勢
力
は
、
民
衆
の
反
米
感
情
と
矛
盾
な
し
に
そ
の
勢
力
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、

t
1
f
y
)

し
よ
う
と
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ペ
ロ
ン
大
統
領
が
ボ
リ
ビ
ア
の
ビ
ラ
ロ
エ
ル
と
共
に
、
他
の
南
米
諸
国
に

に
お
け
る
米
国
の
優
越
的
地
位
を
切
り
崩
そ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

チ
リ
の
銅
、
中
南
米
の
バ
ナ
ナ
を
米
国
が
独
占
し
よ
う
と
し
て
い

ソ
連
は
中
南
米
諸
国
の
「
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
地
域

ソ
連
は
「
ヤ
ン
キ
ー
反
対
」

(
a
n
t
i
'
Y
a
n
k
e
e
)

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

さ
ら
に
強
化
・
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
米
国
を
伝
統
的
社
会
秩
序
や
略
奪
的
軍
事
独
裁
政
権
の
支
持
者
と
し
て
同
一
化

(iden,
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周
知
の
よ
う
に
、
朝
鮮
問
題
が
第
二
次
大
戦
中
、
最
初
に
連
合
国
に
よ
っ
て
討
議
さ
れ
た
の
は
米
、
英
、
中
の
三
国
首
脳
に
よ
る
カ
イ

ロ
会
談
で
あ
っ
た
。

一
九
四
一
＿
一
年
―
二
月

一
日
発
表
さ
れ
た
カ
イ
ロ
宣
言
で
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
、
チ
ャ

ー
チ
ル

(l
)
 

と
蒋
介
石
は
、
朝
鮮
が
「
適
当
な
時
期
」
(in
d
u
e
 co
u
r
s
e
)
を
経
て
独
立
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
決
定
が
行
わ
れ
た

背
景
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
と
の
関
連
で
理
解
が
で
き
よ
う
。

朝
鮮
に
お
け
る
ソ
連
の
脅
威
は、

第
二
次
大
戦
終
結
時
に
お
け
る
樺
太
、
千
島
の
領
有
は
も
と
よ
り
、
満
州
、
北
朝
鮮
の

「
解
放
」
に

よ
っ
て
も
具
体
化
し
て
行
く
が
、
朝
鮮
で
の
共
産
主
義
の
浸
透
や
優
越
的
な
地
位
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
は
大
戦
中

(2
)
 

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と

い
っ

て
よ
い
。
米
国
は
上
述
の
よ
う
な
朝
鮮
に
お
け
る
政
策
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
ら
が
信
託
統
治
を
行

う
主
要
構
成
国
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
案
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
米
国
の
構
想
を
裏
づ
け
る
も
の
と

し
て
は
、

カ
イ
ロ
会
談
に
先
立
っ
て

一
九
四
三
年
三
月
末
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
た
イ
ー
デ
ン

(A
n
t
h
o
n
y
E
d
e
n
)
に
米
国
が
ソ
連
と
英

め
ぐ
っ

て
も
対
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

、
中
国
を
中
心
と
し
て
相
剋
し
て
い
た
米

・
ソ
両
国
は
、
朝
鮮
に
お
い
て
朝
鮮
の
独
立
・
統
一
問
題
を

ー

国
際
信
託
統
治
案
と
国
連
審
議
案
を
中
心
に
ー
|
'

第
二
節

掲
げ
て
い
る
普
遍
的
価
値
を
支
持
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。

朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米

・
ソ
両
国
間
の
相
剋

(W
m
s
to
n
 C
h
urchi
ll
)
 

し
か
し
、
中
南
米
諸
国
の
こ
の
よ
う
な
反
米
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
必
ず
し
も
反
米
政
策
を
追
求
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ

一
方
で
は
、
国
内
経
済
開
発
の
た
め
の
米
国
の
投
資
を
誘
致
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
朝
鮮
問
題
の
よ
う
な
国
家

(47
)
 

利
益
に
直
接
に
つ
な
が
ら
な
い
問
題
と
の
関
連
で
、
米
・
ソ
の
対
立
の
い
ず
れ
か
の
側
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
国
連
憲
章
が
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国
を
あ
げ
ず
に
、
米
国
と
中
国
を
中
心
と
し
た
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
一
ヶ
国
ま
た
は
ニ
ヶ
国
の
参
加
に
よ
る
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
案

を
提
出
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
適
当
な
時
期
」
を
経
て
、
朝
鮮
を
独
立
さ
せ
る
と
い
う
カ
イ
ロ
会
談
の
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

(3
)
 

を
発
表
す
る
に
際
し
て
も
、
そ
の
共
同

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
の
発
表
か
ら
ソ
連
を
除
外
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
米
国
の
、
朝
鮮
に
お
け
る
ソ
連
の
と
り
う
る
行
動
の
評
価
が
、

を
形
成
す
る
上
で
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
米
国
務
省
専
門
家
は
「
軍
政
期
間
に
お
い
て
有
資
格
の
朝
鮮
人
行
政
要
員
が

(4
)
 

利
用
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
有
資
格
の
日
本
人
を
雇
用
す
る
」
こ
と
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
米
国
の
対
朝

鮮
政
策
を
、

日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
長
期
統
治
の
下
で
朝
鮮
人
が
経
営
管
理
面
と
行
政
面
に
お
い
て
一
一
次
的
役
割
し
か
果
し
て
い
な
い
点

と
関
連
さ
せ
て
み
る
と
、
米
国
の
前
述
し
た
よ
う
な
対
朝
鮮
政
策
は
、
解
放
さ
れ
た
朝
鮮
に
日
本
の
植
民
地
統
治
の
経
済
的
、
行
政
的
側

と
も
あ
れ
、

一
九
四
四
年
五
月
に
米
国
務
省
は
、
戦
後
の
朝
鮮
に
中
央
集
権
的
政
府
樹
立
を
内
容
と
し
た
四
大
国
信
託
統
治
を
実
施
す

(5
)
 

る
と
い
う
戦
後
の
対
朝
鮮
政
策
の
構
想
を
作
成
し
た
。
こ
の
戦
後
の
対
朝
鮮
政
策
案
は
一
九
四
五
年
二
月
四
日
、
ヤ
ル
タ
に
お
け
る
米
、

(6
)
 

英
、
ソ
三
国
首
脳
会
談
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
構
想
が
ソ
連
に
提
出
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
が
最
初
で
あ
っ
た
。

一
方
、
ソ
連
側
で
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
米
国
を
意
識
し
た
明
確
な
対
朝
鮮
政
策
が
樹
立
さ
れ
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
よ

り
む
し
ろ
日
本
を
意
識
し
て
対
朝
鮮
政
策
を
遂
行
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
事
実
と
し
て
は
、

一
九
四
五
年

(H
a
rr
y
 H
o
p
k
i
n
s)

が
ス
タ
ー
リ

ン

(]
o
s
e
p
h
s
ta
lin
)
と
会
談
し
た
と
き
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
朝
鮮
に
対
す
る
米
国

(7
)
 

の
構
想
を
受
諾
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
も
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
構
想
を
自
由
に
追
求
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
朝
鮮
で
の
信
託
統
治
の
実
施
に
関
す
る
明
確
な
構
想
を
も
た
な
か

っ
た
米
国
に
賛
成
し
て
し
ま

っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
戦
後
の
朝
鮮
に
お
い
て
、

五
月
に
ホ
プ
キ
ン
ズ

ソ
連
の
拡
張
政
策
の
阻
止
に
関
す
る
米
国
の
政
策
構
想
の
形
成
を
容
易
に
し
た
。

面
を
そ
の
ま
ま
温
存
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

一
九
四
四
年
、
特
に
三
月
半
ば
頃
の
時
期
に
対
朝
鮮
政
策
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阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
統
合
参
謀
本
部
は

し
か
し
、
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
争
中
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
西
側
諸
国
の
行
動
は
ソ
連
の
西
側
に
対
す
る
不
信
感
を
増
幅

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
不
信
感
は
米
国
の
朝
鮮
信
託
統
治
構
想
に
つ
い
て
も
表
明
さ
れ
た
。

ト
フ
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
中
国
外
相
宋
子
文
に
対
し
、

べ
き
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

伝
え
て
来
て
い
た
。
こ
れ
は
、

つ
ま
り
、

一
九
四
五
年
七
月
初
め
、

モ
ロ

ソ
連
側
は

「
国
際
信
託
統
治
が
実
施
さ
れ
る
以
前
に
、
信
託
統
治
に
つ
い
て
解
決
す

い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
朝
鮮
に
外
国
軍
隊
が
駐
屯
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」
と

ロ
シ
ア
革
命
後
、
米
国
に
よ
る
内
政
干
渉
を
体
験
し
た
ソ
連
の
米
国
に
対
す
る
不
信
感
の
表
明
で
あ
る
と

共
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
米
国
信
託
統
治
案
の
基
本
的
な
前
提
を
拒
否
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
姿
勢
に
対
し
、
米
陸
軍
省
の
最
初
の
反
応
は
、
日
本
が
敗
北
し
た
際
に
は
、
「
で
き
得
る
限
り
、
北
で
日
本
の
降
伏

(8
)
 

を
受
理
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
だ
け
に
よ

っ
て
朝
鮮
の
解
放
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
事
態
を

一
九
四
五
年
七
月
に
、

日
本
が
降
伏
し
た
際
に
は
、
ま
ず
上
海
を
占
領
し
た
後
、

(9
)
 

つ
い
で
釜
山
を
占
領
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
八
月
現
在
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
を
占
領
す
る
準
備
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

米
国
の
全
朝
鮮
の
共
産
化
阻
止
政
策
は
、

日
本
の
敗
北
後
の
米
軍
の
朝
鮮
占
領
過
程
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
米
軍
の
朝
鮮
占

領
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
「

一
般
命
令
一
号
」
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
が
、
共
産
化
阻
止
政
策
は
日
本
総
督
府
の
米
占
領
軍
へ
の
権
力
移

譲
を
規
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
分
る
。
特
に
、

日
本
総
督
府
が
当
時
す
で
に
開
始
し
て
い
た
朝
鮮
人
へ
の
権
力
移
譲
を
中
止
さ
せ
た
事
実

(10
)
 

は
、
朝
鮮
の
左
派
に
よ
る
政
権
掌
握
の
阻
止
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
と
し

て
、
阿
部
信
行
朝
鮮
総
督
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
間
の
往
復
書
簡
を
み
て
み
よ
う
。

八
月
二
八
日
に
阿
部
朝
鮮
総
督
は
、

(11
)
 

し
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
」
と
打
電
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
に
「
共
産
主
義
者
と
独
立
煽
動
者
が
、
情
勢
を
利
用
し
て
平
和
と
秩
序
を
条
乱

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
は
米
国
が
共
産
主
義
や
独
立
煽
動
者
の
両
者
を
否

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
電
文
に
対
し
て

「
三
八
度
以
南
に
お
い
て
、
米
軍
が
責
任
を
取
る
ま
で
は
、
日
本
軍
司
令
官
が
秩
序
を
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一
致
し

(12
)
 

維
持
す
る
こ
と
」
を
命
じ
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
人
は
米
占
領
軍
の
布
告
文
に
よ
っ
て
、

日
本
に
よ
る
現
在
の
秩
序
維
持
を
尊
重
す
る
こ
と

や
即
時
独
立
を
求
め
る
集
会
を
含
め
た
一
切
の
デ
モ
に
参
加
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。(13
)
 

こ
の
よ
う
な
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
は
、
解
放
朝
鮮
内
の
多
く
の
政
治
勢
力
か
ら
の
抵
抗
に
直
面
し
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ト
ル
ー

マ
ン
米
大
統
領
は
朝
鮮
民
衆
が
自
治
能
力
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
声
明
を
発
表
し
て
、
米
国
の
政
策
を
合
理
化
し
よ
う
と
し
た
。
ト
ル
ー

(14
)
 

マ
ン
は
、
米
占
領
軍
の
日
本
人
雇
用
に
つ
い
て
、

「朝
鮮
自
ら
に
よ
る
国
家
機
能
と
責
任
の
遂
行
は
、
時
間
と
忍
耐
を
必
要
と
し
よ
う
」
と

(15
)
 

声
明
を
発
表
し
、
「
時
間
と
忍
耐
」
を
必
要
と
す
る
理
由
は
朝
鮮
人
が
自
治
政
府
を
運
用
し
た
経
験
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

こ
う
し
た
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
は
主
に
ソ
連
の
共
産
主
義
膨
張
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
戦
後
に
お

一
方
で
は
、
極
東
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
力
が
解
体
し
、
そ
れ
に
代
っ
て
巨
大
な

「
力
の
空
白
」
が
生
じ
る
と
共
に
、

他
方
に
お

い
て
、
朝
鮮
国
内
に
お
い
て
も
左
派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
激
烈
に
台
頭
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
米
国
に
対
し

唯
一
の
潜
在
的
脅
威
に
な

っ
た
の
は
ソ
連
で
あ

っ
た
。
で
は
、
朝
鮮
の
独
立
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
案
は
、
戦

後
状
況
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
米
・
ソ
関
係
史
の
発
展
に
沿
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

日
本
の
敗
戦
以
降
三
八
度
線
を
境
目
と
し
て
朝
鮮
の
南
北
を
そ
れ
ぞ
れ
占
領
し
た
米
・
ソ
両
国
は
、

開
催
さ
れ
た
米

・
英

・
ソ
三
国
外
相
会
議
に
お
い
て
朝
鮮
問
題
に
関
し
討
議
し
た
。

一
九
四
五
年

―
二
月
モ
ス
ク
ワ
で

こ
の
会
談
に
お
い
て
は
朝
鮮
で
国
際
信
託
統
治
を
行
う
と
い
う
基
本
線
に
関
し
て
米
・
ソ
双
方
の
見
解
に
大
き
な
相
違
が
な
く
双
方
は

「
(
-
）
朝
鮮
を
独
立
国
と
し
て
再
建
さ
せ
、
民
主
主
義
的
諸
原
則
に
よ
る
発
展
や
長
期
間
に
亘
る
日
本
統
治
の
有
害
な
諸
結
果
を
迅
速

い
て

こ
。
t
 

一
九
四
五
年
―

二
月
二
八
日
の
共
同
声
明
の
な
か
に
朝
鮮
問
題
処
理
条
項
が
含
め
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
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（
四
）
南
北
朝
鮮
に
関
す
る
緊
急
な
諸
問
題
を
審
議
す
る
た
め
、
ま
た
南
朝
鮮
の
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
部
と
北
朝
鮮
の
ソ
ビ
エ
ト
軍
司
令

部
と
の
間
の
行
政
、
経
済
部
門
に
お
け
る
恒
久
的
調
整
を
確
立
す
る
諸
方
策
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、
朝
鮮
に
駐
屯
す
る
米
、

(16
)
 

ソ
軍
司
令
部
代
表
に
よ
る
会
議
は
二
週
間
以
内
に
招
集
さ
れ
る
。
」

(17
)
 

第
一
次
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
は
一
九
四
六
年
三
月
二

0
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、

三
国
外
相
会
議
の
朝
鮮
に
関
す
る
決
定
第
三
条
第
四
項
に
し
た
が
っ
て
一
月
一
六
日
か
ら
米
軍
政
庁
第
一
会
議
室
に
お
い
て
「
米
・
ソ
予

米
、
ソ
、
英
、
中
諸
国
政
府
の
審
議
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
加
筆
）
す
る
諸
方
策
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ば
な
ら
な
い
。

に
清
算
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
つ
く
り
あ
げ
る
目
的
を
も
っ
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
臨
時
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
。
臨
時
政
府
は
朝
鮮

の
産
業
、
運
輸
、
農
業
お
よ
び
朝
鮮
民
衆
の
民
族
文
化
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
ず
る
。

（
二
）
朝
鮮
臨
時
政
府
の
組
織
を
助
け
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
適
応
す
る
諸
方
策
を
予
め
作
成
す
る
た
め
に
、
南
朝
鮮
の
ア
メ

リ
カ
軍
代
表
と
北
朝
鮮
の
ソ
ビ
エ
ト
軍
代
表
と
を
も
っ
て
合
同
委
員
会
を
構
成
す
る
。
委
員
会
が
そ
の
提
案
を
作
成
す
る
場
合
に

は
、
朝
鮮
の
民
主
主
義
的
諸
政
党
や
社
会
諸
団
体
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
が
作
成
し
た
勧
告
書
は
、
合
同
委
員

会
に
代
表
さ
れ
て
い
る
両
国
政
府
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
前
に
、

（
三
）
合
同
委
員
会
の
他
の
任
務
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
臨
時
政
府
や
民
主
主
義
的
諸
団
体
を
参
加
さ
せ
て
、
朝
鮮
民
衆
の
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
進
歩
と
、
民
主
主
義
的
自
治
の
発
展
と
、
朝
鮮
の
国
家
的
独
立
の
確
立
と
を
援
助
協
力
（
信
託
統
治
・
箪
者
に
よ

合
同
委
員
会
の
提
案
は
、
朝
鮮
臨
時
政
府
と
協
議
の
後
、

ソ
、
中
、
英
、
米
諸
国
政
府
の
審
議
を
経
な
け
れ

五
ヶ
年
を
期
限
と
す
る
朝
鮮
信
託
統
治
協
定
を
作
成
す
る
た
め
に
、

モ
ス
ク
ワ
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こ
の
会
議
に
お
い
て
ホ
ッ
ジ

(
G
e
n
.J
o
h
n
 R
•
H
o
d
g
e
)

米
占
領
軍
司
令
官
は
「

三
六
年
間
日
本
の
虐
政
の
下
で
、
朝
鮮
が
受
け
た
政
治

的
、
経
済
的
苦
痛
は
今
固
の
会
議
に
よ
っ
て
終
る
こ
と
を
期
待
す
る
：
．
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
会
談
に
よ
っ
て
朝
鮮
民
族
の
緊
急
な
諸

(19
)
 

問
題
が
解
決
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
り
、
ソ
連
占
領
軍
代
表
シ
ュ
チ
コ
フ

(
C
o
l
'
G
e
n
T. F
.
 
S
h
t
y
k
o
v
)
は
「
今
回
の

会
談
に
お
い
て
、
朝
鮮
の
緊
急
な
諸
問
題
の
調
整
が
確
立
さ
れ
、
正
常
な
経
済
生
活
が
発
展
す
る
よ
う
諸
方
策
が
展
開
さ
れ
る
も
の
と
信

じ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
私
と
ア
ー
ノ
ル
ド

(M
aJ,
G
e
n
.
A
 V.
 
A
r
n
o
ld)
将
軍
の
会
談
が
朝
鮮
問
題
解
決
に
最
も
重
大
な
意
義
を
持
つ

(20
)
 

も
の
と
し
て
確
信
し
て
お
り
、
偉
大
な
両
国
の
努
力
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
す
べ
て
の
当
面
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
」
と
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
米

・
ソ
両
国
占
領
軍
代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
の
諸
緊
急
問
題
の
解
決
が
こ
の
会
談
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
会
議
の
進
展
過
程
は
そ
の
よ
う
な
期
待
に
反
し
た
の
で
あ
っ
た
。

(21
)
 

つ
ま
り
一
九
四
六
年

一
月
三

0
日
の
第

一
次
共
同
声
明
で
発
表
し
た
個
別
問
題
を
審
議
す
る
分
科
委
員
会
の
設
置
、

お
よ
び
一
九
四
六

年
二
月
六
日
に
発
表
し
た
第
二
次
共
同
声
明
で
米

・
ソ
合
同
委
員
会
の
構
成
お
よ
び
同
委
員
会
の
「
朝
鮮
臨
時
民
主
主
義
政
府
の
樹
立
を

(22
)
 

一
ヶ
月
以
内
に
着
手
す
る
」
と
い
う
一
般
的
な
方
針
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
を
見
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

二
月
八
日
の
米

・
ソ
共
同
声

明
は
、
南
北
朝
鮮
両
地
域
間
の
交
通
、
旅
行
、
郵
便
、
放
送
、
政
治
経
済
上
の
協
力
に
関
す
る
緊
急
問
題
解
決
と
、
南
北
朝
鮮
間
の
貨
物

交
易
、
電
力
問
題
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
に
合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
討
議
す
る
過
程
に
お
い
て
、
米
国
代
表

(23
)
 

は
鉄
道
、
電
力
輸
送
お
よ
び
南
北
間
の
単

一
財
政
政
策
な
ど
の
広
範
な
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ソ
連
代
表
は
特
定
の
問
題
、

た
と
え
ば
北
朝
鮮
か
ら
南
朝
鮮
へ
の
送
電
、
特
定
商
品
の
交
換
、
鉄
道
や
交
通
な
ど
の

問
題
に
限
定
し
て
討
議
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
ソ
連
側
の
態
度
は
米
国
側
に
対
す
る
警
戒
心
か
ら
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明

白
で
あ
り
、
ま
た
ソ
連
占
領
軍
側
は
――
―
八
度
線
以
北
部
に
お
け
る
ソ
連
占
領
軍
の
絶
対
的
権
威
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
米
・
ソ
占

(18
)
 

備
会
談
」
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
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朝
鮮
の
運
命
を
決
定
す
る
こ
の
開
会
の
辞
に
答
え
た
形
で
行
わ
れ
た
シ
ュ
チ
コ
フ
・
ソ
連
首
席
代
表
の
演
説
は
会
議
の
進
行
を
占
う
重

大
な
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
少
々
長
い
が
米
・
ソ
両
国
代
表
の
演
説
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ホ
ッ
ジ
は

「
世
界
の
二
大
強
国
が
圧
迫
と
虐
殺
を
打
破
し
て
得
た
勝
利
を
善
用
し
て
適
切
な
努
力
を
行
う
か
否
か
、
あ
る
い
は
不
幸
で

か
つ
長
い
圧
迫
を
受
け
た
国
を
自
由
列
国
の
な
か
の

―
つ
の
独
立
国
と
し
て
、
回
復
さ
せ
る
能
力
が
あ
る
か
否
か
は
、
こ
の
合
同
委
員
会

の
結
果
が
証
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
委
員
会
が
成
功
し
て
成
果
を
得
れ
ば
、
こ
れ
は
朝
鮮
の
将
来
と
世
界
の
平
和
と
幸
福
に
恒
久
的
な

(24
)
 

成
果
を
残
す
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
期
待
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、

ソ
連
代
表
シ
ュ
チ
コ
フ
は
朝
鮮
で
「
過
去
の
日
本
統
治
の
残
滓
を
一
掃
し
、
国
内
の
反
動
分
子
お
よ
び
反
民
主
主
義

•••••••••••••••••••••••••••••• 

的
政
党
と
競
争
的
闘
争
が
で
き
、
か
つ
朝
鮮
が
未
来
に
、
ソ
連
を
侵
略
す
る
の
に
必
要
な
要
塞
地
と
根
拠
地
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

(25
)
 

め
に
は
、
民
主
主
義
社
会
団
体
を
網
羅
し
た
大
衆
的
基
盤
の
上
に
政
府
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
傍
点
筆
者
）
と
言
っ
て
、
米
・

司
令
官
の
開
会
の
辞
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

問
題
点
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

領
軍
代
表
者
間
の
会
議
は
郵
便
物
の
交
換
、
鉄
道
、
交
通
、
お
よ
び
米
・
ソ
占
領
軍
司
令
部
間
の
連
絡
問
題
に
関
す
る
合
意
に
達
し
た
に

す
ぎ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
合
意
も
実
施
面
に
お
い
て
は
実
質
的
な
効
果
は
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
米
・
ソ
占
領
軍
代
表
者
会
議
の
手
づ
ま
り
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

曲
折
を
経
な
が
ら
一
九
四
六
年
三
月
二

0
日
に
は

第
一
次
米

・
ソ
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
五
月
六
日
に
は
米
・
ソ
両
国
代
表
間
の
対
立
に
よ
っ
て
無
期
休
会
に
入
っ

て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
、
第
一
次
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
経
過
を
た
ど
り
な
が
ら
米
・
ソ
両
国
代
表
の
対
立
を
浮
彫
に
し
、
米
・
ソ
間
の

米
・
ソ
両
国
を
代
表
し
て
そ
れ
ぞ
れ
五
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
会
談
は
三
月
二
0
日
ホ
ッ
ジ
米
占
領
軍
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ソ
連
代
表
と
バ
ン
ス

は
ソ
連
側
の
特
命
大
使
ツ
ァ
ル
プ
キ
ン

(
G
 

(C. 
W
.
 
T
h
a
y
e
r
)

が
共
同
議
長
に
な
り
前
述
し

こ
。
t
 

つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
問
題
が
含
ま
れ
て
い

ソ
合
同
委
員
会
に
臨
む
ソ
連
側
が
、
朝
鮮
政
府
樹
立
を
ソ
連
侵
略
の
防
壁
と
し
て
考
え
て
い
る
と
い
う
見
解
を
端
的
に
示
し
た
。

三
月
三

0
日
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
は
第
三
号
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
に
関
す
る
具
体
的
な
問
題
に

関
す
る
発
表
で
あ
っ
た
点
か
ら
朝
鮮
民
衆
に
期
待
を
懐
か
せ
た
。

第
三
号
声
明
に
よ
れ
ば
、
米
・

ソ
両
国
は
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
で
決
定
さ
れ
た
第
三
条
（
朝
鮮
問
題
）

移
す
方
法
と
し
て
二
つ
の
段
階
を
踏
む
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、

「
(
-
）
民
王
主
義
諸
政
党
お
よ
び
社
会
団
体
と
協
議
す
る
条
件
と
順
序
゜

（
二
）
朝
鮮
民
王
主
義
臨
時
政
府
の
機
構
と
組
織
原
則
お
よ
び
臨
時
憲
章
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
各
機
関
に
対
す
る
提
案
の
準
備
討
議
。

（三
）
将
来
の
朝
鮮
民
主
主
義
臨
時
政
府
の
政
綱
お
よ
び
適
当
な
法
規
に
関
す
る
準
備
討
議
。

(26
)
 

（
四
）
朝
鮮
民
王
主
義
臨
時
政
府
の
閣
員
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
の
討
議
。
」

以
上
の
四
つ
に
関
す
る
問
題
を
審
議
す
る
た
め
に
三
つ

の
分
科
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

た
第

(
-
)

の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
第
二
分
科
委
員
会
は
ソ
連
代
表
レ
ベ
デ
プ

(
M
a
j
.G
e
n
e
r
a
l
 N
.
 
G
.
 
L
e
b
e
d
e
f
f)
少
将

と
米
国
代
表
ブ
リ
ト
ン

(Col.
F. H. B
r
i
t
t
o
n
)
大
佐
が
共
同
議
長
に
な
り
、
朝
鮮
民
主
主
義
臨
時
政
府
の
機
構
お
よ
び
組
織
原
則
と
臨
時

政
府
憲
章
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
る
各
機
関
に
対
す
る
提
案
に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
分
科
委
員
会
で
は
バ
ラ
サ
ノ
フ

M
.
 
B
a
l
a
s
a
n
o
v
)
 

(S. 
K. T
s
a
r
p
k
m
)
と
米
国
側
代
表
セ
イ
ア
ー

の
二
項
と
三
項
を
実
行
に

つ
ま
り
、

第
一
分
科
委
員
会

(
A
C. B
u
n
c
e
)

米
国
代
表
が
共
同
議
長
に
な
り
、
将
来
の
朝
鮮
民
王
主
義
臨
時
政
府
の
政
絹
お
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第
一
は
、

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
朝
鮮
の
民
主
的
政
党
お
よ
び
社
会
団
体
と
の
協
議
」
に
関
す
る
規
定
を
ど
の
よ

(28) 

う
に
解
決
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
代
表
間
の
見
解
の
相
違
で
あ
る
。

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
で
の
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
決
定
以
降
、

当
時
、
朝
鮮
国
内
に
お
い
て
は
、
信
託
統
治
実
施
を
め
ぐ
る
賛
否

の
政
治
論
争
が
沸
騰
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
治
状
況
の
な
か
で
、

体
だ
け
を

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
が
協
議
の
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に
反
し
て
、
米
国
代
表
は
信
託
統
治
に
反
対
す
る

団
体
で
あ

っ
て
も
、
「
言
論
の
自
由
」
と
い
う
民
主
的
権
利
を
行
使
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
政
党
や
社
会
団
体
で
あ

っ
て
も

協
議
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
を
と

っ
て
い
た
。

米
・
ソ
両
国
の
、
こ
う
し
た
相
反
す
る
立
場
の
表
明
は
、

当
時
、
米
国
の
支
持
す
る
朝
鮮
の
保
守
政
治
勢
力
が
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治

に
反
対
し
て
お
り
、

ソ
連
の
支
持
す
る
左
派
諸
政
治
勢
力
が
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
に
賛
成
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
考
え
れ
ば
、
米
・

に
は
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

て
い
た
。

(27
)
 

よ
び
適
当
な
法
規
問
題
に
関
す
る
準
備
を
討
議
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
声
明
は
、
朝
鮮
民
衆
に
米
・
ソ
両
国
間
の
協
調
精
神
に
基
づ
く
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
の
た
め
の
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」

の
活
動
の
進
展
で
あ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
が
、

具
体
的
な
政
府
樹
立
ま
で
に
は
相
当
の
曲
折
と
難
関
が
横
た
わ

っ
て
い
た
。
つ

ま
り
、
第

一
段
階
に
お
い
て
は
、
臨
時
政
府
の
閣
僚
問
題
の
決
定
に
先
立

っ
て
国
内
の
民
主
的
な
政
党
、
お
よ
び
社
会
団
体
と
の
協
議
条

件
と
順
序
、
お
よ
び
そ
の
実
践
に
関
す
る
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
決
定
さ
れ
た
後
に
は
諸
政
党
、
社
会
団
体
が

分
科
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
順
序
に
し
た
が

っ
て
招
請
さ
れ
、
第

一
分
科
委
員
会
の
協
議
条
件
に
対
す
る
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ

し
か
し
、
こ
の
第
三
号
声
明
以
後
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
け
る
協
議
は
米
・
ソ
間
の
対
立
に
よ
っ
て
進
展
が
な
か
っ
た
。
そ
れ

ソ
連
代
表
は
朝
鮮
の
信
託
統
治
の
実
施
に
賛
成
す
る
政
党
や
社
会
団
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る
。

明
し
て
い
る
。

一
時
的
な
便
宜
手
段
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な

ソ
両
国
は
い
ず
れ
も
が
朝
鮮
臨
時
政
府
の
樹
立
に
際
し
て
自
国
に
有
利
な
形
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
思
惑
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
・
ソ
両
国
代
表
の
相
互
不
信
が
生
ん
だ
協
議
対
象
に
関
す
る
解
決
の
相
違
も
、

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

ホ
ッ
ジ
米
占
領
軍
司
令
官
は
、

四
月

一
八
日
、

「米

・
ソ
合
同
委
員
会
」

が
「
目
的
と
方
法
の
点
と
に
お
い
て
、
真
に
民
主
主
義
的
」
で
か
つ
、
「
モ
ス
ク
ワ
で
の
決
定
の
目
的
を
支
持
す
る
政
党
と
社
会
団
体
と
協

(29
)
 

議
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
は
解
決
さ
れ
た
。
こ
の
第
五
号
声
明
に
基
づ
く
協
議
対
象
は
あ
く
ま
で
も
モ
ス

ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
目
的
で
あ
る
国
際
信
託
統
治
の
実
施
に
賛
成
す
る
政
党
や
社
会
団
体
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(30
)
 

四
月
二
八
日
に
、

第
五
号
声
明
に
関
す
る
補
足
的
声
明
を
発
表
し
、
朝
鮮
信
託

に
つ
い
て
の
賛
否
に
拘
わ
ら
ず
、
意
見
発
表
の
自
由
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
ア
ー
ノ
ル
ド
米
国
側
首
席
代
表
と
見
解
が

一
致
し
た
と
説

ホ
ッ
ジ
将
軍
の
補
足
声
明
と
の
関
連
で
解
釈
す
れ
ば
、
右
派
政
党
及
び
社
会
団
体
が

「朝
鮮
民
主
主
義
臨
時
政
府
組
織
に
関
す
る
モ
ス

ク
ワ
三
国
外
相
会
議
決
議
文
第
三
条
第
二
節
の
実
現
に
関
す
る
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
決
議
を
守
る
」

こ
と
を
求
め
る
第
五
号
声
明
の
内

容
の
遵
守
を
誓
約
す
る
こ
と
は
、

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
と
の
協
議
対
象
に
な
る
た
め
の
、

こ
の
よ
う
な
ホ

ッ
ジ
の
補
足
声
明
に
対
し
て
、

ソ
連
側
は
態
度
を
硬
直
化
さ
せ
、
再
び
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
を
支
持
す
る

政
党
と
社
会
団
体
だ
け
を
協
議
対
象
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
朝
鮮
の
信
託
統
治
に
反
対
す
る
政
党
や
社
会
団
体
と
の
協
議
を

一
切
拒
否

し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
代
表
も
、
朝
鮮
の
信
託
統
治
に
反
対
す
る
政
党
や
社
会
団
体
を
協
議
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
、

モ
ス
ク
ワ

三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
一
致
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
「
言
論
の
自
由
」
と
い
う
民
主
主
義
原
則
に
も
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

連
側
主
張
を
拒
否
し
、
米
・
ソ
両
国
代
表
の
見
解
は
そ
の
後
も
対
立
し
悪
循
環
に
陥

っ
た
。

ソ
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（二）
格
が
あ
る
も
の
と
解
釈
す
る
。

t1akov)

宛
に
書
簡
を
送
り
、

「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
を
難
関
に
直
面
さ
せ
た
も
う
―
つ
の
要
因
は
、
米
占
領
軍
司
令
部
の
強
固
な
反
ソ
姿
勢
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た

と
え
ば
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
米
国
側
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ン

戦
争
が
切
迫
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
け
る
彼
の
行
動
は
彼
の
信
念
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
つ
い
て
、

ホ
ッ
ジ
米
占
領
軍
司
令
官
の
顧
問
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
全
0
s
e
p
h
E. J
a
c
o
b
s
)
 

(31
)
 

も
「
ソ
連
と
の
紛
争
が
不
可
避
で
あ
る
」
も
の
と
信
じ
て
い
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
米
・
軍
政
長
官
ラ
ー
チ

(
G
e
n
e
r
a
l
A
r
c
h
e
r
 L
e
r
c
h
)

の
政
治
顧
問
グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ウ

(P
r
e
s
t
o
n
G
o
o
d
f
e
l
l
o
w
)
も
、
イ
ラ

能
で
あ
る
と
信
じ
て
、

ン
で
ソ
連
に
政
治
的
圧
力
を
加
え
た
よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
圧
力
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
朝
鮮
か
ら
ソ
連
を
逐
出
す
る
こ
と
が
可

(32
)
 

ソ
連
と
の
会
議
に
お
い
て
強
硬
な
態
度
を
採
る
よ
う
に
、
勧
告
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
け
る
米
・
ソ
間
の
不
信
に
根
ざ
し
た
行
動
の
悪
循
環
は
、
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
の
た
め
の
「
米

・
ソ
合
同

(33
)
 

委
員
会
」
を
無
期
休
会
に
導
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
米
・
ソ
占
領
軍
司
令
官
は
書
簡
を
交
換
し
両
国
の
見
解
の
調
整
を
試
み
た
。

そ
し
て
、

ホ
ッ
ジ
米
占
領
軍
司
令
官
は
一
九
四
六
年
―
二
月
二
四
日
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
。

ソ
連
占
領
軍
司
令
官
チ
ス
チ
ャ
コ
フ

(
C
o
l
|
G
e
n
.
 
Iv
a
n
 C
hi
s,
 

「
(-）

米
・
ソ
合
同
委
員
会
は
モ
ス
ク
ワ
の
決
定
を
全
面
的
に
支
持
す
る
民
主
的
政
党

・
社
会
団
体
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
四
六
年
四
月
一
八
日
の
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
決
定
に
含
ま
れ
て
い
る
宣
言
書
に
署
名
す
る
も
の
は
、
協
議
対
象
の
資

い
か
な
る
政
党
と
社
会
団
体
で
あ
っ
て
も
、
代
表
と
し
て
自
党
の
見
解
を
代
表
す
る
の
に
最
も
相
応
し
い
人
物
を
選
任
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
代
表
が
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
の
履
行
に
反
対
し
、
連
合
国
の

一
方
に
敵
対
す
る
と
す

(G
e
n
e
r
a
l
 A
lb
ert B
r
o
w
n
)
将
軍
は
、

ソ
連
と
の
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れ
た
の
は

一
九
四

れ
ば
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
は
両
側
代
表
と
の
合
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
政
党
に
か
わ
り
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
選
任
を
求
め

（三
）
協
議
対
象
と
し
て
招
請
さ
れ
た
個
人
、
党
、
社
会
団
体
は
誓
約
書
に
署
名
し
た
後
は
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
、
あ
る
い
は
モ

ス
ク
ワ
で
の
連
合
国
の
決
定
の
履
行
に
反
対
す
る
行
動
を
し
、
か
つ
煽
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル

に
個
人
、
党
、
社
会
団
体
が
違
反
す
れ
ば
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
合
意
に
よ
っ
て
協
議
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ

(34
)
 

る
。
」

こ
の
ホ
ッ
ジ
の
提
案
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
ソ
連
占
領
軍
司
令
官
か
ら
の
速
や
か
な
反
応
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
初
の
反
応
が
出
さ

一
九
四
七
年
五
月
七
日
の
モ
ロ
ト
フ
ソ
連
外
相
の
マ
ー
シ
ャ
ル
米
国
務
長
官
宛
の
覚
書
の
な
か
で
あ
っ
た
。
ホ
ッ
ジ
米
占
領

軍
司
令
官
の
提
案
か
ら
五
ヶ
月
も
経
過
し
て
、
突
然
に
、
そ
の
提
案
に
反
応
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

と
し
て
は
明
確
な
裏
づ
け
が
不
可
能
で
あ
る
が
、

(35
)
 

か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
米
・
ソ
合
同
委
員
会
は
曲
折
を
経
な
が
ら

一
九
四
七
年
五
月
―
二
日
、

七
年
六
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
米
・
ソ
両
国
首
席
代
表
の
会
談
に
お
い
て
は
、
六
月
三
0
日
か
ら
七
月
三
日
に
亘

っ
て
、
「
米
・
ソ
合
同
会

(36
)
 

議
」
を
平
壌
で
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
米
・
ソ
両
国
間
に
は
、
当
時
世
界
的
な
規
模
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
潜

在
的
対
立
・
相
剋
が
顕
在
化
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、

ソ
連
側
の
資
料
が
な
い
現
在

一
説
に
よ
れ
ば
米
国
の
南
朝
鮮
に
お
け
る
単
独
政
府
樹
立
の
可
能
性
を
ソ
連
が
恐
れ
た

ソ
ウ
ル
で
再
び
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
鋭
く
対
立
し
て
お
り
、

ア

ジ
ア
に
お
い
て
は
国
共
内
戦
に
お
い
て
中
共
の
勝
利
の
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
宣
言
が
発
表
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
が
失
敗
す
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
て
い
た
。
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」

る
こ
と
が
で
き
る
。
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(37
)
 

は
六
月

―
二
日
に
協
議
方
法
に
関
す
る
輪
郭
を
発
表
し
た
が
、
早
く
も
七
月
一

0
日
に
は
「
米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
決
裂
の
兆
が
見
え

一
九
四
七
年
六
月
―
二
日
以
降
、
協
議
対
象
政
治
団
体
の
登
録
が
開
始
さ
れ
、
参
加
政
治
勢
力
の
予
備
会
談
が
開
始
さ
れ
た
が
、
米
占

領
軍
が
支
配
し
て
い
た
南
朝
鮮
に
お
け
る
参
加
政
治
団
体
は
、
政
党
が
三
九
、
社
会
団
体
が
三
八
六
で
あ
り
、
ソ
連
占
領
軍
が
支
配
し
て

(38
)

（

39
)
 

い
た
北
朝
鮮
で
は
政
党
三
、
社
会
団
体
三
五
が
申
請
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
で
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
共
産
党
は
精
版
社
事
件
以

来
、
す
で
に
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た
の
で
、
左
派
系
の
政
治
勢
力
と
し
て
参
加
で
き
た
の
は
「
民
主
主
義
民
族
戦
線
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

当
然
ソ
連
代
表
か
ら
の
抗
議
が
予
想
さ
れ
た
が
、
七
月

一
0
日
に
ソ
連
代
表
は
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
政
党
や

社
会
団
体
は
偽
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
数
の
削
減
を
主
張
す
る
と
共
に
、
特
に
一
九
四
五
年

―
二
月
に
保
守
的
リ
ー

ダ
ー
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ
た
「
託
治
反
対
国
民
総
動
員
委
員
会
」
に
属
し
て
い
た
人
物
や
団
体
を
排
除
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

た
し
か
に
、
保
守
的
リ
ー
ダ
ー
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
「
託
治
反
対
国
民
総
動
員
委
員
会
」
の
活
動
は
一
九
四
六
年
一
月
当
時
に
、

ス
ク
ワ
会
議
に
基
づ
き
、
朝
鮮
の
国
際
信
託
統
治
を
履
行
し
よ
う
と
す
る
米
国
に
と

っ
て
困
惑
極
ま
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

以
上
に
重
要
な
点
は
、
こ
の
「
託
治
反
対
国
民
総
動
員
委
員
会
」
を
構
成
し
て
い
る
中
心
人
物
が
主
に
「
反
共
」
主
義
者
で
あ
っ
た
点
で

あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
米
国
側
も
ソ
連
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か

っ
た
と
言
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

り、

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
や
マ
ー
シ
ャ
ル

・
モ
ロ
ト
フ
決
定
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

は
じ
め
た
。

モ

米
国
代
表
は
南
朝
鮮
に
お
け
る
政
党
数
の
削
減
を
求
め
る
ソ
連
の
立
場
が
、
朝
鮮
人
政
治
団
体
の
「
表
現
の
自
由
」
を
拒
む
も
の
で
あ

こ
の
よ
う
な
困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
、
米
国
代
表
は
七
月
二
九
日
に
、
米
・
ソ
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
南

・
北
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領

地
域
に
お
い
て
朝
鮮
政
治
団
体
と
協
議
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て

ソ
連
側
の
反
応
は
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
米
国
代
表
は

一
九
四
七
年
八
月
―

二
日
に
直
接
協
議
を
中
止
し
、

書
簡
に
よ
る
協
議
を
行
う
こ
と
や
、

全
朝
鮮
臨
時
政
府
の
輪
郭
を
作
り
、
立
法
部
や
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に
な
っ
た
と
い

っ
て
も
失
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

一
九
四
七
年
八
月
以
降
は
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
に
関
す
る
問
題
解
決
を
国

産
主
義
者
の
多
数
を
意
味
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

行
政
部
官
吏
選
出
の
た
め
の
自
由
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
政
府
は
直
接
協
議
の
中
止
を
求
め
る
米
国
案
に
賛
成
す
る
と
共
に
、
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
を
全
面

的
に
支
持
す
る
南
朝
鮮
の
政
党
と
北
朝
鮮
の
政
党
か
ら
選
出
さ
れ
た
同
数
の
代
表

（傍
点
筆
者
）
に
よ

っ
て
「
臨
時
議
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
提
案
は
米
国
代
表
に
と

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
南
朝
鮮
の
人

し
て
、

口
が
全
朝
鮮
人
口
の
三
分
の
二
で
あ
る
実
情
を
考
慮
し
て
、

全
朝
鮮
に
「
自
由
」
な
総
選
挙
を
実
施
し
、
人
口
比
例
に
よ
る
議
会
を
構
成

ソ
連
よ
り
有
利
な
形
で
朝
鮮
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
米
国
に
と

っ
て
は
、
南
・
北
朝
鮮
政
党
の
同
数
に
よ
る
議
会
の
構
成
が

米
国
に
不
利
で
、

ソ
連
に
有
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
朝
鮮
出
身
の
共
産
主
義
者
の

一
票
は
「
臨
時
議
会
」
に
お
け
る
共

こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を
辿
る
「
米
・
ソ
共
同
委
員
会
」
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
臨
時
政
府
樹
立
の
た
め
の
意
見

一
致
は
、
も
は
や
不
可
能

連
で
行
う
と
い
う
コ
ー
ス
が
米
国
に
よ

っ
て
具
体
的
に
と
ら
れ
る
。
そ
の
歴
史
過
程
を
た
ど

っ
て
み
よ
う
。

米
国
務
長
官
マ
ー
シ
ャ
ル
は
一
九
四
七
年
八
月

――

日
に
ソ
連
外
相
モ
ロ
ト
フ
宛
の
書
簡
で
、

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
、
す

な
わ
ち
朝
鮮
統

一
政
府
樹
立
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
米
・
ソ
両
国
政
府
が
国
連
で
の
審
議
を
も
含
め
て
、

(40
)
 

措
置
を
取
り
得
る
か
に
つ
い
て
、
米
・
ソ
合
同
委
員
会
で
八
月
ニ―

日
ま
で
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
返
書
に
お
い
て
、

い
か
な
る
有
効
な

モ
ロ
ト
フ

・
ソ
連
外
相
は
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
失
敗
の
責
任
は
米
国
側
に
あ
る
と
非
難
し
な

が
ら
も
、
既
述
し
た
よ
う
な
マ
ー
シ
ャ
ル
米
国
務
長
官
の
提
案
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
米
・
ソ
両
国
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
「
提
案
」
と

「
反
対
提
案
」
は
、
す
で
に
米
・
ソ
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
失
敗
の
責
任
を
転
嫁
す
る
た
め
に
な
さ
れ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
米
・
ソ
両
国
代
表
は
両
国
の
意
見
の
不

一
致
に
よ

っ
て
共
同
報
告
の
作
成
は
不
可
能
で
あ
る
と
発
表
し
た
。
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他
方
に
お
い
て
、

送
り
、

ラ
ヴ
ェ
ッ
ト

(
R
o
b
e
r
t
L
o
v
e
t
t
)
米
国
務
次
官
は
一
九
四
七
年
八
月
二
六
日
に
ソ
連
、
英
国
、

中
国
政
府
に
書
簡
を

モ
ス
ク
ワ
協
定
署
名
国
が
同
協
定
を
ど
の
よ
う
に
早
急
に
履
行
す
る
か
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
の
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
を
求

「
(
-
）
早
期
選
挙
を
実
施
し
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
時
立
法
院
の
代
表
を
選
出
す
る
こ
と
。

•••••••• 

（
二
）
南

・
北
の
占
領
地
域
立
法
院
に
よ
っ
て
、
両
地
域
の
人
口
比
例
に
よ
っ
て
、
「
全
朝
鮮
の
立
法
院
」
を
構
成
す
る
た
め
に
、
代

表
を
選
任
す
る
こ
と
。

（
三
）
全
朝
鮮
臨
時
立
法
院
の
ソ
ウ
ル
会
議
を
開
催
し
、
朝
鮮
の
臨
時
統
一
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
。

（
四
）
朝
鮮
臨
時
政
府
と

モ
ス
ク
ワ
協
定
署
名
四
大
国
代
表
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
、
朝
鮮
の
独
立
政
府
に
確
固
た
る
経
済
的
・
政
治

的
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、
必
要
な
援
助
と
助
力
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
す
る
こ
と
。

（
六
）
占
領
軍
撤
退
の
時
期
に
関
す
る
朝
鮮
臨
時
政
府
と
占
領
国
間
の
協
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

（
七
）
臨
時
地
域
立
法
院
に
よ
っ
て
暫
定
的
憲
法
を
作
成
し
、
全
朝
鮮
の
臨
時
立
法
院
の
基
礎
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
関
す
る
検
討
。

（
八
）
朝
鮮
の
統
一
、
独
立
の
達
成
の
た
め
に
国
連
と
朝
鮮
で
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
公
式
、
非
公
式
機
関
に
よ
る
接
触
の
可
能
性

(41
)
 

に
関
し
て
検
討
す
る
こ
と
。
」
（
傍
点
筆
者
）

こ
の
よ
う
な
問
題
を
審
議
す
る
た
め
に
、

四
大
国
会
議
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
書
翰
は
英
国
と
中
国
政
府
に
よ
っ
て
受
け

（
五
）
国
連
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
請
す
る
問
題
。

）の
書
簡
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
提
案
が
含
ま
れ
て
い
た
。

め
た
。
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こ
の
章
で
は
、
国
際
政
治
レ
ヴ
ェ
ル
、
殊
に
、
国
連
政
治
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、
朝
鮮
問
題
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
を
考
察

朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
で
の
争
点
は
三
つ
に
要
約
で
き
る
。
そ
の
第

一
は
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
の
議
題
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
か
ど

し
た
い
。

に
な

っ
た
。

入
れ
ら
れ
た
が
、

ソ
連
に
よ

っ
て
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ソ
連
政
府
は
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員

会
」
は
継
続
活
動
の
余
地
が
あ
る
、
と
い
う
立
場
か
ら
国
連
の
審
議
を
主
張
す
る
米
国
案
を
拒
否
し
た
が
、
拒
否
の
理
由
は
、
そ
れ
よ
り

も
む
し
ろ
一
九
四
五
年
―

二
月、

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
決
定
以
来
、
悪
化

一
路
に
あ
っ
た
米

・
ソ
両
国
関
係
の
悪
循
環
に
よ
る
と
こ

米
国
政
府
は
、
朝
鮮
で
の
戦
後
の
ソ
連
の
政
策
が
基
本
的
に
日
本
の
侵
略
を
恐
れ
た
現
状
維
持
政
策
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
全
朝
鮮
の

共
産
化
を
求
め
る
拡
大
政
策
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
た
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
朝
鮮
だ
け
で
な
く
い
た
る
所
で
行
わ
れ
る

拡
大
政
策
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
の
こ
の
よ
う
な
対
応
も
ま
た
、
バ
ル
カ

ン
地
域
や
中
東
地
域
に
お
け
る

ソ
連
の
政
策
や
極
東
委

員
会
な
ど
で
の
戦
後
処
理
問
題
と
国
連
に
お
け
る
諸
問
題
の
交
渉
過
程
に
お
け
る
ソ
連
の
態
度
に
よ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

と
も
あ
れ
、
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
案
に
対
す
る
モ
ロ
ト
フ
の
拒
否
は
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
両
国
間
の
二
国
家
間
の
外
交
交
渉
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
断
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
よ
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
は
失
敗
し
、
国
連
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

第
二
章

ろ
が
大
き
い
。

国
連
総
会
審
議
過
程
に
お
け
る
米
・
ソ
両
国
間
の
相
剋
と
新
興
諸
国
の
対
応

朝
鮮
問
題
を
中
心
に
ー
ー＇
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第
一
節
で
は
、

領
軍
の
撤
退
に
関
す
る
決
議
案
を
提
出
し
、
米
国
案
に
対
抗
し
た
。

う
か
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
朝
鮮
民
衆
の
国
連
へ
の
招
請
問
題
で
あ
り
、

第
三
は
、
米

・
ソ
占
領
軍
の
撤
退
問
題
で
あ
る
。

第

一
の
争
点
で
あ
る
朝
鮮
問
題
の
議
題
と
し
て
の
採
択
の
可
否
問
題
は
、
朝
鮮
問
題
の
「
米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
よ
る
解
決
が
難
関

に
直
面
す
る
と
い
う
政
治
的
状
況
の
な
か
で
、
米
国
の
提
案
に
よ
っ
て
一
般
委
員
会
お
よ
び
第
一
委
員
会
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
た
。

第
二
の
争
点
で
あ
る
朝
鮮
民
衆
の
国
連
へ
の
招
請
問
題
と
第
三
の
争
点
で
あ
る
米
・
ソ
占
領
軍
の
撤
退
問
題
は
、

問
題
が
議
題
と
し
て
採
択
さ
れ
た
後
、
米
国
代
表
が
提
出
し
た
決
議
案
に
対
抗
す
る
た
め
に
ソ
連
代
表
に
よ

っ
て
提
案
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
第
一
委
員
会
に
お
け
る
朝
鮮
議
題
の
審
議
過
程
で
米
国
代
表
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
方
法
と
し
て
、
「
（イ
）
米
・
ソ
占
領
軍

が
南
・
北
朝
鮮
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領
地
域
に
お
い
て
、
国
民
議
会
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
を
形
成
す
る
選
挙
を
国
連
の
監
視
の
下
で
実
施
す
る
。

（
口
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
は
樹
立
後
即
時
国
防
軍
を
創
設
し
、
米

・
ソ
占
領
軍
の
早
期
・
完
全
撤
退
問
題
を
占
領
当
局
と
協
議
す
る
。
（ハ

）

以
上
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
を
設
置
す
る
」
、
と
い
う
決
議
案
を
提
出
し
た
。

も
と
も
と
、

よ
う
と
し
た
。

一
般
委
員
会
で
朝
鮮

ソ
連
代
表
は
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
審
議
は
国
連
の
権
限
外
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
そ
の
審
議
に
反
対
し
て
い
た
。

し
か
し
、
米
国
の
決
議
案
に
対
し
、

ソ
連
も
自
ら
の
決
議
案
と
し
て
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
へ
の
招
請
に
関
す
る
決
議
案
と
米

・
ソ
占

一
方
で
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
め
ぐ

っ
て
米

・
ソ
の
立
場
が
真
向
か
ら
対
立
す
る
に
至
っ

た
点
を
め
ぐ

っ
て
考
察
す
る

と
と
も
に
、

他
方
で
は
、
米
・
ソ
両
国
と
異
っ
た
立
場
を
採

っ
た
国
連
加
盟
諸
国
の
立
場
を
分
析
す
る
。

つ
ま
り
、
米
国
は
そ
の
国
連
内
で
の
強
力
な
政
治
的
影
響
力
を
背
景
に
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
の
審
議
を
通
じ
て
自
国
に
有
利
に
解
決
し

そ
れ
に
反
し
て
、

ソ
連
は
国
連
内
で
の
政
治
的
影
響
力
が
微
弱
で
あ

っ
た
の
で
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
反
対
し
た
。

こ
う
し
た
米
・
ソ
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
対
し
、
国
連
加
盟
諸
国
の
な
か
で
は
、

二
つ
の
立
場
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
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第
＿
節

連
の
枠
の
外
で
、
即
ち
、

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
米

・
ソ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
国

ア
ジ
ア
太
平
洋
連
合
国
会
議
に
お
い
て
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

そ
れ
に
反
し
て
、
新
興
諸
国
は
国
連
の
枠
の
内
で
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
立
場
の
相
異
が
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
招
請
案
と
占
領
軍
の
撤
退
案
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
た
か
を
分
析
し

た
の
が
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
、
第
三
節
を
構
成
し
て
い
る
。

朝
鮮
問
顆
の
国
連
審
議
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
両
国
間
の
相
剋
と
国
連
加
盟
諸
国
の
対
応

国
連
総
会
に
お
け
る
朝
鮮
議
題
の
審
議
は
一
九
四
七
年
九
月

一
七
日
、
第
二
回
国
連
総
会
第
八
二
回
本
会
議
に
お
い
て
米
国
代
表
が
書

(l
)
 

面
に
よ

っ
て
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
の
政
治
過
程
を
具
体
的
に
考
察
す
る
前
に
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
朝
鮮
の
問
題
を
国
連
で
審

議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
米
・
ソ
両
国
の
対
立
と
加
盟
諸
国
の
対
応
と
を
考
察
し
て
お
き
た
い

。

米
国
は
朝
鮮
半
島
の
ソ
連
に
よ
る
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
の
政
策
を
採
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
の
信
託
統
治
の
実
施

お
よ
び
臨
時
中
央
政
府
の
樹
立
の
た
め
に
行
わ
れ
て
来
た

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
余
す
こ
と
な
く
顕
現
し
て
い

た
。
米
国
の
こ
の
よ
う
な
政
策
を
最
も
端
的
に
表
わ
し
た
の
は
、
当
時
の
米
国
務
次
官
ラ
ヴ
ェ
ッ

ト
の
書
翰
で
あ
る
。
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
書
翰

は
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
し
よ
う
と
し
た
政
策
の
一
環
と
し
て
、
米
国
務
次
官
ラ
ヴ
ェ

ッ
ト
が
ソ
連
政
府
に
送
っ
た

(2
)
 

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
主
な
内
容
が
朝
鮮
の
共
産
化
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
朝

鮮
の
選
挙
を
人
口
比
例
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
議
会
を
構
成
し
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て

ラ
ン
ス
な
ど
の
西
欧
諸
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
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米
国
が
こ
う
し
た
態
度
を
採
っ
た
の
は
、

い
う
立
場
を
米
国
が
採
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

た
の
が
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
で
あ
っ
た
。

い
る
。
こ
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
と
す
れ
ば
、
当
時
、
南
朝
鮮
の
人
口
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
点
を
考
慮
し
て
み

る
と
、

ソ
連
に
不
利
で
米
国
に
有
利
な
ラ
ヴ
ェ

ッ
ト
案
が
ソ
連
側
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
米
国
側
は
こ
の
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
提
案
が
ソ
連
政
府
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
代
案
と
し
て
考
え
て
い

ラ
ヴ
ェ

ッ
ト
提
案
が
ソ
連
政
府
に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ
た
後
、
米
国
の
国
連
首
席
代
表
マ

ー
シ
ャ
ル
は
国
連
総
会
に
お
い
て
「
朝
鮮
問
題

を
審
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
国
連
だ
け
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
採

っ
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
二
つ
あ
げ
た
。

そ
の
一
っ
は
、
「
朝
鮮
独
立
問
題
が
一
九
四
三
年
、
カ
イ
ロ
宣
言
以
降
か
ら
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
に
基
づ
く
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」

(3
)
 

ま
で
に
な
お
未
解
決
の
問
題
と
し
て
残

っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一っ

は

「
現
在
進
行
し
て
い
る
米
・
ソ
合
同
委
員
会
に

(4
)
 

よ
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
方
式
を
今
後
に
お
い
て
も
継
続
す
る
こ
と
は
朝
鮮
の
独
立

・統

一
を
遅
延
さ
せ
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と

し
か
し
、
米
国
の
国
連
に
よ
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
こ
の
提
案
は
、
朝
鮮
の
統

一
・
独
立
の
遅
延
を
早
急
な
時
日
（
期
間
）

内
に
お
い
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
南
朝
鮮
の
ソ
連
に
よ
る
共
産
化
の
防
止
に
そ
の
重
要
な
焦
点
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
の
指
示
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー

(
5
)
 

報
告
書
に
も
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。

(G
e
n
e
r
a
l
 Alb
e
r
t
 C. 
W
 
e
d
e
m
y
e
r
)
 

ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
将
軍
は
一
九
四
七
年
七
月

一
六
日
か
ら
九
月
一
八
日
ま
で
に
中
国
と
朝
鮮
の
状
況
を
調
査
報
告
し
た
が
、
彼
は
米
国

(6
)
 

が
朝
鮮
に
お
け
る
苦
境
か
ら
抜
け
出
る
た
め
に
朝
鮮
の
国
連
信
託
統
治
を
勧
告
し
て
お
り
、

ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
は
こ
の
報
告
に
基
づ

(7
)
 

い
て
、
当
時
国
連
に
参
席
し
て
い
た
マ

ー
シ
ャ
ル
米
国
務
長
官
に
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
要
請
を
行
う
よ
う
訓
令
し
た
。

一
方
で
は
従
来
か
ら
持

っ
て
い
た
反
ソ
的
な
「
国
連
に
よ
る
信
託
統
治
構
想
」
を
具
体
化
さ
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に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

鮮
内
で
審
議
す
る
こ
と
が
ソ
連
に
有
利
で
あ
っ
た
。

せ
て
、
朝
鮮
に
対
す
る
ソ
連
の
独
占
的
支
配
を
阻
止
す
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
は
国
連
総
会
に
お
け
る
米
国
の
強
力
な
影
響
力
を
利

用
し
朝
鮮
問
題
を
解
決
、
あ
る
い
は
国
際
世
論
に
よ
る
ソ
連
の
孤
立
化
を
試
図
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
米
国
の
立
場
に
対
し
、
真
向
か
ら
反
対
し
た
の
は
ソ
連
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
ソ
連
の
国
際
連
合
に
対
す
る
姿
勢
と
国
連

内
に
お
け
る
ソ
連
の
占
め
る
比
重
に
関
連
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
後
、
国
際
問
題
の
処
理
に
際
し
て
ソ
連
は
、
第
一
に
、
国
連
を
国
家
利
益
の
た
め
に
最
大
限
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
で

(8
)
 

あ
り
、
国
家
利
益
に
反
す
る
場
合
に
お
い
て
は
国
連
の
枠
の
外
で
交
渉
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
基
本
的
姿
勢
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、

ソ
連
は
国
連
内
に
お
い
て
、
米
・
ソ
が
対
立
す
る
議
題
を
審
議
す
る
場
合
に
は
少
数
派
に
属
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
を
考
慮
し
た
上
で
、

ソ
連
は
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
反
対
し
た
。

つ
ま
り
、

国
連
内
の
影
響
力
は
極
め
て
強
力
で
あ
っ
た
の
で
、
国
連
に
よ
る
朝
鮮
問
題
の
審
議
は
少
数
派
で
あ
っ
た
ソ
連
に
不
利
で
あ
っ
た
。
他
方

に
お
い
て
、
占
領
軍
の
撤
退
お
よ
び
外
圧
の
な
い
自
主
・
独
立
政
府
の
樹
立
を
求
め
る
朝
鮮
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
考
慮
し
た
場
合
に
、
朝

そ
し
て
、
仮
に

「米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
い
て
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
が
行
き
詰
っ
た
と
し

て
も
、
南

・
北
朝
鮮
の
現
状
を
固
定
化
す
る
こ
と
は
米
国
に
対
し
恐
怖
感
を
持
っ
て
い
る
ソ
連
と
し
て
は
、
安
全
保
障
上
か
ら
国
家
利
益

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
ソ
連
代
表
は
、
米
国
が
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
は
「
モ
ス
ク
ワ
協
定
に
違
反
す
る
」
も
の
で
あ
り
、

「
国
連
内
の
圧
倒
的
な
影
響
力
」
と
「
国
連
総
会
の
権
威
の
名
の
下
で
欺
こ
う
と
す
る
」
と
非
難
し
た
。

ま
た
ソ
連
代
表
は
、
米
国
が
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
「
米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
解
決
失

敗
の
責
任
を
ソ
連
政
府
に
転
嫁
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
お
り
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
よ
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
の

一
方
で
は
、
当
時
、
米
国
の
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当
時
、
朝
鮮
に
お
い
て
は

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

失
敗
は
米
国
政
府
の
責
任
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
態
度
如
何
に
よ
っ
て
は
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
成
功
の
余
地
は
あ
る
と

主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ソ
連
が
朝
鮮
問
題
の
国
家
審
議
に
反
対
し
た
の
は
、

一
方
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
場
合
に
、
米
国

の
強
力
な
影
響
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
う
る

「虚
構
の
国
際
世
論
」
か
ら
す
る
道
徳
的
非
難
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
他

方
に
お
い
て
、

ソ
連
に
と
っ
て
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
最
も
強
力
で
有
効
な
影
響
力
を
行
使
し
得
る
の
は
、
圧
倒
的
な
劣
勢
の
立
場
に
お
か

れ
て
い
る
国
連
総
会
で
は
な
く
、

モ
ス
ク
ワ
協
定
に
基
づ
く
対
等
の
立
場
に
立
つ
米
・
ソ
が
合
同
委
員
会
で
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
方
法

さ
ら
に
朝
鮮
問
題
を
国
連
総
会
で
審
議
す
る
よ
り
も
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
基
づ
き

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
で
審
議
す

る
こ
と
は
、
審
議
そ
の
も
の
を
朝
鮮
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
政
治
的
現
実
と
の
関
連
で
、

(9
)
 

性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
五
月
六
日
以
降
中
止
さ
れ
て
い
た

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
右
派
を
除
く
諸
政
治
団
体
、

つ
ま
り
左
派
や
中
間
派
が
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
で
推
進
し
て
い
る
信
託
統
治
を
支
持
し
て
お

(10
)
 

り
、
右
派
の
な
か
に
お
い
て
も
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い
た
張
徳
秀
の
よ
う
な
人
は
侶
託
統
治
の
実
施
に
賛
成
し
て
い
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
右
派
勢
力
内
の
分
裂
と
左
派
お
よ
び
中
間
諸
派
の
信
託
統
治
実
施
の
賛
成
と
い
う
朝
鮮
の
政
治
的
現
実
は
朝
鮮
臨
時
政
府

樹
立
の
際
に
は
左
派
が
全
朝
鮮
を
容
易
に
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
米
国
が
恐
れ
て
い
た
ソ
連
に
よ
る
「
朝
鮮
の
共
産
化
」
の
可
能
性
を

極
め
て
大
き
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
朝
鮮
内
の
政
治
的
現
実
が
、

ソ
連
に
有
利
な
形
で
展
開
さ
れ
る
可
能

ソ
連
を
し
て
朝
鮮
問
題
の
モ
ス
ク
ワ
協
定
に
基
づ
く
解
決
を
主
張
さ
せ
た
核
心
を
成
し
た
の

で
あ
り
、
他
方
、
米
国
が
朝
鮮
問
題
を
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
で
な
く
、
米
国
に
有
利
な
形
で
展
開
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
連
審
議
を
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こ
れ
ら
の
国
家
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と

っ
て
い
た
主
な
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
戦
後
の
国
際
政
治
観
に
根
ざ
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
太
平
洋
地
域
連
合
国
会
議
召
集
を
主
張
し
た
理
由
は
、
戦
後
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
安
全

保
障
上
の
脅
威
が
必
ず
し
も
ソ
連
か
ら
生
じ
る
と
い
う
認
識
は
持
た
ず
、
む
し
ろ
第
二
次
大
戦
中
の
体
験
と
記
憶
か
ら
日
本
か
ら
す
る
脅

(12
)
 

威
を
よ
り
一
層
恐
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
早
く
か
ら
米
国
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
に
対
す
る
脅
威
を

「
ソ
連
か
ら
の
脅
威
」
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
の

に
反
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
第
二
次
大
戦
中
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
と
東
南
ア
ジ
ア
を
日
本
か
ら
直
接
的
に
侵
略
さ
れ
被
害
を

受
け
た
体
験
と
記
憶
を
持

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て、

「
ソ
連
か
ら
の
脅
威
」
よ
り
も
潜
在
的
に
日
露
戦
争
以
来
持

っ
て
い
た

「
日
本
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

の
関
連
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

た
加
盟
諸
国
の
立
場
で
あ
る
。

求
め
た
理
由
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
つ
い
て
米
・
ソ
両
国
の
立
場
は
全
く
相
反
し
て
い
た
が
、
米

・
ソ
両
国
の
立
場
と
相
違
し

た
第
三
の
立
場
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
中
心
と
し
た
、
英
連
邦
諸
国
お
よ
び
欧
州
諸
国
を
中
心
と
し

こ
れ
ら
の
国
家
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
が
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
に
碁
づ
く
米
・
ソ
合
同
会
議
で
失
敗
し
た
な
ら
ば
、
朝
鮮
問
題
の

審
議
は
、
第
一
次
的
に
は
、
国
連
に
お
い
て
審
議
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
太
平
洋
地
域
の
連
合
国
に
よ

っ
て
審
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
国
家
は
国
連
の
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
肯
定
し
て
い
た
も
の
の
、
朝
鮮

問
題
を
国
連
総
会
で
審
議
す
る
以
前
に
、
対
日
平
和
条
約
締
結
の

一
環
と
し
て
ア
ジ
ア
お
よ
び
南
太
平
洋
全
般
の
政
治
的
安
定
の
回
復
と

朝
鮮
問
題
を
ア
ジ
ア
お
よ
び
太
平
洋
全
般
の
問
題
と
し
て
太
平
洋
地
域
の
連
合
国
会
議
で
解
決
す
る
こ
と
を
最
も
強
く
主
張
し
た
国
家

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
英
国
、

フ
ラ
ン
ス
、
そ
の
他
、
欧
州
諸
国
が
支
持
を
与
え
た
。
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ン
ド
代
表
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。

(13
)
 

の
骨
威
」
に
よ
り
大
き
な
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、

ソ
連
と
の
同
盟
関
係
を
戦
後
に
お
い
て
も
持
続
さ
せ
る
こ
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
も
国
家
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

日
本
か
ら
の
再
度
の
侵
略
を
回
避
・

対
処
す
る
た
め
に
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
国
の
国
家
利
益
と
直
接
的
な
係
わ
り
の
な
い
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、

る
必
要
は
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
友
好
関
係
の
維
持
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
安
全
保
障
上
に
必
要
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
立
場
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
考
え
る
べ
き
第
二
の
点
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
形
成

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
米
国
不
信
感
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
っ
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国
と
同
盟
し
て
日

本
と
戦
争
を
行
っ
た
が
、
米
国
が
ア
ジ
ア
よ
り
も
「
ヒ

ト
ラ
ー
打
倒
優
先
政
策
」

(
B
e
a
t
Hitler F
i
r
st P
o
l
o
c
y
)
を
と
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ト
ラ
リ
ア
は
、
同
国
に
軍
事
援
助
を
強
化
す
る
こ
と
は
ヒ
ト
ラ
ー
打
倒
優
先
政
策
と
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い

(14
)
 

と
い
う
観
点
か
ら
米
国
の
ア
ジ
ア
軽
視
政
策
を
批
判
し
た
。
米
国
に
対
す
る
不
信
感
の
第
三
の
要
因
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
両
国
が
カ
イ
ロ
会
談
の
開
催
に
際
し
て
米
国
か
ら
全
く
協
議
の
対
象
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
リ
ア
は
、
第
二
次
大
戦
の
遂
行
過
程
に
お
い
て
中
小
国
の
果
し
た
役
割
が
大
き
か

っ
た
と
考
え
て
お
り
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い

て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
特
別
な
国
家
利
益
が
係
わ
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

ソ
連
と
対
立
す

つ
ま
り
、
オ
ー
ス

カ
イ

ロ
会
談
の
際
に
両
国
と
の
協

議
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
戦
後
の
諸
問
題
の
処
理
、
解
決
に
お
い
て
も
米
・
ソ
両
国
の
み
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ

(15
)
 

る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
エ
ヴ
ァ
ッ
ト
は
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
連
合
国
会
議
に
お
い
て
解
決
す
べ

(16
)
 

き
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の
主
張
は
戦
後
の
国
際
問
題
が
米
・
ソ
両
国
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
が
あ
げ
た
理
由
の
―
つ
は
、
戦
争
お
よ
び
平
和
条
約
の
締
結
は
基
本
的
に
少
数
の
強
大
国
、
特
に
軍
事
的
に
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最
も
貢
献
し
た
国
家
が
中
心
に
な
し
得
る
が
、
し
か
し
、
「
戦
時
」
に
妥
当
な
協
定
は
必
ず
し
も
「
平
和
時
」
に
適
当
な
も
の
で
は
な
い
し
、

(17
)
 

ま
た
戦
時
に
必
要
な
資
源
の
調
達
に
貢
献
し
た
国
家
と
は
協
議
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
問

題
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
的
に
米

・
ソ
両
国
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
「
米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
を
通
じ
て
解

決
す
る
可
能
性
が
全
く
な
い
現
段
階
に
お
い
て
は
、
米
・
ソ
を
含
め
て
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
直
接
的
な
関
連
の
あ
る
国
家
が
参
加
す
る
連

(18
)
 

合
国
会
議
」
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
の
朝
鮮
問
題
解
決
の
構
想
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

係
の
あ
る
連
合
国
一

で
足
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
よ
り
も
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
利
害
関

一
ヶ
国
会
議
に
よ
っ
て
審
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
・
ソ
両
国
に
自
ら
の
影
響
力
を
及
ぽ
す
こ
と
が
で
き
る
立
場

に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
影
響
力
を
及
ぼ
す
現
実
的
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
当
時
、

日
本
に
関
す
る
戦
後
処
理
問
題
を
審
議
す
る
た
め
に
連

合
国
―
一
ヶ
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
「
極
東
委
員
会
」
に
つ
い
て
米
・
ソ
両
国
が
少
数
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
だ
け

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
の
朝
鮮
問
題
解
決
構
想
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、

諸
国
が
同
調
し
、
さ
ら
に
、
植
民
地
問
題
を
か
か
え
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
の
英
連
邦

(19
)
 

フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
国
家
が
自
国
の
国
家
利
益
と
直
接
の
関
係
も
な
く
、
し
か
も
米
・
ソ
が
対
立
し
て
い
る
朝
鮮
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を

(20
)
 

回
避
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
第
一
に
、
戦
後
に
お
け
る
米
・
ソ
の
対
立
は

一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
米
・
ソ
両
国
の
関
係
は

第
二
次
大
戦
中
の
米
・
ソ
間
の
関
係
の
よ
う
に
、
同
盟
友
好
関
係
を
持
続
す
る
も
の
と
看
倣
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
特
に
、
イ
ギ
リ

(21
)
 

ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
や
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
欧
州
諸
国
は
戦
後
の
国
際
政
治
を
考
え
る
場
合
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
主

た
る
関
心
を
置
く
国
際
政
治
像
を
持

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
英
連
邦
諸
国
は

一
方
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
て
結
束
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
、
特
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
脅
威
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
は
、

)
の
よ
う
な
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
ジ
ア
地
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域
に
お
い
て
自
国
に
直
接
的
な
係
わ
り
の
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
国
家
は
伝
統
的
に
ド
イ
ツ
か
ら
侵
略
さ
れ
た
体

験
と
記
憶
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
脅
威
を
感
じ
て
お
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
米
軍
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
撤
退
と
い
う
状
況
の
中
で
、
ド

イ
ツ
の
侵
略
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
ソ
連
か
ら
の
協
力
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
自
国
の
国
家

利
益
に
関
わ
り
の
な
い
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米

・
ソ
両
国
間
の
対
立
と
相
剋
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
代
表
は
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
自
国
の
立
場
を
積
極
的
に
主
張
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
地

域
の
問
題
で
あ
る
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
地
域
に
詳
し
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
の
見
解
に
従
う
立
場
を
採

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
米

・
ソ
対
立
の
な
か
で
、
米

・
ソ
に
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
の
フ
リ
ー
・

ハ
ン
ド
を

保
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
国
際
政
治
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
と
米
・
ソ
と
の
間
に
存
在
し
て
い
た
国
家
利

(22
)
 

益
の
相
違
か
ら
生
じ
る
当
然
の
帰
結
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
そ
の

一
例
と
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
、
米
国
と
英

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
植
民
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
。

中
に
は
反
植
民
地
主
義
が
強
く
出
て
、
イ
ギ
リ
ス
、

て
い
た
。
チ
ャ

ー
チ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
連
邦
、

つ
ま
り
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
主
義
に
は
は

っ
き
り
と
し
た
反
対
の
言
明
を
行
っ

チ
ャ

ー
チ
ル
流
に
言
え
ば
「
英
帝
国
」

(B
n
t1sh
E

m
pire) 
の
護
持
と
い
う
こ
と
を
固
執
し

て
い
る
と
き
に
、
植
民
地
解
放
と
い
う
こ
と
が
、
戦
後
の
平
和
確
立
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
を
見
通
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
け
る
国

連
の
役
割
を
重
視
し
、
植
民
地
問
題
に
関
す
る
国
家
審
議
で
は
反
植
民
地
主
義
の
立
場
を
採
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
反
植
民
地
主
義
と
い

う
こ
と
は
、
古
い
型
の
帝
国
主
義
の
遺
産
を
背
負
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス、

国、
ま
た

フ
ラ
ン
ス
に
は
実
際
に
お
い
て
も
心
理
的
に
も
打
撃
で
あ
る
に

せ
よ
、
新
植
民
地
主
義
を
と
る
米
国
に
と

っ
て
は
困
ら
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
上
、
心
理
的
に
も
植
民
地
解
放
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

な
れ
る
し
、
ま
た
実
質
的
に
も
い
わ
ば
既
存
の
ナ
ワ
バ
リ
の
解
体
に
よ
る
米
国
勢
力
の
浸
透
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
計
算
さ
れ

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
戦
後
の
平
和
維
持
の
構
想
の

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
立
場
を
支
持
し
て
い
た
。
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一
方
で
は
、
朝
鮮
問
題
が
ア
ジ
ア
地
域

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
戦
後
世
界
に
お
い
て
、
必
然
的
に
米
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
第
一
に
、
妥
協
の
可
能

性
が
あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
を
戦
争
に
巻
き
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
決
定
を
行
う
こ
と
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、

第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
自
国
の
国
家
利
益
に
直
接
的
な
係
わ
り
の
な
い
問
題
で
ソ
連
と
対
立
す
る
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
決
定
を
米
国

(24
)
 

が
行
う
こ
と
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
。

ま
た
、
米
国
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
て
も
、
両
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
問
題
や

「
極
東
委
員
会
」
に
お
い
て
、

(25
)
 

ア
ジ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ
領
か
ら
日
本
軍
に
よ

っ
て
搬
出
さ
れ
た
錫
の
所
有
権
を
め
ぐ

っ
て
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。

北
欧
三
国
も
朝
鮮
問
題
を
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
連
合
国
会
議
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
第
三
の
立
場
を
支
持
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
は

ノ
ル
ウ
ェ

ー
代
表
は
、
第
一

に
、
「
朝
鮮
問
題
が
基
本
的
に
第
二
次
大
戦
中
の
敵
国
と
の
講
和
条
約
の

一
部
を
形
成
す
る
問
題
で
あ
り
、

(26
)
 

か
つ
、
戦
争
に
積
極
的
に
参
与
し
た
国
家
間
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
国
連
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
」
、
第
二
に、

た
と
え
「
米
・
ソ
両
国
が
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
、
直
接
交
渉
に
よ
る
解
決
が
で
き
ず
、
国
連
で
審
議
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
を
想
定
し
て

も
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
要
請
が
九
月

一
七
日
に
提
出
さ
れ
た
の
で
、
朝
鮮
の
独
立
と
い
う
重
要
な
問
題
を
検
討
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か

っ

(27
)
 

た
」
と
し
て
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米

・
ソ
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
代
表
が
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
は
、

に
属
す
る
問
題
と
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
家
利
益
に
係
わ
り
の
な
い
問
題
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、

ノ
ル
ウ
ェ

ー
も

他
の
北
欧
三
国
同
様
に
戦
後
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
や
ソ
連
か
ら
行
わ
れ
得
る
潜
在
的
侵
略
を
替
戒
し
て
お
り
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
第
二

次
大
戦
中
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
侵
略
を
受
け
た
体
験
に
よ

っ
て
ソ
連
か
ら
協
力
を
期
待
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
よ
い

。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
よ
っ
て
鮮
明
に
示
さ
れ
た
。

(23
)
 

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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つ
ま
り

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
よ
る
朝
鮮
問

(W
a
r
r
e
n
 R. Austin)
米
国
代
表
に
よ

っ

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
つ
い
て
は
三
つ
の
立
場
が
あ

っ
た
が
審
議
の
具
体
的
過
程
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
米
国
は
朝
鮮
半
島
の
共
産
化
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
の
政
策
を
採
っ
て
来
た
こ
と

は
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
審
議
過
程
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
国
連
総
会
の
一
般
政
策
演
説
で
マ

ー
シ
ャ
ル
米
国
務
長
官
は
朝
鮮
問
題

を
国
連
総
会
に
提
出
す
る
意
向
を
明
確
に
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
第

一
に
、
「
朝
鮮
の
独
立
達
成
に
関
す
る
問
題
は
一
九
四
五
年
以

降
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
い
か
な
る
成
果
も
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
」
、
第
二

に
は
、
「
米
国
が
モ
ス

ク
ワ
三
国
外
相
協
定
の
内
容
を
実
現
(28
)
 

す
る
た
め
に
、
朝
鮮
独
立
に
係
わ
る
関
係
諸
国
の
外
相
会
議
の
開
催
を
要
請
し
た
に
も
拘
ら
ず
ソ
連
側
が
反
対
し
た
こ
と
」
と
を
あ
げ

t

こ
の
よ
う
な
米
国
政
府
の
立
場
は
、
国
連
総
会
第
九

0
回
本
会
議
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

て
も
示
さ
れ
た
。
彼
は
、
米
・
ソ
両
国
の
和
解
を
求
め
る
国
連
加
盟
諸
国
代
表
に
対
し
て
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
側
と
対
立
し
た

た
め
に
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
総
会
に
提
出
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
「
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
の
問
題

•••••••••

••

•••• 

と
は
米
・
ソ
両
国
の
『
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
』
、
と
い
う
こ
と
を
決
定
す
る
問
題
で
は
な
く
、
『
な
に
が
正
し
い
か
』
を
審
議
す
る
問
題
で

(29
)
 

あ
る
」
と
説
明
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
彼
は
、
国
連
加
盟
諸
国
代
表
が
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
開
催
以
来
、
米
・
ソ
両
国
が
主
張
し
て

来
た
い
ず
れ
か
の
立
場
を
、
朝
鮮
独
立
達
成
の
遅
延
原
因
と
し
て
選
択
す
る
必
要
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
「
第
二
次
大
戦
以
降
に
新
興
諸
国

が
国
連
で
強
く
求
め
て
い
た
民
族
自
決
と
主
権
平
等
の
原
則
に
基
づ

い
て
国
家
間
の
友
好
関
係
の
発
展
お
よ
び
世
界
平
和
強
化
の
た
め
に
、

適
切
な
措
置
を
と
る
た
め
に
、
必
要
な
行
動
を
と
れ
ば
足
り
る
。
特
に
、
総
会
は
朝
鮮
問
題
と
の
関
連
で
、
憲
章
の
精
神
と
小
国
の
立
場

を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
連
の
能
力
を
示
す
べ
き
で
あ
る
」

（
傍
点
筆
者
）

と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
米
国
は
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

ソ
間
の
対
立
と
い
う
次
元
か
ら
「
国
連
の
利
益
」
や
「
小
国
の
利
益
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
朝
鮮
問
題
に
結
び
つ
け
て
、
朝
鮮
問
題
に
関

(30
)
 

す
る
米
国
の
立
場
を
有
利
に
持

っ
て
行
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
抗
し
て
、

ソ
連
代
表
は
、
米
国
代
表
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
提
案
説
明
、
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ま
た
、
米
・
ソ
両
国
は

(31
)
 

題
の
解
決
の
失
敗
責
任
が
ソ
連
に
あ
る
」
と
い
う
解
釈
を
否
定
す
る
と
共
に
、
「
朝
鮮
の
独
立
・
統
一
問
題
に
関
す
る
国
際
的
協
定
で
あ
る
(32
)
 

モ
ス
ク
ワ
協
定
が
現
に
存
在
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
総
会
に
提
出
し
総
会
に
審
議
を
要
請
す
る
こ
と
は
不
法
で
あ
る
」

と
主
張
し
た
。
ま
た
、

し
た
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
お
け
る
ソ
連
側
代
表
の
態
度
が
朝
鮮
問
題
解
決
失
敗
の
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
と

規
定
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
米
国
側
の
論
理
は
ソ
連
側
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ソ
連
側
が
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
米
国
代
表
が
朝
鮮
問
題
を
国
連
に
提
出

ソ
連
は
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
し
、
解
決
す
る
こ
と
は
朝
鮮
政
府
樹
立
に
つ
い
て
の
ソ
連
の
影
響
力
行
使
の
上
で
極

め
て
不
利
で
あ
っ
た
し
、
他
方
に
お
い
て
、
国
連
総
会
に
朝
鮮
問
題
を
提
出
し
て
い
る
現
段
階
に
お
い
て
、
米
国
が
応
じ
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
と
予
想
し
て
ソ
連
は
対
抗
提
案
を
行

っ
た
。
す
な
わ
ち
、

大
国
会
議
の
開
催
を
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
問
題
は
国
連
で
取
扱
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な
く
、
米
国
は
朝
鮮
問
題
を
モ
ス
ク
ワ
三

国
外
相
会
議
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、

(33
)
 

を
採

っ
た
。

ソ
連
は
、
従
来
米
国
が
提
出
し
て
ソ
連
が
反
対
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
四

ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
と
い
っ
た
関
係
三
大
国
政
府
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場

一
ヶ
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
連
合
国
会
議
で
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
拒
絶
し
た
が
、
そ
れ
は
極
東
委
員
会
に

(34
)
 

お
い
て
両
国
が
少
数
派
の
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

朝
鮮
の
統
一
・
独
立
に
関
し
、
米
・
ソ
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
自
国
に
有
利
な
形
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
対
立
相
剋
し
て
い
る
な
か
で
、
国

連
の
加
盟
諸
国
は
具
体
的
に
い
か
な
る
立
場
を
採
り
、
そ
の
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
際
政
治
的
側
面
と

国
連
政
治
の
内
在
的
側
面
に
焦
点
を
お
い
て
分
析
し
て
み
た
い
。

ま
ず
第

一
に
、
米
国
の
立
場
を
支
持
し
た
の
は
中
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
っ
た
。
中
国
代
表
が
朝
鮮
問
題
の
国
連
総
会
で
の
審
議
を
主

張
す
る
米
国
見
解
を
支
持
し
た
の
は
、
中
国
の
内
政
上
の
考
慮
が
作
用
し
た
面
が
強
い
。
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す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。

り
、
第
二
に
、
「
中
国
政
府
と
し
て
は
、

こ
0

寺
こ

t
牛
l
>

中
国
で
は
、
国
・
共
両
政
治
勢
力
の
対
決
と
闘
争
が
第
二
次
大
戦
中
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
大
戦
の
終
了
と
共
に
激
化
し

一
九
四
七
年
初
ま
で
に
、
国
民
党
政
府
に
有
利
に
展
開
さ
れ
て
い
た
戦
況
も
次
第
に
彼
ら
に
不
利
に
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
共
産
化
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
米
国
の
蒋
介
石
政
権
に
対
す
る
軍
事
的
援
助
も
一
九
四
七
年
春
以

(35
)
 

来
は
激
増
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
内
政
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
国
民
党
政
府
と
米
国
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
米
国
が
朝
鮮
問
題

を
国
連
に
提
出
し
審
議
を
求
め
る
に
し
た
が
い
、
中
国
代
表
は
、
第
一
に
、
「
一
九
四
五
年

―
二
月
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
談
以
来
、

「米・

ソ
合
同
委
員
会
」
に
よ
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
と
い
う
方
式
が
、

一
八
ヶ
月
も
た
っ
た
今
日
に
お
い
て
も
明
確
な
成
果
が
な
い
」
ま
ま
で
あ

一
九
四
七
年
四
月
、
米
国
、
英
国
、

が
、
こ
の
覚
書
は
米
国
政
府
に
は
受
諾
さ
れ
た
が
、

ソ
連
政
府
に
は
拒
否
さ
れ
た
」
と
い
う
、

(36) 

独
立
に
関
す
る
唯
一
の
解
決
方
法
は
国
連
に
よ
る
解
決
方
法
以
外
に
は
な
い
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
中
国
は
ソ
連
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
決
定
的
な
対
立
に
至
る
行
動
を
回
避
す
る
た
め
に
朝
鮮
問
題
の
モ

ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
に
基
づ
く
解
決
方
式
の
有
効
性
を
全
く
否
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
の
―
つ
は
、
当
時
、
国
民
党
政
府

に
は
満
州
地
域
に
対
す
る
中
国
共
産
党
支
配
を
、

(37
)
 

と
思
わ
れ
る
。

危
機
意
識
を
抱
ぎ
日
本
を
恐
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
分
る
よ
う
に
、
中
国
は
、

ソ
連
に
対
し
モ
ス
ク
ワ
協
定
調
印
国
会
議
の
召
集
を
求
め
た

二
つ
の
理
由
を
根
拠
に
、
朝
鮮
の
統
一

ソ
連
の
援
助
の
下
で
自
ら
の
手
に
回
復
し
よ
う
と
す
る
内
政
上
の
考
慮
が
あ
っ
た
た
め

も
う
一
っ
は
、
第
二
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
、
中
国
に
は
日
本
か
ら
侵
略
さ
れ
た
体
験
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る

日
本
の
将
来
に
あ
り
得
る
侵
略
可
能
生
を
阻
止
す
る
た
め
に
も
、

ソ
連
と
真
向
か
ら
対
立

ソ
連
と
の
外
交
関
係
を
考
慮
し
て
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
際
し
「
モ
ス
ク
ワ
協
定
が
拘
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が
っ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ま
り
朝
鮮
問
題
は
国
連
総
会
で
審
議
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
と
の
平
和
条
約
締
結
の

一
環
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立

そ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
―
つ
の
理
由
は
、
「
朝
鮮
が
連
合
国
の
敵
国
で
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
日
本
の
侵
略
に
よ
っ
て

犠
牲
に
さ
れ
た
国
家
」
で
あ
っ
た
点
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
「
日
本
と
の
平
和
条
約
締
結
と
い
う
問
題
は
、
今
後
に
お
い
て
も
、
な
お
長

期
間
に
わ
た
り
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
朝
鮮
の
独
立
問
題
は
無
期
限
に
延
期
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
」
と

い
う
立
場
を
採
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
国
代
表
の
主
張
は
、
米
国
の
立
場
を
支
持
す
る
上
で
、
中
国
代
表
の
見
解

を
正
当
化
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
建
前
上
の
理
由
で
は
あ
っ
て
も
、
米

・
ソ
が
対
立
し
て
い
る
現
実
を
考
慮
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
必

ず
し
も
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

次
に
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
最
も
強
く
支
持
し
た
の
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
米
国
の
統
治
を
受
け
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
ロ
ム
ロ
は
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
は
、

協
の
基
盤
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
他
方
に
お
い
て
は
、
米
・
ソ
間
の
分
裂
と
政
治
的
・
経
済
的
混
乱
に
よ
っ
て
生
じ
る
可

能
性
の
あ
る
戦
争
の
勃
発
を
阻
止
し
、
朝
鮮
の
独
立
お
よ
び
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
し
た

か
ら
独
立
し
た
ば
か
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ

っ
た
。

場
に
反
対
し
た
。

ま
た
、
中
国
代
表
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

束
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
米
国
と
の
直
接
的
な
物
質
的
援
助
関
係
を
考
慮
し
て
、

「
四
大
国
が
カ
イ
ロ
宣
言

要
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
審
議
は
、

と
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
基
づ
き
意
見
の
一
致
を
み
な
い
限
り
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
総
会
に
お
け
る
審
議
を
行
う
こ
と
が
必

(38
)
 

四
大
国
の
立
場
に
つ
い
て
い
か
な
る
影
響
を
も
及
ぼ
す
も
の
で
も
な
い
」
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
と
欧
州
諸
国
家
が
主
張
し
て
い
た
見
解
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
家
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸

一
方
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
両
国
の
妥

一
九
四
六
年
七
月
に
米
国 っ
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フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
が
反
対
し
た
第
一
の
理
由
は
、
朝
鮮
問
題
は
国
際
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
極
め
て
難
し
い
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
国
際
社
会
一
般
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
審
議
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
も
し
朝
鮮
問
題
を
日
本
と
の

講
和
条
約
の

一
部
分
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
朝
鮮
問
題
が
関
係
諸
国
の
国
家
利
益
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
可
能
性
が
多
い
と

(39
)
 

い
う
立
場
を
採
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、

(40
)
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
主
張
す
る
米
国
案
を
支
持
し
た
の
は
、
何
よ
り
も
米
国
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
も

(41
)
 

の
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

一
九
四
六
年
七
月
に
、
米
国
か
ら
政
治
的
独
立
だ
け
は
獲
得
し
た
も
の
の
、
経
済
的

・
軍

事
的
に
は
依
然
と
し
て
米
国
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
事
実
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
反
対
の
立
場
を
採

っ
た
の
は
、
共
産
陣
営
に
属
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

コ
ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
、
白
ロ
シ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
代
表
は
ソ
連
代
表
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、

朝
鮮
問
題
は
米
・
ソ
両
国
の
直
接
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

チ
ェ

ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、
国
連
が
あ
る
特
定
の
問
題
を
審
議
す
る
に
際
し
て
は
、
ま
ず
「
平
和
維
持
に
関
連
す
る
問
題
と
戦
争
処
理
に
関

(42
)
 

す
る
問
題
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
国
連
審
議
の
対
象
と
な
る
の
は
平
和
に
関
連
す
る
問
題
だ
け
に
限
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し

て
、
「
戦
後
処
理
に
連
関
す
る
問
題
は
関
係
各
国
の
外
相
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
平
和
会
議
に
よ

っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

特
に
、

(43
)
 

朝
鮮
問
題
は
米

・
ソ
両
国
間
の
直
接
交
渉
に
よ

っ
て
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
」
、
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。

ま
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
は

「
平
和
条
約
と
そ
の
執
行
」
と
の
関
連
で
生
じ
る
問
題
が
国
連
の
権
限
外

に
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス

コ

(S
a
n
F
r
a
n
c
i
s
c
o
)
会
議
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審

(44
)
 

議
は
こ
の
精
神
に
反
す
る
と
非
難
し
た
。

国
家
の
立
場
に
は
反
対
し
た
。
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は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

解
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

こ
の
よ
う
に
共
産
陣
営
に
属
す
る
国
家
は
、

ソ
連
の
立
場
を
支
持
し
て
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
採
っ
た
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
と
欧
州
諸
国
が
採
っ
て
い
た
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国
会
議
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
対
し
て
も
反
対
し
た
。

そ
の
よ
う
な
見
解
を
最
も
は
っ
き
り
示
し
た
の
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
で
あ
り
、
同
代
表
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ヴ
ァ
ッ
ト

(H.
V
 

E
v
a
t
t
)
代
表
の

『日
本
と
の
平
和
会
議
で
日
本
を
敵
と
し
て
闘
っ
た
連
合
国
に
よ
っ
て
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
』
と
い
う
提
案
は
、
朝
鮮

(45
)
 

問
題
の
解
決
を
さ
ら
に
複
雑
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
」
と
し
て
反
対
し
た
。

こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国
会
議
に
お
い
て
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
場
合
に
は
、
英
連
邦
国
家
が
多
数
派
に

な
る
た
め
、
米
・
ソ
両
国
は
少
数
派
に
転
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

。

以
上
で
考
察
し
た
如
く
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
つ
い
て
は
米
・
ソ
の
よ
う
に
相
互
間
に
真
向
か
ら
対
立
す
る
立
場
が
あ

っ
た
反
面、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
欧
州
諸
国
の
よ
う
に
、

し
か
し
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
米
国
の
立
場
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
も
存
在
し
た
。
そ
の

一
っ
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
英
連
邦
諸
国
や
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国
会
議
の
開
催
を
主
張
す
る
見

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
欧
州
諸
国
が
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
会
議
の
開
催

を
主
張
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
諸
国
は
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
そ
の
も
の
の
排
除
を
意
図
し
て
、
全
面
的
に
反
対
し
て
い
た
わ
け
で

他
方
に
お
い
て
は
r

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

カ
ナ
ダ
な
ど
の
中
級
国
家
は
戦
後
の
国
際
政
治
に
お
け

る
権
力
政
治
(
P
o
w
e
r
politics)
を
強
力
に
否
定
し
、
国
際
政
治
に
お
け
る
道
義
的
要
因

(
m
o
r
a
l
i
t
y
)

を
重
視
し
て
お
り
、
ま
た
国
際
政

治
行
動
の
基
礎
と
し
て
民
主
的
原
則
の
確
立
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
舞
台
と
し
て
、
国
連
を
考
え
て
国
連
重
視
の
外
交
政
策
を

採
っ
て
い
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
欧
州
諸
国
は
対
ド
イ
ツ
、

ソ
連
へ
の
考
慮
か
ら
、
あ
る
い
は
中
南
米
諸
国
は
対
米
国
と
の
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関
係
を
考
慮
し
て
、
建
前
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
国
連
重
視
の
外
交
政
策
を
打
ち
出
し
て
、
国
連
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。

朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
提
案
し
た
米
国
の
立
場
に
有
利
な
状
況
を
構
成
し
た
も
う

―
つ
の
要
因
は
、
戦
後
に
勃
興
し
は
じ
め
た
新
興

諸
国
が
、
国
連
を
自
国
の
国
家
利
益
の
達
成
の
た
め
の
舞
台
と
し
て
考
え
て
い
た
点
で
あ
る
。

ま
ず
、
中
南
米
諸
国
で
は
戦
後
に
お
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
昂
揚
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
は
国
内
的
に
は

改
革
的
志
向
を
帯
び
て
い
た
。
ま
た
、
対
外
的
に
は
自
主
独
立
路
線
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
中
南
米
諸
国
の
戦
後
ナ
シ
ョ
ナ

一
方
で
は
、
米
国
の
伝
統
的
経
済
的
支
配
か
ら
独
立
を
求
め
て
お
り
、
他
方
、
米
・
ソ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

努
め
た
。
こ
う
し
て
、
国
連
で
は
、
国
連
を
梃
子
に
し
米
・
ソ
両
国
へ
影
響
力
を
及
ぼ
し
自
ら
の
国
家
利
益
を
達
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の

よ
う
な
脈
絡
か
ら
、
朝
鮮
問
題
を
米

・
ソ
両
国
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
は
、
中
南
米
諸
国
に
と
っ
て
は
反
対
す
る

理
由
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
連
で
朝
鮮
問
題
を
審
議
し
よ
う
と
す
る
米
国
の
立
場
と
一
致
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

(46
)
 

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
や
ア
ラ
ブ
諸
国
も
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
に
賛
成
し
た
。
イ
ン
ド
代
表
は
国
連
憲
章
第

一
〇
七
条
を
根
拠
に
し
て
朝

鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
支
持
し
た
。
イ
ン
ド
は
長
期
間
に
わ
た
る
独
立
運
動
の
末
に
、

そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
自
ら
の
被
支
配
民
族
と
し
て
の
体
験
と
記
憶
に
よ
り
、
朝
鮮
が
早
急
に
独
立
を
達
成
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
は
英
連
邦
に
属
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
英
連
邦
諸
国
が
主
張
し
て
い
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国
会
議
に
よ

る
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
反
対
し
、
「
朝
鮮
問
題
を
日
本
と
の
平
和
条
約
の

一
環
と
し
て
処
理
す
る
方
式
は
朝
鮮
の
迅
速
な
独
立
を
無
制
限
に

(47
)
 

遅
延
す
る
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い

」
と

い
う
立
場
を
採
っ
た
。

ア
ラ
ブ
諸
国
も
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
支
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
は
戦
後
に
お
い
て
ア
ラ
ブ
諸
国
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
昂
揚

し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
「
民
族
の
独
立
」
に
基
づ
く
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
期
待
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
ア
ラ
ブ
地
域
に

関
す
る
問
題
が
国
連
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
点
と
の
関
連
で
説
明
す
る
の
が
よ
り
有
効
で
あ
ろ
う
。

リ
ズ
ム
は
、

一
九
四
六
年
に
独
立
を
達
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
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の
に
失
敗
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ア
ラ
プ
地
域
は
伝
統
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
特
に
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
「
反
西
欧
」
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
強
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
戦
後
に
お
い
て
前
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
、

(48
)

（

49
)
 

お
り
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
軍
が
ス
エ
ズ
運
河
に
駐
屯
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

題
を
国
連
に
提
出
し
国
際
世
論
に
よ
っ
て
ア
ラ
ブ
地
域
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
を
駆
逐
し
よ
う
と
し
た
。

一
方
に
お
い
て
は
、
民
族
独
立
原
則
に
基
づ
き
、
他
方
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
問
題
を
国
連
で
審
議
し

て
い
る
立
場
か
ら
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
賛
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
求
め
る
米
国
の
立
場
に
は
、

の
対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
米
国
の
立
場
は
有
利
に
展
開
さ
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
英
連
邦
諸
国
と
欧
州
諸
国
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
連
合
国
会
議
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し

た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
国
家
は
建
前
に
お
い
て
、
国
連
重
視
の
外
交
政
策
を
採
っ
て
い
た
た
め
に
、
朝
鮮
問
題

の
国
連
審
議
そ
の
も
の
を
あ
く
ま
で
も
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
向
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

ソ
連
は
国
連
で
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ャ
チ
ヴ
を
採
り
、
別

の
提
案
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

）
の
よ
う
に
ア
ラ
ブ
諸
国
は
、

ア
ラ
ブ
諸
国
は
こ
の
問

二
つ
の
有
利
な
条
件
が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
ソ
連

ソ
連
側
は
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
の
反
対
と
い
う
一
点
に
執
着
す
る
と
い
う
硬
直
し
た

行
動
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
し
て
、
自
国
の
立
場
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と
す
る
米
国
の
提
案
を
阻
止
す
る

フ
ラ
ン
ス
軍
は
シ
リ
ア

レ
バ
ノ
ン
に
駐
屯
し
て
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朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
総
会
へ
の
招
請
案

朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
問
題
は
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
審
議
が
一
般
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
後
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
過
程
で

米
国
代
表
が
提
案
し
た
決
議
案
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ソ
連
代
表
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
は
国
連
総

会
が
当
時
、
圧
倒
的
に
米
国
の
影
響
力
の
下
に
お
か
れ
て
お
り
、
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
が
朝
鮮
で
自
国
の
影
響
力
を
確
保
す
る
上
で
不

利
で
あ
っ
た
の
で
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
総
会
で
の
審
議
と
い
う
米
国
案
に
強
く
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
が

「
一
般
委
員
会
」
で
採
択
さ
れ
た
後
、

に
お
い
て
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
米
国
決
議
案
が
審
議
さ
れ
る
に
至
っ

て、

請
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

一
九
四
七
年

一
0
月
二
八
日
、
第

一
委
員
会
の
第
八
七
回
会
議

ソ
連
も
独
自
の
決
議
案
を
提
出
し
米
国
決
議
案
に
対
抗
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
関
連
加
盟
諸
国
の
立
場
を
考
察
す
る
前
に
、
さ
し
あ
た
り
、
米

・
ソ
両
国
の
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招

ま
ず
、
米
国
は
朝
鮮
占
領
に
あ
た
っ
て
、
南
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
政
策
を
採

っ
て
来
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
「
米

・
ソ
合
同

委
員
会
」
の
過
程
、
お
よ
び
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
書
翰
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
た
が
、
朝
鮮
代
表
の
国
連
招
請
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
米
国
の
決
議
案
に
お
い
て
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
米
国
は
国
連
に
朝
鮮
代
表
を
招
請
す
る
に
先
立
っ
て
、

以
下
の
こ
と
を
求
め
た
。

第
一
に
、
米

・
ソ
占
領
軍
が
南

・
北
朝
鮮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領
地
域
に
お
い
て
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
れ
も
で
き

る
だ
け
早
く
、

で
き
れ
ば
一
九
四
八
年
――一
月
三
一

日
以
前
に
実
施
す
る
こ
と
。

第
二
に
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
表
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
国
民
議
会
を
構
成
し
、
そ
の
後
、
両
地
域
を
代
表
す
る
中
央
政
府
を

第
二
節

ソ
連
決
議
案
を
中
心
に
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と
い
う
従
来
の
ソ
連
の
立
場
を
再
確
認
し
た
。

形
成
す
る
こ
と
。

(l
)
 

第
三
に
、
中
央
政
府
は
両
地
域
の
軍
事
統
帥
権
を
掌
握
す
る
が
、
占
領
軍
の
「
同
時
撤
退
」
以
前
に
、
国
防
軍
を
創
設
す
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
朝
鮮
代
表
を
国
連
に
招
請
す
る
前
に
、
ま
ず
、
選
挙
の
実
施
に
よ
っ
て
中
央
政
府
を
樹
立
し
、

国
防
軍
を
創
設
し
た
後
、
朝
鮮
代
表
の
国
連
へ
の
招
請
と
い
う
構
想
を
考
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
立
場
は
、
次
節
（
第
二
章
第
三
節
）

す
る
米
国
の
対
朝
鮮
政
策
の
具
体
化
、

し
か
し
、
こ
の
米
国
の
構
想
に
よ
れ
ば
、
選
挙
の
実
施
や
国
民
議
会
の
構
成
を
南
・
北
の
人
口
比
例
に
よ

っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

(2
)
 

そ
の
代
表
選
出
の
比
率
は
南
北
が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
:

1
0
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
構
想
を
ソ
連
か
全
朝
鮮
に
お
け
る
親
米

政
権
の
樹
立
と
し
て
受
け
止
め
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
ソ
連
の
態
度
は
既
に
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
書
簡
に
対
し
て
示
さ
れ
て
い
た

通
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

で
叙
述
す
る
よ
う
に
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
共
産
主
義
政
権
の
樹
立
を
阻
止
し
よ
う
と

ソ
連
の
主
張
す
る
占
領
軍
の
「
同
時
撤
退
」
に
対
す
る
対
抗
措
置
の

一
環
で
あ
っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
提
案
を
ソ
連
側
が
受
け
入
れ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
米
国
代
表
の
立
場
に
反
対
し
、
(3
)
 

「朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
が
国
連
総
会
の
権
限
で
は
な
く
、
朝
鮮
問
題
に
係
わ
り
の
あ
る
関
係
諸
国
家
間
で
決
定
す
べ
き
問
題
で
あ
る
」
、

し
か
し
、

そ
の
一
っ
は
南

・
北
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
案
で
あ
っ
た
。
ソ
連
代
表
が
提
出
し
た
こ
の
決
議
案
は
、
「
朝
鮮
の
独
立

・統
一
問
題

は
朝
鮮
民
衆
の
代
表
が
総
会
の
審
議
に
参
加
し
な
い
形
で
は
、
公
正
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

『第

一
委
員
会
が
朝
鮮
問
題

ソ
連
政
府
は
米
国
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
と
い
う
決
議
案
が
基
本
的
に
「
総
会
の
権
限
外
」
に
属
す

(
4
)
 

る
問
題
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
米
国
決
議
案
に
対
処
す
る
た
め
に
二
つ
の
決
議
案
を
提
出
し
た
。
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(5
)
 

の
審
議
に
参
加
す
べ
き
南
・
北
朝
鮮
の
選
ば
れ
た
代
表
を
招
請
す
る
』
」
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
ソ
連
代
表
の
発
言
か
ら
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
第

一
に、

ソ
連
は
米
国
側
が
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
人
口
比
例
に
よ
る
総
選
挙
の
実
施
を
主
張
し
た
こ
と

を
、
「
全
朝
鮮
の
米
国
化
」
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
意
図
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

ソ
連
は
南
・
北
朝
鮮
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
を
国
連
に
招
請
し
、
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
主
張
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
ソ
連
側
は
、
自
国
の
安
全
保
障
の
た
め
に
朝
鮮
問
題
を
現
状
固
定
と
い
う
形
に
と
ど
め
て
お
く
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
全
朝
鮮
代
表
の
国
連
招
請
を
米
・
ソ
両
国
が
共
に
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ

う
。
朝
鮮
問
題
の
現
状
固
定
化
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
米
国
側
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、

衆
代
表
の
国
連
招
請
案
に
つ
い
て
米
国
が
提
出
し
た
ソ
連
決
議
案
修
正
案
に
最
も
明
確
に
示
さ
れ
た
。

米
国
の
ソ
連
案
に
対
す
る
修
正
案
に
は
、

が
真
に
朝
鮮
民
衆
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
単
に
朝
鮮
に
お
け
る
軍
占
領
当
局
の
任
命
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

(6
)
 

全
朝
鮮
を
旅
行
、
監
視
し
協
議
す
る
権
利
を
持
つ
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
を
設
置
す
る
」
と
い
う
内
容
の
修
正
を
求
め
て
い
た
。
以
上
の

こ
と
は
米
・
ソ
両
国
が
自
国
占
領
軍
の
主
導
の
下
で
選
挙
を
実
施
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
力
で
あ
っ
た
戦
後
の
朝

鮮
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
利
な
地
盤
を
構
築
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
米
・
ソ
両
国
の
意
図
は
他
の
国
連
加
盟
諸
国
の
態
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
更
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

米
・
ソ
両
国
の
立
場
に
対
し
て
、
国
連
加
盟
諸
国
は
い
か
な
る
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ソ
連
の
原
案
に
「
（
朝
鮮
民
衆
代
表
）

ソ
連
の
南
・
北
朝
鮮
民

の
参
加
を
容
易
に
し
促
進
す
る
た
め
、
か
つ
そ
の
代
表

ソ
連
が
提
案
し
た
決
議
案
に
対
し
て
支
持
を
表
明
し
た
国
家
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

で
は
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
白
ロ
シ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
共
産
圏
国
家
代
表
は
朝
鮮
の
独
立
・
統
一
問
題
に
関
す
る
広
範
な
、
か

つ
客
観
的
な
審
議
の
た
め
に
は
朝
鮮
民
衆
の
真
の
代
表
の
参
加
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
た
め
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
内
政
に
対
す
る
ソ
連
の
介
入
を
阻
止
す

る
た
め
に
も
、
朝
鮮
の
独
立
問
題
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
の
代
表
の
国
連
招
請
と
い
う
「
民
族
自
決
」
の
原
則
や
「
民
主
主
義
の
基
本
的
な

ソ
連
の
内
政
干
渉
を
恐
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
自
主
的
闘
争
に
よ
っ
て
独
立
を
争
取
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
政
府
は
、
当
時
、

て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
あ
る
。
特
に
、

こ
れ
ら
の
共
産
圏
五
ヶ
国
は
、
当
時
ソ
連
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
は
、

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ソ
連
の
立
場
を
支
持
し
た
の
で

ソ
連
の
決
議
案
を
支
持
し
、
米
国
の
立
場
に
反
対
し
た
根
拠
と
し
て
は
、
「
民
族
自
決
の
原
則
」
や
国
連
内
の
先
例

を
挙
げ
て
自
己
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代

表
は
、
朝
鮮
問
題
を
朝
鮮
民
衆
と
の
協
力
な
し
に
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
は

「朝
鮮
独
立
」
を
遅
延
さ
せ
よ
う
と
す
る
陰
謀
で
あ
り
、
朝

鮮
民
衆
と
の
協
力
な
く
し
て
朝
鮮
の
国
内
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
は
、
国
連
に
よ
る
不
当
な
介
入
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
朝
鮮
の
代
表
を
国
連
の
朝
鮮
問
題
審
議
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
連
の
先
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
パ
レ
ス
チ

(8
)

(

9
)
 

ナ
問
題
の
審
議
の
際
に
、
ア
ラ
ブ
高
等
委
員
会
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
第

一
委
員
会
に
招
請
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

(10
)
 

安
保
理
に
お
い
て
も
、
国
連
加
盟
国
で
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
代
表
が
長
期
間
の
審
議
に
参
加
し
た
先
例
が
あ
る
と
指
摘
し
、

朝
鮮
問
題
の
審
議
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
先
例
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
共
産
圏
の
中
で
も
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代

表
と
ユ

ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
は
、
朝
鮮
の
「
真
の
代
表
」
の
参
加
な
く
し
て
国
連
で
朝
鮮
問
題
の
審
議
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
し
、
こ

(11
)
 

の
よ
う
な
見
解
は
紛
争
当
事
者
の
立
場
を
聴
聞
し
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
」
の
よ
う
な
先
例
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
の

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
は
、
国
連
が
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
な
ん
ら
か
の
決
定
を
行
う
ま
え
に
朝
鮮
民
衆
代
表
を
招
請

し
、
聴
聞
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
が
ソ
連
と
密
接
な
関
係
を
持

っ
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原
則
」
に
合
致
す
る
形
で
、
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(12
)
 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
当
時
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
を
め
ぐ

っ
て
西
側
、
特
に
米
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
と
安
全
保
障

理
事
会
と
国
連
総
会
に
お
い
て
対
立
し
て
い
た
の
で
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
は
ソ
連
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
の
審

義
で
、

ニ―

-P

ソ
連
を
は
じ
め
東
側
諸
国
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
セ
カ
ニ
ノ
ヴ
ァ

(
M
rs
.G
e
r
t
r
u
d
a
 S
e
k
a
n
m
o
v
a
)
は
、
朝
鮮
問
題
が
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
基
本
的

(13
)
 

に
異
な
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
朝
鮮
代
表
の
招
請
に
反
対
す
る
立
場
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
つ
ま
り
、
彼

は
、
ソ
連
代
表
グ
ロ
ム
イ
コ
が
「
非
加
盟
国
家
に
関
す
る
問
題
を
審
議
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
国
家
の
民
衆
代
表
か
ら
聴
聞
す
べ
き

で
あ
る
」
と
主
張
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
国
連
が
既
に
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
国
連
総
会

が
パ
レ
ス
チ
ナ
民
衆
の
非
政
府
代
表
か
ら
聴
聞
す
る
こ
と
を
、
圧
倒
的
多
数
に
よ
っ
て
決
定
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て

(14
)
 

は
、
朝
鮮
問
題
審
議
の
場
合
も
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
代
表
の
安
保
理
へ
の
招
請
問
題
を
め
ぐ

っ
て
行
わ
れ
た
審
議
を
例
に
し
て
、
「
特
定
国
家
に
独
立

を
与
え
る
」
と
い
う
問
題
の
審
議
に
つ
い
て
は
常
に
あ
る
国
家
群
が
：
．
問
題
に
な
っ
て
い
る
国
家
の
人
民
代
表
か
ら
聴
聞
す
る
こ
と
に
反

(15
)
 

対
し
て
来
た
」
と
し
て
、
西
欧
諸
国
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
・
北
朝
鮮
の
民
衆
代
表
を
国
連
に
招
請
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
お
よ

び
オ
ラ
ン
ダ
、

ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
が
国
連
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
招
請
さ
れ
る
こ

(16
)
 

と
が
国
連
憲
章
の
精
神
に
合
致
す
る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
異
義
が
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
第
一
に
、
既
に
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
朝
鮮
問
題
は
基
本
的
に
、

日
本
と
締
結
す
る
平
和

条
約
の
一
部
を
形
成
す
る
問
題
と
し
て
み
て
い
た
の
で
、
朝
鮮
問
題
は
、
米

・
ソ
両
国
の
直
接
交
渉
、
あ
る
い
は
、

ま
た

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
国
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家
に
よ
る
特
別
会
議
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
「
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
」
は
、
必
ず

第
二
に
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
第
一
委
員
会
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
、
朝
鮮
の
選
ば
れ
た
代
表
を
招
請
す
る
こ
と
は
、
米
・
ソ

が
対
立
し
て
い
る
状
況
の
下
で
は
現
実
的
で
な
い
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
朝
鮮
民
衆
代

表
の
招
請
に
関
す
る
米

・
ソ
両
国
の
立
場
に
つ
い
て
批
判
的
な
立
場
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、

一
委
員
会
が
受
け
入
れ
れ
ば
、
そ
の
団
体

（代
表
）
が
持
つ
信
任
状
を
め
ぐ
る
対
立
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
解
決
の
「
長
期
的
遅
延
」
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
に
比
較
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
が
主
張
し
た
こ
と
、

ソ
連
の
立
場
に
反
対
し
た
。

若
干
の
措
置
を
規
定
し
て
い
る
の
で
、

つ
ま
り
、
特
定
組
織
か
ら
の
代
表
の
参
加
を
第

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ヴ
ァ
ッ
ト
は
、
米
国
決
議
案
が
朝
鮮
に
お
け
る
「
主
権
の
確
立
」
と
い
う
点
と
の
関
連
で

(17
)
 

ソ
連
案
よ
り
は
、
よ
り
好
ま
し
い
案
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
案
を
認
め

て
い
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
米
国
は
当
時
、
朝
鮮
で
、
共
産
化
の
防
止
を
達
成
す
る
た
め
に
、
米
国
の
決
議
案
に
お
い
て

は
、
南
・
北
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
選
挙
の
実
施
を
主
張
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
樹
立
さ
れ
た
代
表
を
、
国
連
に
招
請
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
朝
鮮
問
題
に
対
す
る
国
連
介
入
の
前
提
条
件
を
明
確
に
述
べ
、
「
朝
鮮
に
樹
立

さ
れ
る
べ
き
政
府
の
性
格
は
、
南
・
北
朝
鮮
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
選
挙
過
程
に
お
い
て
も
、
特
定
の
政
党
だ
け
の

参
加
が
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
主
張
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
も
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
様
に
、

朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
は
、
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
も
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国

連
参
席
な
く
し
て
、
朝
鮮
独
立
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
り
、
不
公
正
で
あ
る
と
考
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。



159 国際連合の政治過程に関する一考察 (-)
一ー朝鮮議題 (1947-48)を中心に一―-

(455) 

衆
代
表
の
国
連
招
請
に
つ
い
て
も

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
参
加
が
原
則
的
に
正
し
い
と
し
て
も
、
米

・
ソ
が
対
立
す
る
状
況
の
下
で
、
今
回
の
国

(19
)
 

連
総
会
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
朝
鮮
民
衆
の
「
真
の
代
表
」
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
主
な
理
由
は
、
他
で
も
な
く
、
米
・
ソ
間
の
対
立
で
あ
り
、
朝
鮮
民
衆
の
「
真

の
代
表
」
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
の
で
、
朝
鮮
の
「
真
の
代
表
」
が
国
連
に
参
席
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
米
・

(20
)
 

ソ
が
朝
鮮
の
独
立
に
つ
い
て
賛
成
し
て
い
る
限
り
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
参
加
は
、
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
な
い
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
立
場
は
、

カ
ナ
ダ
に
よ

っ
て
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
カ
ナ
ダ
代
表
も
、
「
特
定
国
家
の
将
来
に
関
す
る
審
議
に
、
関
連
当
事

国
家
の
民
衆
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
最
良
の
原
則
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
朝
鮮
問
題
の
よ
う
に
、
米
・
ソ
両
国
が
、
朝
鮮
民
衆
の
『
真

(21
)
 

の
代
表
』
を
め
ぐ

っ
て
対
立
し
て
い
る
特
殊
な
状
況
を
下
で
は
、
朝
鮮
民
衆
の
代
表
を
招
請
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
」
、
と
い
う
立
場

を
採

っ
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
代
表
と
同
様
に
、
「
米
・
ソ
両
国
が
朝
鮮
に
独
立
を
与
え
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
見
解
が
一
致
し
て
い
る

(22
)
 

以
上
、
国
連
に
お
け
る
朝
鮮
民
衆
代
表
の
公
聴
は
、
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
同
調
し
た
。

以
上
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
共
産
主
義
」
に
対
す
る
脅
威
の
面
で
、
米
国
と
異
な
る
認
識
を
も

っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
か
ら

の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
に
、
米
・
ソ
間
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
に
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
国
連

の
枠
の
外
で
解
決
す
る
こ
と
を
測
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
基
本
的
な
立
場
は
、
朝
鮮
民

一
貰
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
、
同
じ
く
朝
鮮
問
題
に
対
す
る
、
米
・
ソ
間
の
対
立
に
コ
ミ

ッ

ト
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
か
つ
米
・
ソ
に
圧
力
を
加
え
よ
う
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
連
加
盟
国
の
多
く
は
、
朝
鮮
代
表
の
国
連
参
席
が
原
則
的
に
妥
当
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

米
・
ソ
両
国
の
立
場
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
家
は
ソ
連
決
議
案
に
対
す
る
米
国
修
正
案
の
な
か
に
含
ま
れ

て
い
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
と
の
関
連
で
行
動
の
制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
つ
ま
り
、

一
九
四
七
年

一
0
月
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と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
九
日
提
出
さ
れ
た
米
国
の
修
正
案
に
は
、
「
南
・北
朝
鮮
の
選
ば
れ
た
代
表
の
招
請
」
の
外
に
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
の
設
置
」
を
規

「
さ
ら
に
、
（
朝
鮮
民
衆
代
表
）
の
参
加
を
容
易
に
し
促
進
す
る
た
め
、
か
つ
そ
の
代
表
が
真
の
民
衆
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
単
に
朝
鮮

に
お
け
る
軍
占
領
当
局
の
任
命
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
全
朝
鮮
を
旅
行
、
監
視
し
協
議
す
る
権
利
を
持
つ

(23
)
 

国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。」

米
国
代
表
は
、
以
上
の
よ
う
な
修
正
案
を
提
出
し
て
、
自
国
の
修
正
案
が
、

(24
)
 

を
、
よ
り
早
急
に
実
現
す
る
た
め
に
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

の
国
連
招
請
と
い
う
ソ
連
の
立
場
に
は
反
対
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、

ソ
連
決
議
案
で
規
定
し
て
い
る
「
朝
鮮
民
衆
と
の
協
議
」

つ
ま
り
、
米
国
代
表
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
立
場
を
採
り
入
れ
て
、
南
・

北
朝
鮮
代
表
を
国
連
に
招
請
す
る
の
で
な
く
、
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
を
構
成
し
、
現
地
で
あ
る
朝
鮮
で
聴
聞
す
る
と
い
う
形
で
、
「
朝
鮮

民
衆
と
の
協
議
」
を
行
う
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。
米
国
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
の
は
、

―
つ
に
は
、
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
す

(25
)
 

る
た
め
に
、
あ
く
ま
で
も
、
米
軍
占
領
下
の
南
で
の
選
挙
を
通
じ
て
、
南
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
に
よ
る
選
挙
の
監
視
と
い
う
規
定
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
連
重
視
の
外
交
政
策
を
標
榜

す
る
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
第
三
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
国
家
の
支
持
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
三
に
は
、
当
時
の
国
連
総
会
の
状
況
か
ら
し
て
、

「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
構
成
は
、
米
国
に
有
利
な
形
で
構
成
す
る
こ

第
四
に
は
、

ソ
連
の
政
治
的
宣
伝
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

定
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、

ソ
連
は
「
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連

一
方
で
は
、
南
・
北
朝
鮮
代
表
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へ
の
招
請
」
と
い
う
手
続
事
項
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
米
国
も
反
対
で
き
な
い
立
場
に
直
面
し
た
。
も
し
こ
れ
に
反
対
し
た

場
合
に
は
、
ソ
連
に
「
米
国
は
朝
鮮
民
衆
と
行
う
い
か
な
る
協
議
に
も
反
対
し
た
」
と
い
う
宣
伝
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で

(26
)
 

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
は
ソ
連
の
決
議
案
に
反
対
が
可
能
で
、
し
か
も
国
連
加
盟
国
の
反
対
の
困
難
な
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」

既
述
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

ソ
連
側
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
招
請
決
議
案
を
提
出
し
て
、
そ
の
こ
と
が
朝
鮮
問
題
の
審

議
以
前
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
空
桐
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
米

国
代
表
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
を
行
う
ま
え
に
、
ま
ず
第
一
に
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
設
置
し
、
第
二
に
、
国
連
臨
時

朝
鮮
委
員
会
の
監
視
の
下
で
選
挙
を
実
施
し
、
第
三
に
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
朝
鮮
民
衆
代
表
が
、
現
地
で
あ
る
朝
鮮
で
協
議
を

行
う
と
い
う
構
想
を
も

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

（ソ
連
案
に
対
す
る
）
米
国
の
修
正
案
に
規
定
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
民
衆
代
表
の
招
請
構

想
に
つ
い
て
、

ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
圏
諸
国
が
反
対
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
こ
で
、
共
産
圏
の
立
場
を
考
察
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
が
米
国
修
正
案
に
反
対
し
た

―
つ
の
理
由
は
、
「
米
国
修

(27
)
 

正
案
が
朝
鮮
民
衆
の
自
決
権
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
ソ
連
が
提
出
し
た
決
議

案
が
い
か
に
技
術
的
な
面
で
困
難
で
あ
る
に
し
て
も
、
米
国
案
は
「
民
主
的
な
原
則
」
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

(28
)
 

「
朝
鮮
民
衆
の
代
表
な
く
し
て
、
朝
鮮
問
題
を
審
議
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
少
数
の
植
民
地
国
家
で
あ
る
」
と
非
難
し
た
。
第
三
の
理
由
は
、

米
国
の
修
正
案
が
、

に
言
っ

て
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
に
よ

っ
て
、
「
朝
鮮
民
衆
と
の
協
議
に
よ
る
国
連
総
会
で
の
審
議
」
を
否
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
マ
ヌ
イ
ル
ス
キ
ー
の
あ
げ
た
第

一
の
理
由
は
、
南
朝
鮮
は
と
も
か
く
、
北
朝
鮮
で
は
、
朝
鮮
民
衆
に
よ

っ

の
設
置
を
以
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
代
表
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
手
続
事
項
」
に
「
実
質
事
項
」
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
端
的

ソ
連
決
議
案
に
対
処
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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(29
)
 

て
選
出
さ
れ
た
機
関
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
選
挙
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

第
二
に
、
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会

一
九
四
五
年

―
二
月
二

の
設
置
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
連
の
決
議
案
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
米
国
修
正
案
を

―
つ
の
「
独
自
的
な
決
議
案
」
と
し
て
、
看
倣
す

(30
)
 

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
国
連
総
会
で
の
朝
鮮
に
関
す
る
混
乱
は
、

七
日
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
で
審
議
を
継
続
し
た
な
ら
ば
回
避
で
き
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
、

「
米
国
の
国
連
で
の
審
議
要
請
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
米
国
側
を
非
難
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
臨
時

朝
鮮
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
も
、

ソ
連
代
表
が
、
南
・
北
朝
鮮
の
「
朝
鮮
民
衆
代
表
の
招
請
」
を
提
案
す
る
や
、
米
国
側
は
南
・
北
朝
鮮

(31
)
 

民
衆
代
表
の
招
請
を
回
避
す
る
た
め
に
、

「国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
た
」
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
な
共
産
圏
諸
国
の
立
場
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ
ダ
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
第
三
の
立
場
を
支
持
し
て
い
た
国
家
の
代
表
は
、
米
国
修
正
案
に
賛
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
英
連
邦
諸
国
家
は
、
南
・
北
朝
鮮
民
衆

代
表
を
国
連
に
招
請
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
じ
る
米
・
ソ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
朝
鮮
問
題
を
国
連
の
枠
の
外
で
審
議
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
南
・
北
朝
鮮
民
衆
の
国
連
招
請
と
い
う
案
に
つ
い
て
も
、
国
連
重
視
の
外
交
政
策
の
建
前
か
ら

原
則
的
に
は
賛
成
し
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
反
対
し
て
い
た
。
し
か
し
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
と
い
う
国
連
委
員
会
を
設
置
し
て
、

そ
れ
が
現
地
で
あ
る
朝
鮮
で
、
朝
鮮
民
衆
代
表
と
協
議
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
等
の
立
場
と
も
矛
盾
し
な

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
エ
ヴ
ァ

ッ
ト
は
、
ソ
連
案
に
対
す
る
米
国
修
正
案
が
、
「
手
続
事
項
」
に
「
実
質
事
項
」
を
添
加
し
た
も
の
で
あ

(32
)
 

る
と
い
う
東
側
代
表
の
認
識
に
同
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
朝
鮮
民
衆
と
の
協
議
を
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
し
て
は
、
米
国
修
正
案
が
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
朝
鮮
人
民
と
の
協
議
を
規
定
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は
、

国
連
憲
章
の
精
神
と
も
合
致
す
る
も
の
と
し
て
受
け
取

っ
た
の
で
あ
り
、
手
続
き
事
項
に
実
質
事
項
を
添
加
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
朝
鮮

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
国
は
米
国
案
を
支
持
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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の
支
持
を
得
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。

(33
)
 

問
題
を
、
巨
視
的
に
解
決
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
些
細
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

案
の
修
正
案
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
米
・
ソ
が
対
立
す
る
状
況
の
下
で
は
、
朝
鮮
代
表
を
国
連
に
招
請
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
の
で
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
構
成
し
、
朝
鮮
民
衆
代
表
と
協
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と

(34
)
 

は
有
益
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
も
、
米
国
修
正
案
を
支
持
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
、
朝
鮮
民
衆
代

表
を
国
連
に
招
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
米
・
ソ
両
国
の
立
場
が
異
な
る
の
で
は
な
く
、
米
・
ソ
両
国
が
異
な
る
点
は
、
招
請
の
方
法
で

あ
る
と
受
け
と
め
て
い
た
。
そ
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、
米
国
修
正
案
が
、

真
の
意
味
で
の
ソ
連

ソ
連
案
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
朝
鮮
民
衆
の
国
連
招
請
が
一
年
も
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、

米
国
修
正
案
の
よ
う
に
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
代
表
と
協
議
す
る
方
法
は
、

ソ
連
側
の
主

張
す
る
方
法
よ
り
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。
さ
ら
に
、
米
国
修
正
案
に
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
制

(35
)
 

度
の
慣
行
に
も
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
米
国
修
正
案
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

既
述
し
た
理
由
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
各
国
は
、
米
国
の
修
正
案
を
支
持
し
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
は
米
国
を
支
持

し
て
い
た
が
、
英
連
邦
諸
国
が
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
に
同
調
し
て
い
た
の
は
、
英
連
邦
の
中
心
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
で
理
解

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
当
時
、

て
、
国
連
に
お
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
大
陸
で
経
済
問
題
、
原
子
力
開
発
、
植
民
地
問
題
な
ど
で
、
米
国
の
国
家
利

益
と
対
立
し
て
い
た
も
の
の
、
国
益
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
両
面
に
お
い
て
対
立
し
て
い
た
ソ
連
と
は
、

よ
り
一

層
対
立
し
て
い
た
。
そ
し

ソ
連
と
鋭
く
対
立
し
て
い
た
ス
エ
ズ
問
題
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
植
民
地
問
題
の
処
理
に
お
い
て
は
、
米
国

こ
う
し
て
、
朝
鮮
議
題
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
利
益
に
最
も
関
係
の
薄
い
問
題
に
つ
い
て
、
米
国
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
核
と
し
た
国
際
政
治
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
英
連
邦
諸
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
見
解
に
し
た
が
っ

立
場
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
に
よ

っ
て
も
支
持
さ
れ
た
。
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朝
鮮
代
表
の
国
連
招
請
を
期
待
し
て
い
た
。

れ
た
。

同
じ
こ
と
は
、

ベ
ネ
ル

ッ
ク
ス
三
国
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。
当
時
、
国
連
に
お
い
て
、
ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
国
家

（東
側
諸
国
）

(36
)
 

は
、
植
民
地
主
義
に
つ
い
て
、
鋭
い
非
難
の
矢
を
向
け
て
い
た
。
植
民
地
問
題
と
の
関
連
で
は
、
特
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
三
国
は
、
植
民
地
帝
国
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
と
連
帯
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
植
民
地
問
題
を
自
国
に
有
利
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
共
に
、
共
同
歩
調
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
立
場
を
支
持
し
、
植
民
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、

ベ
ル
ギ
ー
代
表
は
、
米
国
修
正
案
を
、
第

一
に
、
ソ
連
決
議
案
と
同
じ
く

「朝
鮮
代
表
の
参
加
な
く
し
て

(37
)
 

は
、
朝
鮮
問
題
は
公
正
に
処
理
で
き
な
い
」
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
作
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
。

ま
た
、
第
二
に
、
米
国
修
正
案
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
へ
の
招
請
を
促

進
、
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

修
正
案
を
支
持
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
英
連
邦
諸
国
と
ベ
ネ
ル

ッ
ク
ス
三
国
は
米
国
修
正
案
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
米
国
案
を
無
批
判
的
に
支
持
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
立
場
は
、

•••••• 

周
知
の
よ
う
に
、
米
国
は
、
朝
鮮
の
共
産
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
全
力
を
果
し
て
来
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
朝
鮮
の
米
国
化
」
を
恐
れ

て
い
た
ソ
連
代
表
は
、
朝
鮮
民
衆
の
代
表
招
請
を
求
め
た
決
議
案
で
、
「
南
・
北
朝
鮮
代
表
」
の
招
請
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
北

ま
た
、

ソ
連
決
議
案
に
対
す
る
米
国
修
正
案
に
お
い
て
、

て
行
動
し
て
い
た
。

ソ
連
決
議
案
の
修
正
案
と
し
て
看
倣
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
を
採
り
、
米
国

カ
ナ
ダ
代
表
に
よ

っ
て
、
最
も
よ
く
示
さ

ソ
連
側
が
規
定
し
て
い
る
「
南

・
北
朝
鮮
代
表
」
の
国
連
招
請
が
依
然
と
し
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カ
ナ
ダ
代
表
は
、

ソ
連
案
と
米
国
修
正
案
が
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
南

・
北
朝
鮮
代
表
」
の
国
連
招
請
に
反
対
し
た
の
で
あ
り
、

(38
)
 

後
述
す
る
よ
う
に
、
中
国
代
表
の
主
張
す
る
よ
う
な
「
全
朝
鮮
」
か
ら
の
代
表
招
請
に
賛
成
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
中
国
は
、
内
戦
を
有
利
に
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、

点
に
つ
い
て
は
、
建
前
と
し
て
は
、

過
程
で
、
米
国
の
援
助
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
点
も
あ
っ
て
、
中
国
代
表
は
、
国
連
に
招
請
さ
れ
る
べ
き
朝
鮮
民
衆
の
代
表
選
出
方
法

(40
)
 

に
つ
い
て
は
、
米
国
修
正
案
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
中
国
代
表
は
、
米
国
修
正
案
を
無
批
判
的
に

つ
ま
り
、
中
国
代
表
が
考
え
て
い
た
国
連
総
会
へ
の
招
請
さ
れ
る
べ
き
朝
鮮
代
表
は
、

「全
朝
鮮
」
を
真
に
代
表
す
る
者
を
意
味
し
た
の

で
あ
り
、
国
連
が
最
も
重
視
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
委
員
会
で
は
、
朝
鮮
の
相
互
に
対
立
す
る
党
派
的
立
場
の
見
解
を
聴
聞
し
て
は
な
ら

(41
)
 

な
い
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
に
立
っ
て
、
中
国
代
表
は
、
米
国
修
正
案
に
対
す
る
再
修
正
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
中
国

修
正
案
は
、
米
国
代
表
に
よ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
国
代
表
は
、
米
・
ソ
が
対
立
し
て
、
朝
鮮
が
分
断
さ
れ
て

い
る
状
況
の
下
で
も
、
「
全
朝
鮮
」
の
代
表
選
出
は
国
連
の
助
力
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

「国
連
朝
鮮
委
員

(42
)
 

会
」
の
朝
鮮
派
遣
は
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
代
表
は
、
「
国
連
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
米
国
修
正
案
に
つ
い
て
支
持
し
な
が
ら
も
、
米
・

支
持
し
た
の
で
は
な
い
。

で
な
い
と
述
べ
た
。

て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る
よ
う
に
、
米
国
も
南
北
朝
鮮
代
表
の
国
連
招
請
に
反
対
し
た
の
で
は
な
く
、
米
・
ソ
両
国
と
も
朝
鮮

の
現
状
固
定
を
望
ん
で
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
（
傍
点
筆
者
）

し
か
し
、
こ
う
し
た
米
ソ
両
国
の
決
議
案
に
対
し
、

カ
ナ
ダ
代
表
は
、
朝
鮮
を
二
つ
の
分
断
さ
れ
た
政
治
単
位
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き

ソ
連
と
の
対
決
を
避
け
て
来
た
故
に
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
と
い
う

(39
)
 

ソ
連
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
見
解
と

一
致
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
中
国
は
内
戦
を
遂
行
す
る
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る
分
断
の
固
定
化
に
も
反
対
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

が
あ
る
。

(43
)
 

イ
ン
ド
代
表
は
、
他
の
英
連
邦
に
属
す
る
諸
国
家
と
は
異
な
り
、
国
連
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
つ
い
て
は
賛
成
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
朝
鮮
代
表
の
招
請
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
米

・
ソ
両
国
の
主
張
に
反
対
で
あ
っ
た
。

案
に
反
対
し
た
の
は
、
「
ソ
連
代
表
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
決
議
案
は
、
『
原
則
』

下
で
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
の
は
、
不
可
能
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
イ
ン
ド
代
表
が
ソ
連

の
面
に
お
い
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
選
出
さ
れ
た
代
表

の
国
連
総
会
へ
の
出
席
は
、
総
選
挙
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
今
回
の
総
会
に
お
い
て
朝
鮮
代
表
の
参
加
の

(44
)
 

一
年
間
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

他
方
、
イ
ン
ド
代
表
は
米
国
修
正
案
に
つ
い
て
も
、
不
充
分
さ
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
米
国
の
修
正
案
の
規
定
す
る
よ
う
に
、

「朝
鮮
民
衆
代
表
が
、
『
国
連
委
員
会
』
に
出
席
し
、
国
連
朝
鮮
委
員
会
と
協
議
し
た
後
、
国
連
朝
鮮
委
員
会
が
国
連
中
間
委
員
会
に
報
告

(45
)
 

ソ
連
代
表
が
中
間
委
員
会
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
に
出
席
し
な
い
」
状
況
に
直
面
す
る
の
で
、
ソ
連
代
表
の
出
席

の
な
い
中
間
委
員
会
で
の
審
議
と
決
定
は
、
そ
の
権
能
の
有
効
性
が
疑
問
視
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

イ
ン
ド
代
表
は
、
「
朝
鮮
独
立
の
遅
延
に
つ
な
が
る
ソ
連
案
に
反
対
」
の
立
場
を
採

っ
て
お
り
、

「米
国
案
も
不
充
分
で
あ
る
」
と
い
う
こ

(46
)
 

と
で
棄
権
の
立
場
を
採
っ
た
。

こ
う
し
た
中
立
的
立
場
を
貰
徹
し
よ
う
と
し
た
イ
ン
ド
代
表
の
態
度
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

第

一
は
、
イ
ン
ド
が
持
つ
歴
史
的
背
景
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
英
国
の
長
期
的
統
治
と
支
配
を
受
け
た
体
験
と
記
憶
か
ら
対
外
的
な
問
題

に
つ
い
て
、
基
本
的
に
「
現
状
維
持
」
（
S
t
a
t
u
s
q
u
o
)

政
策
に
反
対
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
ド
が
一
九
世
紀
の
中
国
と
欧
米
・
日
本

(47
)
 

と
の
不
平
等
条
約
や
英
国
・
イ
ン
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
批
判
的
な
態
度
を
と
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
戦
後
の
朝
鮮
の
米
・
ソ
に
よ

ソ
両
国
案
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
背
景
を
想
起
す
る
必
要
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一
方
で
は
、

第
二
に
、
米

・
ソ
両
国
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
立
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
臨
時
政
府
首
相
ネ
ー
ル
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。
彼
は
一
九
四
六
年
九
月
イ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
の
集
会
に
お
い
て
、
新
し
い
イ
ン
ド
政
府
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「
自
主
的
政
策
(
m
d
e
,

p
e
n
d
e
n
t
 policy)

の
採
用
と
、
「
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
」

(
o
n
e
g
r
o
u
p
s
)

に
反
対
す
る
た
め
の
「
他
の
ブ
ロ
ッ
ク

(
t
h
e
o
t
h
e
r
 g
r
o
u
p
s
)

に
コ

(48) 

ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
路
線
を
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ン
ド
は
ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
主
義
陣
営
の
す
べ
て

が
「
悪
」
で
、
米
国
を
中
心
と
し
た
西
欧
の
資
本
主
義
諸
国
が
「
善
」
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
は
採
ら
な
か
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

(49
)
 

に
対
す
る
西
欧
諸
国
の
支
配
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ソ
連
の
支
配
と
同
様
に
、
イ
ン
ド
政
府
の
批
判
の
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
三
に
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
イ
ン
ド
の
立
場
の
決
定
に
、
最
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
は
、
当
時
、
国
連
内
で
審
議
し

て
い
た
国
境
問
題
を
め
ぐ
る
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
対
立
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

前
述
し
た
三
つ
の
要
因
が
三
重
映
し
に
な
っ
て
、
イ
ン
ド
は
ソ
連
案
に
反
対
し
、
米
国
側
に
好
意
を
示
し
な
が
ら
、
米
国
案
に
棄
権
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

め
て
お
こ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

ま
た
、

ソ
連
側
に
も
好
意
を
示
し
、
国
境
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
も
、
米
・
ソ
両
国
案
に
中
立
的
立
場
を
採
り
、

ソ
連
の
反
イ
ン
ド
的
立
場
を
最
大
に
喰
い
と

ア
メ
リ
カ
修
正
案
に
つ
い
て
は
棄
権
し
た
。

「
ソ
連
代
表
が
主
張
し
て
い
る
南
・
北
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
が

『原
則
』

つ
ま
り
、

で
あ
る
」
と
い
う
点
で
は
同
調
し
、
し
か
も
そ
れ
が
「
国

連
の
前
例
や
憲
章
の
精
神
に
適
合
す
る
」
と
認
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
朝
鮮
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
が
な
い
現
段
階
に
お
い
て
、
国
連
が
聴
聞

(50
)
 

す
る
『
真
の
代
表
』
を
第
一
委
員
会
が
招
請
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
」
と
述
べ
た
。
他
方
、
「
国
連
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
、
お
よ

び
朝
鮮
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
賛
成
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
も
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
「
国
連
総
会
」
の
聴
聞
を
遅
延
さ
せ
る

(51
)
 

面
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
反
対
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
代
表
は
、
「
国
連
に
招
請
さ
れ
る
べ
き
朝
鮮
代
表
は
、
『
全
朝
鮮
』

(52
)
 

の
民
衆
代
表
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
立
場
を
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ま
た
、

割
を
果
す
と
い
う
立
場
か
ら
米
国
の
修
正
案
に
賛
成
し
た
。

採
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
米
・
ソ
両
国
が
、
国
連
に
招
請
さ
れ
る
べ
き
代
表
を
「
南
・
北
朝
鮮
代
表
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
図
し
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
問
題
を
、
特
に
国
連
で
審
議
す
る
必
要
は
な
く
、
米
・
ソ
が
直
接

(53
)
 

交
渉
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
の
が
よ
り
有
効
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
、
北
欧
三
国
代
表
は
、

「朝
鮮
独
立
問
題
は
、
基
本
的
に
第
二
次
大
戦
中
の
敵
国
と
の
講
和
条
約
の
一
部
を
構

(54
)
 

成
す
る
問
題
で
あ
り
、
か
つ
戦
争
に
積
極
的
に
参
与
し
た
国
家
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
採

っ
て
お
り
、
第
二
に
、
「
朝
鮮
問
題
に

直
接
に
関
係
あ
る
米
・
ソ
両
国
が
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
連
で
審
議
す
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
朝
鮮
独
立
と
い
う
重
要
な
問

(55
)
 

題
を
検
討
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
朝
鮮
代
表
招
請
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
、

そ
れ
に
対
し
、
中
南
米
諸
国
は
、
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
直
接
的
関
心
が
少
な
く
、
ま
た
地
理
的
に
も
遠
く
離
れ
て
い
る
点
も
あ
っ
て
、

最
も
小
国
で
か
つ
、
米
国
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
ハ
イ
チ
、

た
。
こ
れ
ら
の
国
家
は
、

た
と
え
ば
、

ソ
連
案
に
棄
権
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
パ
ナ
マ
と
メ
キ
シ
コ
な
ど
以
外
の
発
言
は
な
か
っ

ア
メ
リ
カ
修
正
案
に
含
ま
れ
て
い
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
有
効
な
役

メ
キ
シ
コ
代
表
は
、
「
国
連
加
盟
国
の
多
数
は
、
朝
鮮
に
関
す
る
情
報
が
極
め
て
乏
し
い
し
、
か
つ
朝
鮮
問
題
の
公
正
な
審

(56
)
 

議
の
た
め
に
は
、
第

一
委
員
会
が
す
べ
て
の
事
実
に
関
す
る
完
全
な
情
報
を
持
つ
必
要
が
あ
る
」
の
で
、
朝
鮮
に
派
遣
す
る
「
国
連
臨
時

朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
に
よ

っ
て
、
国
連
が
協
議
す
べ
き
朝
鮮
民
衆
の
「
真
の
代
表
」

(57
)
 

を
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
代
表
は
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
朝
鮮
派
遣
は
、
朝
鮮
の
「
独
立
」
を
迅
速

に
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
妥
当
で
あ
り
、
朝
鮮
民
衆
の
国
連
招
請
を
短
時
日
内
に
実
現
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
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に
な
っ
た
。

(59
)
 

こ
う
し
て
、

「南
・
北
朝
鮮
」
民
衆
代
表
の
招
請
を
求
め
た
当
初
の
ソ
連
案
は
否
決
さ
れ
た
が
、
米
国
の
修
正
案
は
採
択
さ
れ
た
。
し
か

し、

こ
の
米
国
修
正
案
に
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
主
張
や
中
国
修
正
案
の
内
容
を
と
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
米

・
ソ
両
国
の
決
議
案
に
規
定
さ
れ
て
い
た

「南

・
北
朝
鮮
代
表
」
か
ら
「
南
北
」
と
い
う
文
字
が
削
除
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、

ソ
連
決
議
案
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
や
、

ソ
連
代
表
は
、
「
国
連
総
会
の
朝
鮮
問
題
の
審
議
過
程
で
、
朝
鮮
民
衆
の

一
九
四
七
年
一

0
月
三

0
日
、
こ
の
新
た

代
表
な
し
に
、
朝
鮮
問
題
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
も
し
そ
の
よ
う
な
形
で
、

『国
連
臨
時
朝
鮮
委
員

(60
)
 

会
』
が
設
置
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ソ
連
代
表
と
し
て
は
、
『
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
』
の
活
動
に
参
加
で
き
な
い
」
と
宣
言
す
る
と
共
に
、
新

(61
)
 

た
な
決
議
案
を
提
出
し
、
「
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
延
期
す
る
」
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
、

な
ソ
連
決
議
案
も
反
対
一
三
二
票
、
賛
成
六
票
、
棄
権
―
二
票
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

米

・
ソ
占
領
軍
の
撤
退
案

朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
論
議
は
、
朝
鮮
国
内
に
お
い
て
は
、
諸
政
治
勢
力
間
の
主
要
な
争
点
に
な
っ
て
い
た
が
、
米

・
ソ

両
国
に
と
っ
て
は
占
領
開
始
以
降
、
公
式
的
な
政
治
的
争
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し、

朝
鮮
問
題
が
国
連
総
会
の

「第
一
委
員
会
」
で
、
本
格
的
に
審
議
さ
れ
、
特
に
、
米
国
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
る
や
、

政
府
が
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
占
領
軍
の
撤
退
に
関
す
る
決
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
式
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

ソ
連
政
府
は
朝
鮮
か
ら
米
・
ソ
両
国
の
占
領
軍
が
完
全
に
撤
退
す
る
ま
で
は
朝
鮮
が
自
ら
の
政
府
を
自
由
に
樹
立
す
る
こ
と
は
で
き
な

ソ
連
決
議
案
を
中
心
に
I

(58
)
 

を
採
っ
て
、
米
国
修
正
案
を
支
持
し
た
。

ソ
連



(466) 神奈川法学第42巻2号 2009年 170 

「①、

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
よ
る
解
決
。

い
と
主
張
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

ソ
占
領
軍
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
隊
を

『即
時
・
同
時
撤
退
』
す
る
こ
と
を
勧
告
し
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
の
樹
立
を
朝
鮮
人
自
ら
に
委
ね
る
」
こ

と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
が
こ
の
よ
う
な
決
議
案
を
提
出
し
た
の
に
は
、

を
訓
練
さ
せ
て
一
九
四
七
年
末
に
は
相
当
の
北
朝
鮮
軍
兵
力
を
保
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
う
一
っ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に

(1
)
 

駐
屯
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
に
対
す
る
不
信
感
が
考
え
ら
れ
る
。
ソ
連
は
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
役
割
が
ギ
リ
シ
ャ
の
内
政
干
渉
に
あ
る

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
撤
退
に
し
た
が
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
肩
代
り
を
す
る
米
国
は
、
最
終
的
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の

(2
)
 

経
済
と
政
治
を
米
国
に
隷
属
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
と
受
け
止
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
が
朝
鮮
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、

ソ
連
は
「
総
会
が
米
・
ソ
両
国
政
府
に
対
し
て
、

二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
の
―
つ
は
、

ソ
連
の
主
張
す
る
占
領
軍
の
「
即
時
・
同
時
撤
退
」
の
立
場
に
対
し
て
、
米
国
は
反
対
し
た
が
、
そ
れ
は
南
朝
鮮
の
共

産
化
を
恐
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
立
場
は
、
南
朝
鮮
米
占
領
軍
の
米
陸
軍
省

(
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
of W
a
r
)
 

勧
告
案

(
r
e
c
o
m
m
e
n
d
a
t
i
o
n
s
)

通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

で
も
っ
と
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ソ
連
は
北
朝
鮮
占
領
以
来
、
北
朝
鮮
軍

占
領
軍
の
「
同
時
撤
退
」
が
米
・
ソ
間
に
お
い
て
政
治
的
争
点
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
七
年
九
月
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
述
し
た

ホ
ッ
ジ
米
占
領
軍
司
令
官
は
、
既
に
一
九
四
七
年
四
月
一

0
日
か
ら
、
米
陸
軍
省
の
指
令
に
基
づ
き
、

ソ
連
政

府
が
米
国
に
対
し
、
米
・
ソ
占
領
軍
の
「
同
時
撤
退
」
を
要
求
す
る
場
合
を
想
定
し
、
現
地
占
領
軍
が
取
り
得
る
対
応
策
を
検
討
さ
せ
て

(3
)
 

い
た
。
そ
し
て
、
四
月
二
八
日
勧
告
案
と
し
て
作
成
さ
れ
た
対
応
策
と
し
て
は
、
三
つ
の
方
法
を
考
え
て
い
た
。

へ
の

一
九
四
八
年
一
月

一
日
ま
で
南
・
北
朝
鮮
か
ら
米
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こ
の
三
つ
の
措
置
の
な
か
で
、
第
三
案
は
米
占
領
軍
の
権
限
外
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
案
を
採
る
場
合
に
お
い
て
生
じ
る
必

然
的
結
果
は
、

ソ
連
に
よ
る
朝
鮮
の
共
産
化
で
あ
る
が
故
に
支
持
で
き
な
い
し
、
米
・
ソ
合
同
委
員
会
に
よ
っ
て
、
第
一
案
の
実
現
が
不

(5
)
 

可
能
な
状
況
の
下
で
は
、
第
二
案
の
現
状
維
持
を
継
続
す
る
方
法
以
外
に
は
な
い
、
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
状
維
持
を
行
う
手

段
と
し
て
、
第
一
に
、

ソ
連
政
府
が
米
・
ソ
占
領
軍
の
「
同
時
撤
退
」
を
主
張
す
る
こ
と
は
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
違
反
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
米

・
ソ
・
英
・
中
の
署
名
四
ヶ
国
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
、
第
二
に
、

四
ヶ
国
会
議
に
お
い
て
は
、
占
領
軍
が
撤

退
す
る
以
前
に
朝
鮮
の
中
央
政
府
樹
立
の
基
本
的
原
則
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、

南
・
北
朝
鮮
の
人
口
比
例
に
基
づ
く
議
会
議
員
の
選
出
と
四
ヶ
国
監
視
下
の
総
選
挙
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
と
外
交
交
渉
過
程
で
主
張
す

(6
)
 

る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
た
。

以
上
か
ら
分
る
よ
う
に
、
米
国
は
米

・
ソ
占
領
軍
が
同
時
撤
退
し
、
朝
鮮
人
に
自
ら
の
政
府
を
組
織
さ
せ
る
こ
と
は
共
産
主
義
の
拡
張

に
つ
な
が
り
、

ソ
連
に
よ
る
南
朝
鮮
の
制
御
を
意
味
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
占
領
軍
の
同
時
撤
退
に
反
対
し
た
。

こ
う
し
て
、
米
国
は
国
連
に
お
け
る
ソ
連
の
占
領
軍
撤
退
案
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
「
国
連
機
関
の
監
視
の
下
で
選
挙
を
実
施
し
、
中
央

政
府
お
よ
び
国
防
軍
を
設
置
し
た
後
に
、
軍
隊
の
撤
退
を
行
う
」
と
い
う
構
想
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
、

朝
鮮
で
選
挙
実
施
を
監
視
す
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
は
、
占
領
軍
の
撤
退
に
先
行
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

で
は
、
米
・
ソ
両
国
の
こ
の
よ
う
な
立
場
に
対
し
、
国
連
加
盟
諸
国
は
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
第

一
に
、
米
国
の
決
議
案
を
支
持
し
た
国
家
は
、

②
、
現
状
の
継
続
。

(4
)
 

③
、
撤
退
に
対
す
る

一
方
的
決
定
。
」

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

フ
ィ
リ
ン
ピ
ン
、
中
国
、

エ
ル

・サ
ル
ヴ
ァ
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レ、｝ 

ド

メ
キ
シ
コ
な
ど
で
あ
っ
た
。
米
国
の
立
場
を
支
持
し
た
見
解
を
要
約
す
る
と
、
朝
鮮
民
衆
が
自
ら
の
政
府
を
譲
り
受
け
る
時
間
的

余
裕
を
持
つ
以
前
に
、
「
す
べ
て
の
占
領
軍
が
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
は
朝
鮮
に
政
治
的
・
軍
事
的
空
白
状
態
」
を
作
り
出
し
「
混
乱
と

(7
)
 

分
裂
」
に
導
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
外
国
軍
隊
の
占
領
の
下
で
は
、
「
自
由
選
挙
」

が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
ソ
連
代
表
の
主
張
は
、
妥
当
で
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
「
国
連
朝
鮮
委
員
会
」
の
朝
鮮
駐

在
は
朝
鮮
で
の
選
挙
が
自
由
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
条
件
に
な
る
と
と
も
に
、
「
朝
鮮
人
が
自
ら
の
国
防
軍

(security
forces) 

(8
)
 

を
組
織
す
る
ま
で
の
秩
序
維
持
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
」
、
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。
そ
し
て
、
占
領
軍
の
単
な
る
撤
退
に
よ
っ
て
統
一
・

独
立
し
た
朝
鮮
政
府
の
樹
立
が
導
か
れ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

鮮
の
完
全
な
独
立
の
保
障
に
関
す
る
責
任
履
行
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
こ
れ
ら
の
国
家
が
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
か
を
少
々
考
察
し
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
代
表
は
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
樹
立
以
前
に
占
領
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
朝
鮮
に
「
混
乱
と
分
裂
」
を

(9
)
 

招
く
こ
と
に
な
る
と
み
て
お
り
、
第
二
に
、
す
で
に
米
国
の
決
議
案
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
と
い
う
「
管

理
委
員
会
」
(s
u
p
e
r
v
i
s
o
r
y
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
占
領
軍
が
自
由
選
挙
を
妨
害
す
る
」
と
い
う

(10
)
 

こ
と
で
米
国
案
に
反
対
す
る
こ
と
は
正
当
な
論
理
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
も
ア
メ
リ
カ
の
立
場
を
支
持
し
た
。

か
ら
の
占
領
軍
の
即
時
撤
退
お
よ
び
非
管
理

(n
o
n
'
s
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
)
下
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
朝
鮮
に
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
と
指
摘
し
、
朝
鮮
で
選
挙
を
実
施
す
る
と
す
れ
ば
国
連
の
朝
鮮
委
員
会
の
監
視

(
0
b
s
e
r
v
a
 tion)

の
下
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
オ
ー
ス

(11
)
 

ト
ラ
リ
ア
代
表
と
共
に
、
占
領
軍
の
撤
退
よ
り
も
朝
鮮
の
中
央
政
府
の
樹
立
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
―
―
一
国
の
一
っ
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
代
表
も
米
国
案
を
支
持
し
、
同
代
表
は
「
朝
鮮
の
国
内
秩
序
を
維
持
す
る
唯
一
合
法
的

ま
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、
朝
鮮

ソ
連
側
が
提
出
し
た
決
議
案
を
採
択
す
る
こ
と
は
、
朝
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現
存
団
体

(existing
b
o
d
y
)

は
米
・
ソ
両
占
領
当
局
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
、
朝
鮮
の
中
央
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
ま
で
占

(12
)
 

領
軍
が
朝
鮮
に
駐
屯
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
「
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
一

0
万
の
最
精
鋭
の
北
朝
鮮
軍
が
存
在
し
、
そ
れ
は
占

(13
)
 

領
軍
が
撤
退
し
た
状
況
の
下
で
は
、
南
朝
鮮
地
域
の
民
衆
に
対
し
圧
力
と
し
て
作
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
朝
鮮
の
中
央
政
府
樹

立
以
前
に
、
占
領
軍
の

「
即
時
・
同
時
撤
退
」
を
求
め
る
ソ
連
案
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
招
請
に
関
す
る
ソ
連
決
議
案
の
米
国
修
正
案
に
つ
い
て
は
か
な
り
批
判
的
で
棄
権
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
の
撤
退
に
つ
い
て
は
反
対
し
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
を
規
定
す
る
米
国
の
立
場
に
つ
い
て

は
賛
成
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
朝
鮮
の
場
合
に
は
四

0
年
以
上
も
自
ら
の
政
府
を
所
有
し
た
経
験
が
な
く
、
ま
た
過
度
期
間
に
お
い
て
、

朝
鮮
の
行
政
権
を
掌
握
す
る
当
局
が
な
い
の
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
自
由
選
挙
の
保
障
を
確
保
す
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
設
置
す

(14
)
 

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
白
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
は
、

を
支
持
し
、
す
べ
て
の
占
領
軍
の
即
時
撤
退
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
米
国
決
議
案
に
反
対
し
た
。

ソ
連
の
立
場

ソ
連
の
立
場
を
支
持
し
た
こ
れ
ら
の
国
家
の
代
表
は
、
外
国
軍
隊
の
駐
屯
の
下
で
は
自
由
選
挙
の
実
施
が
不
可
能
で
あ
り
、
米
国
は
現

に
朝
鮮
に
お
い
て
占
領
軍
に
よ
る
「
反
動
政
策
」
を
永
久
化
す
る
た
め
に
、
占
領
軍
の
駐
屯
に
よ
り
自
由
選
挙
を
妨
げ
米
国
支
配
下
に
お

(15
)
 

か
れ
る
「
愧
儡
政
権
」
を
作
ろ
う
と
企
圏
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。
ま
た
、
東
側
の
国
家
代
表
は
、

モ
ス
ク
ワ
協
定
に
基
づ
く
朝
鮮
問
題

の
解
決
の
失
敗
お
よ
び
朝
鮮
国
内
に
お
け
る
政
治
的
混
乱
は
米
国
側
の
責
任
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
裏
づ
け
と
し
て
南
・
北
朝
鮮
の
政
治

(16
)
 

的
状
況
を
比
較
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
国
決
議
案
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
選
挙
を
監
視
す
る
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
は
、
朝
鮮
民
衆
の
国

内
問
題
に
対
す
る
不
当
な
「
内
政
干
渉
」
で
あ
り
、
自
由
か
つ
公
正
な
選
挙
を
保
障
す
る
唯
一
の
方
法
は
、

）
れ
に
対
し
て
、

ソ
連
代
表
が
提
案
し
た
よ
う
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）
れ
に
対
し
て
、

当
時
、

政
府
と
し
て
看
倣
し
得
な
い
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。

残
り
の
半
数
が
「
暴
力
的
手
段
」
で
選
ば
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
東
側
に
属
す
る
国
家
の
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
対
応
を
も
う
少
し
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
最
初
に
、
ギ
リ
シ
ャ
議
題
を
め
ぐ

っ
て
安
保
理
で
米
国
と
尖
鋭
な
対
立
を
し
て
い
た

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
の
立
場
で
あ
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
は
「
朝
鮮
民
衆
が
自
ら
の
政
体
を
自
由
に
決
め
る
唯
一
の
方
法
は
、
占
領
軍
の
撤
退
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で

(18
)
 

あ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
占
領
軍
の
朝
鮮
駐
屯
、
特
に
、
米
国
占
領
軍
の
朝
鮮
駐
屯
が
い
か
な
る
形
で
「
朝
鮮
独
立
」
と
「
中
央
政
府

(19
)
 

形
成
」
を
阻
害
し
て
来
た
か
を
論
じ
た
。
彼
が
あ
げ
た
第
一

の
点
は
、
米
国
が
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
展
開
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
鮮

に
お
い
て
も
反
動
政
策
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

の
八

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
農
民
お
よ
び
人
民
委
員
会
が
民
主
的
諸
改
革
を
求
め
た
時
に
そ
れ
を
弾
圧
し
た
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
南
朝
鮮
の
、

い
わ
ゆ
る
「
過
度
立
法
院
」
な
る
も
の
は
、
そ
の
半
数
が
米
国
占
領
当
局
の
任
命
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
お
り
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
南
朝
鮮
政
府
を
「
民
主
的
」
な

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
安
全
保
障
理
事
会
で
ギ
リ
シ
ャ
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
西
側
諸
国
と
鋭
く
対
立
し
て
い
た
。
ま
た
、
安
全

保
障
理
事
会
に
お
い
て
、

ソ
連
が
「
拒
否
権
」
を
継
続
的
に
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
ギ
リ
シ
ャ
問
題
の
解
決
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
代
表
は
一
九
四
七
年
七
月
二
五
日
、
第
一
委
員
会
の
第
六

0
回
会
議
に
お
い
て
、
総
会
が
「
特
別
委
員
会
」
を
創
設

し
て
ギ
リ
シ
ャ
問
題
に
対
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
介
入
を
調
査
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
は
、

ギ
リ
シ
ャ
に
は
イ
ギ
リ
ス
軍
隊
の
援
助
に
よ

っ
て
、
ナ
チ
協
力
者
に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

政
権
が
樹
立
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
そ
の
よ
う
な
政
府
を
積
極
的
に
支
持
し
て
お
り
、
米
国
の
介
入
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ギ
リ

の
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

(17
)
 

な
「
す
べ
て
の
占
領
軍
の
撤
退
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
占
領
軍
の
撤
退
の
下
で
朝
鮮
民
衆
の
民
主
的
な
基
盤
に
基
づ
い
て
自
ら

つ
ま
り
米
国
は
第
二
次
大
戦
終
了
後
の
朝
鮮
占
領
以
来
、
朝
鮮
人
口
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ま
た
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
は
、
ソ
連
案
が
採
択
さ
れ
れ
ば

軍
撤
退
だ
け
が
朝
鮮
独
立
の
た
め
の
最
善
の
道
で
あ
る
と
述
べ
た
。

一
九
四
七
年
七
月
一
九
日
に
暗
殺
さ
れ
た
呂
運
亨
の
事
件
と
そ
の
他

シ
ャ
の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
北
部
地
方
に
お
け
る
内
戦
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
米
国
、
ギ
リ
シ
ャ

に
そ
れ
ぞ
れ
責
任
が
あ
る
と
し
、
米
・
英
が
ギ
リ
シ
ャ
反
動
政
権
の
侵
略
政
策
に
協
力
し
て
い
た
と
非
難
し
て
い
た
。
と
同
時
に
、
ギ
リ

シ
ャ
問
題
を
正
し
く
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
駐
屯
の
「
外
国
軍
隊
」
と
「
軍
事
使
節
国
」
の
撤
退
が
前
提
条
件
に
な
る
と
い
う

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
も
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
を
め
ぐ
る
米
国
、

英
国
の
ギ
リ
シ
ャ
内
政
介
入
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
延
長
線
か
ら
論
じ
た
と
い
う
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
二
に
、
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
代
表
が
あ
げ
た
理
由
は
、
米
国
が
「
朝
鮮
分
断
」
を
永
久
化
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
陰
謀
を
行
っ
て

(20
)
 

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
、

一
九
四
六
年
―
二
月
に
米
国
を
訪
問
し
た
李
承
晩
が
―
二
月
一
三
日
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

(21
)
 

ク

・
タ
イ
ム
ズ
紙
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
「
朝
鮮
で
米
国
軍
は
駐
留
す
べ
き
で
あ
り
、
ソ
連
軍
は
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と

(22
)
 

や
、
ま
た
、
帰
国
し
て
か
ら
「
南
朝
鮮
の
単
独
政
府
樹
立
に
対
す
る
米
国
の
承
認
を
得
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

第
三
に
あ
げ
た
理
由
は
、
米
国
側
が
南
朝
鮮
国
内
で
テ
ロ
分
子
や
反
動
分
子
を
保
護
す
る
反
面
、
朝
鮮
の
民
主
的
指
導
者
に
対
す
る
弾

圧
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
例
と
し
て
、

の
多
く
の
政
治
家
お
よ
び
民
主
的
傾
向
の
新
聞
が
米
国
占
領
当
局
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
米
国
占
領
軍
当
局
の
南
朝
鮮
で
の
非
合
法
的
な
行
動
は
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
機
能
を
阻
害
し
よ
う
と
す
る
米
国
政
府
の
意
図
の

表
現
で
あ
り
、
ま
た
占
領
軍
の
撤
退
よ
り
も
先
に
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
設
置
を
主
張
す
る
理
由
も
同
様
な
目
的
か
ら
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
国
連
の
ギ
リ
シ
ャ
議
題
と
の
関
連
で
、
安
全
保
障
理
事
会
で
構
成
さ
れ
た
「
国
連
調
査
委
員
会
」

．
）
と
同
じ
よ
う
に
、
内
政
干
渉
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。
そ
し
て
、
占
領

戸
‘
o
m
m
1
s
s
1
o
n
of Invest1gat1on 

一
九
四
八
年
中
に
、
朝
鮮
に

「自
由
な
政
府
」
(
F
r
e
e
G
o
v
e
r
n
,
 

立
場
を
採
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
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m
e
n
t
)
が
樹
立
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
米
国
案
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
今
後
、

二
、
三
年
内
に
朝
鮮
の
独
立
政
府
が
樹
立

(23
)
 

さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
、
と
い
う
立
場
か
ら
占
領
軍
の
撤
退
を
求
め
る
ソ
連
決
議
案
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
、
占
領
軍
の
朝
鮮
駐
屯
は
、

第
一
に
、
「
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
複
雑
化
す
る
だ
け
で
な
く
遅
延
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
は
過
去
二
年

(24
)
 

間
の
占
領
軍
の
朝
鮮
駐
屯
期
間
中
に
米
・
ソ
両
国
の
間
で
い
か
な
る
協
力
の
基
盤
を
も
作
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
占
領
軍
の
早
急
な
撤
退
は
選
挙
実
施
を
促
進
し
、
米
・
ソ
両
国
間
の
不
必
要
な
疑
惑
を
除
去
す
る
の
に
必
要
不

(25
)
 

可
欠
な
措
置
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

第
二
に
、
占
領
軍
の
撤
退
が
朝
鮮
の
「
政
治
的
混
乱
」
に
導
く
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
米
国
案
支
持
派
の
主
張
に
対
し
て
も
反
論
し
た
。

つ
ま
り
、
米
国
の
立
場
を
支
持
す
る
そ
の
よ
う
な
主
張
は
、
朝
鮮
民
衆
が
「
政
治
的
成
熟
度
を
欠
如
し
て
い
る
」
と
い
う
点
を
根
拠
と
し

て
い
る
が
「
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
選
挙
実
施
以
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
成
熟
度
は
そ

(26
)
 

れ
ほ
ど
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
」
の
で
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に
は
同
調
で
き
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
米
国
決
議
案
が
占
領
軍
撤
退
以
前
に
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
「
国
連
臨
時
朝

鮮
委
員
会
」
の
機
能
が
「
外
国
に
よ
る
干
渉
か
ら
朝
鮮
を
保
護
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
内
政
へ
の
干
渉
、
お
よ
び
そ
の
干
渉
を
永

(27
)
 

久
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
国
連
憲
章
の
原
則
に
反
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代

表
の
主
張
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
側
諸
国
が
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
が
内
政
へ
の
干
渉
と
そ
の
永
久
化
に
つ
な
が
る

と
い
う
立
場
を
採
っ
た
の
は
ギ
リ
シ
ャ
問
題
の
処
理
過
程
で
設
置
さ
れ
た
「
国
連
調
査
委
員
会
」
の
多
数
派
提
案
と
関
連
が
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
問
題
が
発
生
し
た
当
初
、
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
「
国
連
調
査
委
員
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
米
、

ド
を
中
心
と
し
た
安
全
保
障
理
事
国
構
成
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

れ
た
「
国
連
調
査
委
員
会
」
の
報
告
書
で
は
、
米
国
を
中
心
と
し
た
多
数
派
と
、

ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
少
数
派
の
見
解
が
全
く
異
な
っ

一
九
四
七
年
六
月
二
五
日
に
発
表
さ

ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
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を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
第
二
回
国
連
総
会
で
米
国
代
表
が
ギ
リ
シ
ャ
問
題
と
の
関
連
で
「
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
主
張
し
た
の
に
対

し
て
、

ソ
連
を
中
心
と
し
た
東
側
諸
国
は
ギ
リ
シ
ャ
に
関
す
る
調
査
委
員
会
の
前
例
か
ら
み
て
、
関
係
国
の
内
政
に
対
す
る
外
国
の
干
渉

さ
ら
に
、

(28
)
 

し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
は
朝
鮮
占
領
軍
撤
退
を
一
九
四
八
年
一
月
一
日
ま
で
に
求
め
る
ソ
連
案
を
、

そ
の
一
っ
は
、

連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
管
轄
の
下
で
は
、
米
国
代
表
が
主
張
す
る
よ
う
な
『
自
由
選
挙
』

つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
で
支
持

モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
の
決
定
に
基
づ
く
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
活
動
は
、
同
委
員
会
の
米
国
代
表
の
妨
害
活

そ
の
二
は
、
占
領
軍
の
継
続
的
駐
屯
は
朝
鮮
独
立
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
モ
ス
ク
ワ
協
定
の
内
容
の
遂
行
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
は
、
「
占
領
軍
の
撤
退
だ
け
が
朝
鮮
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
外
国
軍
隊
の
駐
屯
お
よ
び
虚
構
の
「
国

の
実
施
は
不
可
能
で
あ
り
、
外
国
軍
隊
の
撤

(29
)
 

退
の
み
が
真
の
意
味
で
の
『
民
主
的
自
決
権
』

(
d
e
m
o
c
r
a
t
i
c
s
e
l
f
'
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
n
)
を
朝
鮮
民
衆
に
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
「
米
国
代
表
が
ソ
連
決
議
案
に
積
極
的
に
反
対
す
る
こ
と
は
朝
鮮
の
将
来
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
秘
密
計
画

(
s
e
c
r
e
t
p
l
a
n
s
)

を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
つ
ま
り
、
「
米
占
領
軍
の
駐
屯
の
下
で
選
挙
を
実
施
し
、
国
防
軍
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
全
朝

(30
)
 

鮮
に
『
満
州
国
』
と
類
似
し
た
愧
儡
政
権
を
樹
立
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
採
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
代
表
は
、

ソ
連
決
議
案
を
遂
行
す
る
こ
と
は
朝
鮮
の
主
権
を
回
復
す
る
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
か
ら
全
外

国
軍
隊
を
撤
退
す
る
計
画
は
、
朝
鮮
の
民
主
的
政
党
お
よ
び
社
会
団
体
に
外
国
の
干
渉
な
し
に
民
主
的
政
府
と
国
防
軍
を
創
設
す
る
機
会

と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

動
に
よ
っ
て
失
敗
し
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

を
招
く
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
反
対
し
た
。
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と
に
反
対
し
た
。

ソ
連
の
主
張
す
る
「
占
領
軍
の

『即
時
撤
退
』
を

(31
)
 

内
容
と
し
た
決
議
案
は
朝
鮮
が
行
政
権
を
掌
握
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
を
持
た
な
い
の
で
混
乱
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
立
場
を

採
り
、
他
方
に
お
い
て
は
、
「
米
国
が
構
想
し
て
い
る
占
領
軍
の
撤
退
、

つ
ま
り
朝
鮮
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
を
樹
立
し
、
国
防
軍
を
編
成
し

(32
)
 

た
後
、
占
領
軍
の
同
時
撤
退
を
調
整
す
る
と
い
う
構
想
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
」
と
し
て
非
難
し
た
。

に
規
定
さ
れ
た
よ
う
な
地
域
的
基
盤
で
は
な
く
、
全
国
的
基
盤
に
基
づ
い
て
選
挙
を
実
施
し
、
朝
鮮
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府

(national
gov, 

e
r
n
m
e
n
t
)
を
樹
立
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
他
方
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
樹
立
後
に
、
す
ぐ
国
防
軍
を
組
織
し
、
軍
事
的
類
似
団
体
を
解

(33
)
 

体
す
る
と
と
も
に
、
占
領
軍
の
撤
退
に
つ
い
て
は
「
一
定
期
間
内
に
撤
退
す
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
を
採
っ

た
。
イ
ン
ド
代
表
が
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
の
対
立
に
巻
き
こ
ま
れ
な
い
た
め
に
、
中
立
を
守
り
な
が
ら
も
、
朝
鮮
の
占
領
軍
撤
退

問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
明
確
な
撤
退
期
間
設
定
を
求
め
て
い
た
の
は
、

て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
撤
退
を
求
め
て
い
た
立
場
か
ら
当
然
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
態
度
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
米
国
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
代
表
は
、
朝
鮮
に
中
央
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
以
前
に
占
領
軍
が
撤
退
す
る
こ

）
の
よ
う
な
立
場
か
ら
イ
ン
ド
代
表
は
、
米
・
ソ
両
国
が
、

一
九
四
七
年
一

0
月
二

0
日
カ

シ
ミ
ー
ル
国
境
を
侵
略
し

―
つ
は
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
制
御
の
下
で
、
米
・
ソ
の
決
議
案

ソ
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
イ
ン
ド
代
表
は
、

欧
三
国
は
い
か
な
る
立
場
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
米
・
ソ
両
国
や
そ
の
支
持
国
家
の
立
場
に
対
し
、

ア
ジ
ア
、

ま
ず
第
一
に
、
イ
ン
ド
代
表
の
立
場
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
イ
ン
ド
は
ジ
ャ
ム
ー

(
J
a
m
m
u
)
と
カ
シ
ミ
ー
ル

(
K
a
s
h
1
m
i
r
)
お

よ
び
ハ
イ
ド
ラ
バ

ー
ド

(
H
y
d
r
a
b
a
d
)

問
題
の
解
決
を
自
国
に
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
、
国
連
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
既
に
考

察
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
は
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
は
基
本
的
に
米
・
ソ
両
国
に
批
判
的
な
立
場
を
採
り
つ
つ
、
米
・

一
方
に
お
い
て
、

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、

ア
ラ
ブ
諸
国
お
よ
び
北
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フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
は
、
「
す
べ
て
の
占
領
軍
が
朝
鮮
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
以
前
に
撤
退
す
れ
ば
、
朝
鮮
に

『政
治
的
空
白
』

(34
)
 

が
作
ら
れ
混
乱
と
無
秩
序
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
ソ
連
も
否
認
で
き
な
い
点
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

中
国
代
表
は
「
朝
鮮
に
発
生
す
る
す
べ
て
の
こ
と
が
、
中
国
の
北
部
に
直
接
的
影
響
を
及
ほ
す
の
で
、
朝
鮮
に
お
け
る
占
領
軍
は
、
朝

(35) 

鮮
の
完
全
な
独
立
、
つ
ま
り
朝
鮮
の
中
央
政
府
の
樹
立
お
よ
び
国
防
軍
の
創
設
以
後
に
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
中
国
代
表
が

こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
の
は
中
国
の
国

・
共
内
戦
の
推
移
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
中
国
共
産
党
と
内
戦
を
行
っ

て
い
た
蒋
介
石
は
当
時
、
満
州
地
域
に
お
い
て
、
激
し
い
攻
防
戦
を
展
開
し
て
い
た
。
当
時
の
情
勢
は
、

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
指
示
に

よ
っ
て

一
九
四
七
年
七
月
一
六
日
か
ら
九
月

一
八
日
ま
で
に
中
国
実
清
を
調
査
し
た
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
が
中
国
共
産
党
の
満
州
政
府
樹
立

こ
う
し
た
中
国
の
政
治
状
況
の
な
か
で
、

さ
ら
に
、
朝
鮮
か
ら
米
・
ソ
の
占
領
軍
、
特
に
、
米
軍
が
撤
退
し
、
朝
鮮
が
共
産
化
し
た
場

合
の
国
民
党
政
府
の
苦
境
を
考
え
れ
ば
、
朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
の
撤
退
が
満
州
地
域
に
そ
の
ま
ま
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
に

反
対
す
る
国
民
党
政
府
の
立
場
を
想
像
す
る
の
は
難
か
し
く
は
な
い
。
そ
し
て
特
に
「
ソ
連
政
府
の
主
張
し
て
い
る

一
九
四
八
年
一
月
一

日
ま
で
の
米
・
ソ
占
領
軍
の
朝
鮮
か
ら
の
撤
退
は
あ
ま
り
に
も
現
実
無
視
の
考
え
で
あ
り
、
ま
た
北
朝
鮮
に
、
ソ
連
に
よ
っ
て
装
備
、
訓

(36
)
 

練
さ
れ
た
一
五
万
名
の
軍
隊
が
あ
る
こ
と
は
、
占
領
軍
の
撤
退
を
さ
ら
に
困
難
に
す
る
要
因
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

で
は
、
朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
撤
退
に
関
し
て
、
中
南
米
諸
国
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
採

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
節
で
既
に
若
干
ふ
れ
た
如
く
、
戦
後
に
お
け
る
中
南
米
諸
国
で
は
、
対
米
関
係
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
力
に
台
頭
し
た

r̀、
、
土
寸
こ
、

カ

片

l
>

一
九
四
八
年
ま
で
に
は
中

・
南
米
諸
国
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
政
権
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
自
国
内
の
外
国
勢

カ
の
排
撃
の
主
張
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
は
朝
鮮
問
題
の
よ
う
に
地
政
学
上
か
ら
み
て
自
国
の
国
家
利
益
と
直
接
に
関
連

の
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
米
国
に
対
す
る
政
治
、
経
済
的
考
慮
か
ら
、

を
報
告
す
る
ほ
ど
国
民
党
政
権
に
不
利
で
あ

っ
た
。

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、

メ
キ
シ
コ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
よ
う
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ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
は
、

な
親
米
的
小
国
を
除
け
ば
、

伝
統
的
に
中

・
南
米
諸
国
は
、
米
国
か
ら
領
土
的
脅
威
を
受
け
て
い
た
関
係
か
ら
イ
ン
ド
代
表
の
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
立
場
に
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
賛
成
し
、
朝
鮮
か
ら
占
領
軍
が
早
急
に
撤
退
す
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
た
。

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
よ
う
な
小
国
と
メ
キ
シ
コ
が
米
国
の
立
場
を
支
持
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
々

ま
ず
第
一
に
、

し
た
ア
レ
マ
ン

メ
キ
シ
コ
の
場
合
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
説
明
で
き
よ
う
。

(
M
i
g
u
e
l
 A
l
e
m
a
n
)

は
親
米
主
義
者
で
あ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
と
は
個
人
的
に
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
関
係
の
中
で
米
国
と
メ
キ
シ
コ
間
に
は
緊
張
関
係
が
な
か
っ
た
。

刑
さ
れ
た
。

一
九
三

0
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
ト
ル
ヒ
ー
ヨ

(Rafael
L. TruJ11lo)
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
が
、
彼

は
極
端
な
反
共
主
義
者
で
あ
り
、
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
体
制
の
批
判
者
は
す
べ
て
共
産
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
名
目
で
適
法
な
裁
判
も
な
し
に
処

エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
代
表
は
朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
撤
退
は
、
第

一
に
、
も
し
占
領
軍
が
即
時
撤
退
す
れ
ば
異
質
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

め
に
は
暫
定
期
間
の
占
領
軍
駐
屯
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、

間
の
衝
突
を
不
可
避
に
す
る
の
で
、
そ
れ
は
国
内
的
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
南
北
間
の
相
剋
を
回
避
す
る
た

(37
)
 

ソ
連
案
の
よ
う
な

「占
領
軍
の
即
時
撤
退
は
好
ま
し
く
な
い
」
と
い
う
立
場

を
採
っ
た
。
第
二
に
、
同
代
表
は
占
領
軍
が
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
以
前
に
、

の
―
つ
は
、
朝
鮮
の
統
一
、
独
立
は
民
主
的
政
府
樹
立
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
朝
鮮
の
民
主
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル

政
府
は
国
内
の
治
安
を
維
持
で
き
る
警
察
を
組
織
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

二
つ
の
条
件
を
整
え
る
独
立
過

程
で
は
占
領
軍
が
朝
鮮
に
駐
屯
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
米
国
の
立
場
を
支
持
し
た
。

は
米
国
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
無
関
心
で
発
言
も
し
て
い
な
い

。

つ
ま
り
一
九
四
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
当
選

二
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
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案
に
賛
成
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
は
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
占
領
軍
の
撤
退
に
つ
い
て
、

係
に
あ
っ
た
。

た
。
そ
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
代
表
は
既
述
し
た
よ
う
な
立
場
か
ら
朝
鮮
の
早
急
な
独
立
を
望
み
、
朝
鮮
か
ら
の
外
国
軍
隊
の
撤
退
に
賛
成
し

エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
即
時
撤
退
に
支
持
を
表
明
し
た
ソ
連
が
提
出
し
た
朝
鮮
か
ら
の
占
領
軍
撤
退
を
求
め
る

寺
こ
、

牛

ー

ソ
両
国
の
占
領
軍
に
よ
る
朝
鮮
の
内
政
干
渉
に
反
対
し
た
。

あ
る
。

他
の
中
南
米
諸
国
同
様
、
急
進
勢
力
が
急
激
に
成
長
し

一
九
四
四
年
若
手
将
校
が
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

(
G
e
n
e
r
al
 
H
e
r
n
a
n
d
e
z
 M
a
r
t
i
n
e
z
)
 

エ
ル

・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
第

一
の
理
由
は
、
同
国
が
既
成
権
益
と
強
い
紐
帯
を
持
っ
て
い
た
保
守
的
な
力

ス
タ
ネ
ダ

(
G
e
n
e
r
a
l
S
a
l
v
a
d
o
r
 C
a
s
t
a
n
e
d
a
 C
a
s
t
r
o
)

に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
で
も

保
守
政
権
を
打
倒
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
権
力
闘
争
に
よ
っ
て
、
政
治
権
力
が
再
び
保
守
的
な
カ
ス
タ
ネ
ダ
将
軍
に
掌
握

(38
)
 

さ
れ
た
。

そ
の
上
、
第
二
に
、
同
国
は
中
南
米
諸
国
の
中
で
、
最
も
小
国
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
主
な
生
産
物
で
あ
る
コ

ー
ヒ
ー
と
綿
を
世
界

市
場
に
輸
出
し
て
国
家
財
政
を
ま
か
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
主
た
る
輸
出
市
場
が
米
国
で
あ
り
、
経
済
的
に
依
存
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
で

他
方
、

ア
ラ
ブ
諸
国
は
、
朝
鮮
に
米

・
ソ
両
国
の
占
領
軍
が
駐
屯
す
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
採
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
ア
ラ
ブ

諸
国
が
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
駐
屯
問
題
を
か
か
え
て
い
る
関
係
も
あ
っ
て
、
外
国
占
領
軍
駐
屯
一
般
に
つ
い
て
撤
退
を
求
め

る
の
が
こ
れ
ら
諸
国
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
立
場
は
国
連
に
お
け
る
シ
リ
ア

・
レ
バ
ノ
ン
問
題
お
よ
び

(39
)
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
問
題
に
つ
い
て
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
う
し
た
立
場
を
最
も
強
く
主
張
し
た
の
は
エ

ジ
プ
ト
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
民
族
自
決
の
原
則
と
主
権
平
等
の
原
則
に
基
づ
い
て
外
国
の
占
領
軍
の
撤
退
を
主
張
し
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
代
表
は
、
米
・

や
や
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
同
情
的
で
あ
っ
た
米
国
と
は
対
立
関
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し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
が
極
度
に
悪
化
し
た
エ
ジ
プ
ト
を
除
き
、

前
述
の
如
く
、

ア
ラ
ブ
諸
国
の
発
言
と
投
票
と
の
間
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
国
連
に
お
い
て
ア
ラ
ブ
利
益
に
直

結
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
審
議
に
直
面
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
国
連
の
パ
レ
ス
チ
ナ
議
題
は
、
米
・
ソ
が
対
立
し
て

い
た
朝
鮮
議
題
の
審
議
に
お
い
て
、
同
問
題
に
関
す
る
ア
ラ
ブ
の
態
度
が
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
関
す
る
加
盟
国
の
立
場
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
ア
ラ
ブ
諸
国
の
行
動
を
制
約
す
る
要
因
と
な
っ
た
。

(40
)
 

ま
た
北
欧
三
国
は
占
領
軍
撤
退
に
関
し
て
は
中
立
的
立
場
を
採
り
、
米
国
案
に
は
棄
権
の
立
場
を
採
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
米
国
代
表
は
一
九
四
七
年
―
一
月
四
日
に
よ
り
多
く
の
政
治
的
支
持
を
取
り
つ
け
る
た
め
に
、

(41
)
 

七
日
付
で
提
出
し
た
自
国
の
決
議
案
に
対
す
る
修
正
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
修
正
案
は
、
特
に
、
イ
ン
ド
や
オ
ラ
ダ
代
表
な
ど
の
立
場
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ラ
ブ
諸
国
は
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
表
決
に
際
し
て
棄
権

米
国
の
修
正
決
議
案
に
お
い
て
は
、
「
占
領
軍
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
選
挙
を
実
施
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
原
案

か
ら
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
」
と
い
う
部
分
が
削
除
さ
れ
、
選
挙
は
地
域
的
単
位
で
は
な
く
全
国
的
単
位
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
占
領
軍
の
撤
退
に
関
す
る
期
間
設
定
を
求
め
る
イ
ン
ド
代
表
の
主
張
に
よ
っ
て
、
「
占
領
軍
は
で
き
得
る
限
り
早
急
に
撤
退
す
る
」

と
い
う
原
決
議
案
の
曖
昧
な
内
容
の
代
わ
り
に
「
で
き
れ
ば
九

0
日
以
内
」
が
添
加
さ
れ
た
。

し
か
し
、
米
国
修
正
決
議
案
に
お
い
て
は
、
な
お
朝
鮮
に
お
け
る
選
挙
の
実
施
は
「
占
領
軍
に
よ
っ
て
行
う
」
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
ド
代
表
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
朝
鮮
で
行
わ
れ
る
選
挙
が
「
地
域
的
基
盤
」
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
代
表
が
示
唆
し
た
よ
う
な
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
基
盤
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

し
た
。

1
0
月
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一
九
四
七
年
一

と
い
う
字
旬
を
削
除
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
共
に
、
選
挙
の
実
施
は
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し

(42
)
 

た
。
そ
し
て
こ
の
イ
ン
ド
の
修
正
案
は
一
―
月
五
日
に
賛
成
三
四
票
、
反
対

0
票
、
棄
権
四
票
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
「
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
会
」
の
構
成
国
と
し
て
、
米
国
代
表
ダ
レ
ス
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、

一
月
四
日
米
国
の
修
正
決
議
案
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
イ
ン
ド
案
を
提
出
し
、
「
占
領
軍
」

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
中
国
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
こ
れ
が
採
択
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
ま
た
米
国
修
正
案
に
対
す
る
修
正
案
を
取
り
入
れ
た
改
正
米
国
修
正
案
も
―
一
月
五
日
賛
成
四
六
票
、
反
対

0
票
、
棄
権
四

(43
)
 

票
に
よ
っ
て
第
一
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
。

注序

1

問
題
の
所
在
||
_

(1
)
本
稿
で
用
い
る
「
朝
鮮
」
と

い
う
用
語
は
朝
鮮
半
島
全
体
を
指
す
地
理
的
名
称
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
の
「
南
」
、
あ
る
い
は
「
北
」
を
指
す

時
は
「
南
朝
鮮
」
、
「
北
朝
鮮
」
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

一
九
四
八
年
八
月
南
・
北
政
府
樹
立
以
降
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
「
大
韓
民
国
」

と

「
朝
鮮
民
王
主
義
人
民
共
和
国
」
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

(
2
)
フ
ォ
ラ
ム

(
F
o
r
u
m
)

と
し
て
の
国
連
の
機
能
に
関
す
る
研
究
文
献
は
、

R.
W. G
r
e
g
g
 &
 B
a
r
k
u
n,
 
T
h
e
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
 S
y
s
t
e
m
 a
n
d
 Its F
u
n
c
t
i
o
n
s
,
 

S
e
l
e
c
t
e
d
 R
e
a
d
i
n
g
 (
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
V
a
n
 N
o
s
t
r
a
n
d
 R
e
i
n
h
o
l
d
 Co., 1
9
6
8
)
を
袋
品
庶
。

(
3
)
国
連
の
調
整
的
機
能
に
つ
い
て
は
、

O
r
a
n
R. Y
o
u
n
g
,
 T
h
e
 I
n
t
e
r
m
e
d
i
a
r
i
e
s
:
 
T
h
i
r
d
 P
a
r
t
i
e
s
 in Int
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 Cr
i
s
e
s
 (
P
r
in
c
e
ton, P
r
i
n
c
e
t
o
n
 U
n
i‘
 

v
e
r
s
i
t
y
 Press, 1
9
6
7
)
 ~
\
照。

(
4
)
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
戦
後
の
平
和
維
持
の
基
本
構
造
は
、
戦
時
同
盟
、
殊
に
イ
ギ
リ
ス
、
米
国
・
ソ
連
の
三
大
国
間
の
協
調
を
戦
後
に
も
確
保
し

て
ゆ
こ
う
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
プ
ロ
ッ
ク
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
立
に
よ
る
均
衡
と
い
う
考
え
に
正
面
か
ら
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。

R
o
y
 A. M
e
d
v
e
d
e
v
,
 L
e
t
 H
i
s
t
o
r
y
 J
u
d
g
e
,
 
T
h
e
 O
r
i
g
i
n
s
 a
n
d
 C
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s
 o
f
S
t
a
lini
s
m
,
 (L
o
n
d
o
n
,
 
T
h
e
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
 Co., 
1
9
7
1
)
 P.469. 

斉
藤
真

⇒
ア
メ
リ
カ
外
交
の
論
理
と
現
実
』
東
京
、
東
京
大
学
出
版
、
一
九
六
二
、
八

0
、
八
四
頁
。

ヴ
ァ
ド
ル

そ
こ
で
、
イ
ン
ド
代
表
は
、

エ
ル
・
サ
ル
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(
5
)

国
連
政
治
過
程
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、

D
a
v
i
d

A. K
a
y
 &
 L
e
la
n
d
 M
.
 
G
o
o
d
r
i
c
h
,
 
e
d
s
., 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 O
r
g
a
m
z
a
t
1
0
n
:
 Politics &
 Pr
o
c
e
s
s
 (
M
a
di, 

s
o
n
,
 
T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of W
i
s
c
o
n
s
i
n
 P
r
e
s
s
,
 19
7
3) 
~
\
照
。

第
一
章
戦
後
国
際
政
治
と
朝
鮮
問
題

(
l
)
「
緩
慢
な
両
極
構
造
」

(lo
o
s
e
b
i
p
o
la
r
 s
y
s
t
e
m
)

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
（
イ
）
か
な
り
の
領
域
に
米
・
ソ
間
の
一
致
や
共
通
利
益
の
存
在
、

（
口
）
ブ

ロ
ッ
ク
の
弱
体
化
、
（
ハ
）
非
同
盟
国
の
存
在
、
（
二
）
国
家
間
の
利
害
の
対
立
を
解
決
す
る
た
め
に
国
際
機
構
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
反
し
て

「
固
い
両
極
構
造
」

(tight
b
i
p
o
l
a
r
 s
y
s
t
e
m
)
に
お
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ヘ
の
非
加
盟
国
が
極
少
数
に
な
る
。
ま
た
、
少
数
の
非
加
盟
国
と
国
際
機
構
の
紛

争
解
決
の
役
割
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。

M
o
r
t
o
n
 A
 Ka
p
l
a
n
,'
'
v
a
r
ia
n
t
s
 o
n
 Si
x
 M
o
d
e
l
s
 of t
h
e
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 S
y
s
t
e
m
". 
in J
a
m
e
s
 N
.
 
R
o
s
e
n
a
u
 r
e
v
.
 
e
d
., 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 politics a
n
d
 F
o
r
e
i
g
n
 

P
o
l
i
c
y
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
.
 
T
h
e
 F
r
e
e
 P
r
e
ss
,
 19
6
9
)
 P
P
.
 
2
9
6ー

2
9
8

第
一
節
戦
後
米
・
ソ
関
係
の
基
本
構
造
と
新
興
諸
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

(
l
)
G
a
b
r
i
e
l
 K
olk
o
,
 
T
h
e
 Politi
c
s
 o
f
 Wa
r
:
 T
h
e
 W
o
rld a
n
d
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 F
o
r
e
i
g
n
 P
o
l
i
c
y
,
 19
4
3ー

1
945̀
（

N
e
w
Y
o
r
k
,
 
R
a
n
d
o
m
 H
o
u
s
e
,
 19
6
8) 
P
P
 

9
9
 ff. 

(
2
)
周
知
の
よ
う
に
、
東
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
に
お
い
て
は
一
般
的
に
共
産
党
以
外
に
「
親
ソ
的
」
勢
力
を
求
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
坂
本
義
和、

『
核
時
代

の
国
際
政
治
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
一
八
三
頁
。

(
3
)
T
r
y
g
v
e
 Lie, I
n
 th
e
 C
a
u
s
e
 of P
e
a
c
e
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
T
h
e
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
 c
o
., 
1
9
5
4
)
 P
P
.
 
74f. 

駐
米
イ
ラ
ン
大
使
ア
ラ

(H
u
s
s
e
in
A
l
a
)
は
、
イ
ラ
ン
問
題
を
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
審
議
す
る
前
に
国
連
の
外
で
審
議
す
る
こ
と
が
イ
ラ
ン
に
と
っ
て

有
利
で
あ
る
、
と
い
う
リ
ー

(T
r
y
g
v
e
L
i
e
)

国
連
事
務
総
長
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
が
、
後
に
米
国
の
支
持
の
下
で
国
連
に
提
訴
し
た
。

(
4
)

Ibid., P
.
1
0
4
.
 

(
5
)
U
.
S
.
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 o
f
 S
t
a
t
e
,
 
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 R
e
lat
io
n
s
 w
i
t
h
 C
h
i
n
a,
 
w
i
t
h
 sp
e
c
i
a
l
 Re
f
e
r
e
n
c
e
 to t
h
e
 P
e
r
i
o
d
 1
9
4
4ー

1
9
4
7

(W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
,
 19
4
7
)
 

P
.
 77. 
(以
下
C
h
i
n
a
W
h
i
t
e
 P
a
p
e
r
と
略
す
。
）

(
6
)
Ibid
., 
P
.
 
7
7
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言

7

)

I
b
i
d
.
,
P
.
 X
1
 

(
8
)
ソ
連
代
表
ノ
ヴ
ィ
コ
フ

(N
i
k
o
la
i
V
.
 
N
o
v
1kov)
は
、
極
東
委
員
会
が
日
本
本
土
以
外
に
あ
る
日
本
の
財
産
に
つ
い
て
審
議
す
る
権
限
が
な
い
と
主
張
し

た
。
M
i
n
u
t
e
s
,
1
6
t
h
 F
E
C
.
 M
e
e
t
i
n
g
 M
a
y
 16
,
 1946, P
.
 1、
あ
る
い
は

F
E
C
,
0
7
2
.

(
9
)
も
ち
ろ
ん
、
新
興
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
は
新
し
い
傾
向
で
は
な
く
、

一
九
二
0
年
代
お
よ
び
一
九
三
0
年
代
の
国
際
連
盟
時
代
に
す
で
に
展

開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
特
に
激
化
さ
れ
た
。

(10)
坂
本
義
和
「
増
大
す
る
A

A
グ
ル
ー
プ
の
発
言
」
「朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

一
九
六

一
年
、

一
月
八
日
号
、
八
ー

一
六
頁
。

(11
)
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
ラ
プ
地
域
と
は
事
情
が
や
や
異
な

っ
て
い
た
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
既
に

一
応
形
式
的
に
政
治

的
独
立
が
達
成
さ
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
か
え

っ
て
純
粋
な
実
質
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
長
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
社
会
革
命
運
動

と
共
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
米
国
の
先
進
資
本
が
大
量
に
進
出
し
た
結
果
、
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国

に
お
け
る
社
会
変
革
運
動
は
当
然
に
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
に
対
し
構
造
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
坂
本
義
和
、
同
上
。

(12
)
第

一
の
契
機
と
の
関
連
で
少
々
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
の
契
機
は
気
候
、
資
源
と
い

っ
た
自
然
条
件
か
ら
階
級
構
造
、
と
く
に
土
地
所
有

関
係
、
生
活
水
準
、
教
育
水
準
、
宗
教
構
造
な
ど
の
各
様
な
要
因
を
含
ん
で
い
る
が
、
中
で
も
特
に
重
要
な
の
は
植
民
地
統
治
方
式
と
階
級
構
造
と
の
組
み

合
せ
の
結
果
と
し
て
ど
の
程
度
ま
で
民
族
な
い
し
国
民
意
識
が
成
熟
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
の
契
機
で
は
、
旧
植
民
地
や
そ
の
資
本
の
既
得

権
益
が
果
す
役
割
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
い
て
い
、
東
西
か
ら
の
働
き
か
け
と
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
諸
国
や
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
ま
さ
に
内
政
が
不
安
定
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
を
安
定
化
す
る
た
め
に
緊
張
緩
和
の
政
策
が
選
ば
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
外
圧
に

し
て
も
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
は
米
国
と
地
理
的
に
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
圧
力
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
対
内
的
に
は
反
米
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
打
ち
出
そ
う
と
努
め
、
対
外
的
に
は
中
立
を
堅
持
す
る
道
を
選
ぽ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ

っ
た
。
こ
の
意
味
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
い
か
ん

に
よ
っ
て
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
態
度
が
決
め
ら
れ
た
と
言

っ
て
よ
い
。
坂
本
義
和
、
同
上
。

(13)
岩
波
講
座
、

「植
民
地
の
独
立
j

現
代
四
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
八

一
ー
八
二
頁
。

(14)
フ
ク
バ
ラ
ハ

ッ
プ

(H
U
K
B
A
L
A
H
A
P
)

と
は
、
反
日
抵
抗
団
体

(Anti,J
a
p
a
n
e
s
e
R
e
s
is
tan
c
e
 S
o
c
i
e
t
y
)
の
略
字
で
「
フ
ク
団
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
「
フ
ク
団
」
は
一
九
四
九
年
三
月
二
九
日
パ
ン
パ
ガ
、
タ
ル
ラ
ク
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
三
州
を
つ
な
ぐ
大
森
林
の
な
か
の
開
拓
地
で
誕
生
し
た
。
し

か
し
、
す
で
に

一
九
四
二
年
初
頭
か
ら
反
日
抵
抗
運
動
の

一
環
と
し
て
、
戦
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
強
力
な
農
民
組
合
、
そ
の
他
の
民
衆
組
織
を
中
核
と
し

て
展
開
さ
れ
て
い
た
中
部
ル
ソ
ン
島
の
半
日
運
動
に
そ
の
淵
源
を
持

っ
て
い
る
。
ル
イ
ス
・
タ
ル
ク
、
安
岡
正
美
訳
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
解
放
闘
争
史
、

三
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一
書
房
、

一
九
五
三
年
、
九
ー
ニ
八
頁
。

F
r
a
n
z
 H
.
 M
i
c
h
a
e
l
 a
n
d
 G
e
o
r
g
e
 E. T
ay
lor, T
h
e
 F
a
r
 E
a
s
t
 m
 t
h
e
 M
o
d
e
r
n
 W
o
r
l
d
 
(
N
e
w
 
York•Henry 

H
o
l
t
 a
n
d
 Co., 1
9
5
6
)
 
P
P
.
 
5
6
4ー

5
6
8

(15)
稲
田
繁
、

「東
南
ア
ジ
ア
問
題
の
底
辺
」
東
京
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
六
三
、
ニ―

七
頁
。

(16)
同
上
、
一
五
九
頁
。

(17
)
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
は
米
国
と
密
着
し
て
い
て
米
国
の
植
民
統
治
下
で
大
き
な
変
化
が
あ

っ
た
。

一
次
産
品
で
あ
る
砂
糖
、

コ
プ
ラ

(C
o
p
r
a
)
、
コ
コ
ナ

ッ

卜
油

(
C
o
c
o
n
u
t
oil)
、
タ
バ
コ
な
ど
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
農
場
式
経
済

(
P
l
a
n
t
a
t
i
o
n
e
c
o
n
o
m
y
)

は
米
国
市
場
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
米
国
は
一
九
四
六
年
の
復
典
法

(R
e
h
a
bilitati
o
n
A
c
t
)

に
基
づ
い
て
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
に
四

0
0
、
0
0
0
、
0
0
0
ド
ル
を
投
入
し
た
の
で
あ
り
、

一
九
四
六
年
ベ
ル
通
商
法

(
B
e
ll
A
c
t
)

を
締
結
し
た
。

F
r
a
n
N
H
.
 M
i
c
h
a
e
l
 a
n
d
 G
e
o
r
g
e
 E
.
0
p
.
 cit.
,
 
P
P
.
 
5
6
4
|
5
6
8
.
 

(18)

T
i
m
e
,
 J
a
n
u
a
r
y
 2
0
,
 1947, P. 2
6
.
 

(
19
)

M
ichael a
n
d
 T
a
y
l
o
r
.
 Ibid., P. 568. 

(20)

T
i
m
e
,
 J
a
n
u
a
r
y
 2
0
,
 1947, P. 2
6
.
 

(21)

Ibid., 

(22)

F
E
C
,
O
l
l
¥
8
 A
p
p
e
n
d
i
x
,
 
M
a
y
 14, 
1946. 

(
2
3
)
W
alte
r
 Z
.
 La
q
u
e
u
r
,
 T
h
e
 M
i
d
d
l
e
 E
a
s
t
 in T
r
a
n
s
iti
o
n, 
(L
o
n
d
o
n
,
 R
o
u
t
l
e
d
ge
 &
 K
e
g
a
n
 Paul, 1
9
5
8
)
 P
.
 
3
0
.
 

(24)

T
h
e
 Eg
y
p
t
i
a
n
 S
o
c
i
e
t
y
 of I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 La
w
,
 E
g
y
p
t
 a
n
d
 t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 M
a
n
h
a
t
t
a
n
 P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
 C
o
., 
1
9
5
7
)
 P. 4
 

(25)

H
i
s
h
a
m
 B
.
 

Sh
ara

bi
•Nat

iona

lism 

a
n
d
 t
h
e
 R
e
v
o
luti
o
n
 in
 th
e
 A
r
a
b
 W
o
r
l
d
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 Va
n
 N
o
s
t
r
a
n
d
 R
e
i
n
h
o
ld C
o
., 
1
9
6
6
)
 P. 3
2
.
 

(26)
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
弾
圧
政
策
を
追
求
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
東
地
中
海
に
進
出
し
て
自
国
の
立
場
を
強
固
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
か

ら
で
あ
る
。

(27)
イ
ラ
ン
問
題
を
め
ぐ
る
英
国
・
ソ
連
の
対
立
で
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ソ
連
の
中
東
・
ア
ラ
ブ
地
域
進
出
は
、

第
一
次
的
に
は
英
国
と
ソ
連

の
対
立
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
米
・
ソ
両
国
の
対
立
は
第

二
次
的
で
、
英
•
仏
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
と
の
相
剋
の
延
長
線
に
あ
っ
た

。

(
2
8
)

J. 
C
.
 
H
u
r
e
w
i
t
z
,
 S
o
v
iet'
A
m
e
r
i
c
a
n
 R
i
v
a
l
r
y
 in t
h
e
 M
i
d
d
l
e
 East, 
(
N
e
w
 
York•Fred

er
ick 

A. P
r
a
e
g
e
r
,
 19
6
9
)
 P
P
.
 
7
1
9
.
 

(
2
9
)
W
a
lte
r
 Z
.
 La
q
u
e
u
r
,
 e
d
., 
t
h
e
 So
v
i
e
t
 U
n
i
o
n
 a
n
d
 th
e
 M
i
d
d
l
e
 East. (L
o
n
d
o
n
,
 R
o
u
t
l
e
d
g
e
 &
 K
e
g
a
n
 Paul, 1
9
5
9
)
 P. 1
3
3
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 Nu:
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i
臣
翠
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賦゚

(~
) 
J, 
C. H
u
r
e
w
i
t
z,
 
op. cit. PP. 7

-
9
 

（笞）
Ibid.
,

（笞）
W
a
l
t
e
r
Z. 
Laqueur, T

h
e
 Soviet U
n
i
o
n
 a
n
d
 the M
i
d
d
l
e
 East, PP. 136-210, 

（茎）
W
a
lter
Z
.
 
L
a
q
u
e
u
r
,
 
T
h
e
 M
i
d
d
l
e
 E
a
s
t
 in Transition

,
 
P. 3
0
.
 

啜
）
E
d
w
i
n
L
i
e
u
w
e
n
,
 
A
r
m
s
 a
n
d
 Politics in Latin A

m
e
r
i
c
a
 (
N
e
w
 York, Frederick A

 Prager, Inc., 
1960
)
 PP. 39
,
 
1
9
1
-
1
9
2
 

(~
) 
Ibid.
,
 
PP. 6
2
-
6
3
.
 

（捻）
Ibid.,

（差）
Ibid.,
P. 
6
4
 

澤
）
A
l
e
x
a
n
d
e
r
T. E
d
e
l
m
a
n
,
 Latin A
m
e
r
i
c
a
n
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 a
n
d
 Politics, 
(H
o
m
e
w
o
o
d
,
 
Illinois, T
h
e
 D
o
r
s
e
y
 press, 1965

)
 P. 
188. E
d
w
i
n
 Lieu-

w
e
n
,
 op. cit, PP. 6

2
-
6
3
 

（写）
D
a
v
i
d
C
u
s
h
m
a
n
 Coyle, T
h
e
 United Nations a

n
d
 H
o
w
 it 
W
o
r
k
s
 rev. ed. 
(N
e
w
 York, C
o
l
u
m
b
i
a
 University press, 1961

)
 P
.
1
2
8
 

D
e
x
t
e
r
 Perkins
,
 
T
h
e
 D
i
p
l
o
m
a
c
y
 of A
 N
e
w
 A
g
e
,
 -Major Issues in U.S. Policy Since 1945 (B

l
o
o
m
i
g
 a
n
d
 L
o
n
d
o
n,
 
Indiana University Press, 

1967
)
 P. 
125 

(~
) 
E
d
w
i
n
 L
i
e
u
w
e
n
,
 
op. cit., 
PP. 7
5
 ff 

（尊）
R
onald
Steel, P
a
x
 A
m
e
r
i
c
a
n
a
 (
N
e
w
 York, T
h
e
 Viking press

,
 
1967
)
 PP
.
 
202-203. 

（迄）
E
d
w
i
n
L
i
e
u
w
en, op. cit., 

P. 
197. 

（苓
）
E
d
w
i
n
L
i
e
u
w
en, Ibid.
,
 

(~
) H
u
b
ert H
e
r
r
i
n
g
,
 
A
 History of Latin A

m
e
r
i
c
a
,
 (Lo
n
d
o
n
,
 
J
o
n
a
t
h
a
n
 C
a
p
e
 Ltd., 1968) P. 759. D

e
x
t
e
r
 Perkins, op. cit, P.125. 
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朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
両
国
間
の
相
剋

ー

国
際
信
託
統
治
案
と
国
連
審
議
案
を
中
心
に
1

(1
)
「
適
当
な
時
期
」
(in
d
u
e
 c
o
u
rse)

は
暫
定
期
間
に
お
け
る
信
託
統
治
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
問
題
が
カ
イ
ロ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
最

も
大
き
な
理
由
の

―
つ
は
、
対
日
戦
と
の
考
慮
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
攻
撃
以
降
、
米
国
の
極
東
政
策
と
軍
事
作
戦
は
主
に
日
本
を

敗
北
さ
せ
、
米
国
の
安
全
保
障
と
い
う
点
と
の
関
連
で
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
カ
イ
ロ
会
談
に
お
け
る
米
国
の

朝
鮮
問
題
に
関
す
る
介
入
は
こ
の
よ
う
な
脈
絡
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

L
e
l
a
n
d
 M
.
 
G
o
o
d
r
i
c
h
,
 
K
o
r
e
a
,
 
A
 S
t
u
d
y
 of U
.
S
.
 
P
o
l
i
c
y
 in t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 N
a
t
io
n
s
 (N
e
w
 Yo
r
k
.
 C
o
u
n
c
il 
o
n
 F
o
r
e
i
g
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
,
 
I
n
c
., 
1
9
5
6
)
 P
.
 10
 

(
2
)
G
a
b
r
i
e
l
 K
o
l
k
o
,
 
T
h
e
 p
o
litcs of W
a
r
,
 
T
h
e
 W
o
r
l
d
 a
n
d
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 F
o
r
e
i
g
n
 policy
,
 (1
9
4
3
1
1
9
4
5
)
 P
.
 
601. 

(
3
)
U
.
S
.
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of
 s
ta
t
e
,
 
F
o
r
e
i
g
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
 of
 th
e
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 (
W
a
s
h
i
n
g
to
n
 D. C
.
`
1
9
4
3
)
 Vol. 3
.
 
P
P
.
1
0
9
3
|
1
0
9
4
.以
下

tions of t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s

は

F
o
r
e
i
g
n
R
e
l
a
t
i
o
n
s

と
し
て
羊
が
記
す
る
。

F
o
r
e
i
g
n
 R
e
l
a
tions̀

T
h
e
 Co
n
f
e
r
e
n
c
e
 of B
erl
in
:
 
T
h
e
 P
o
t
s
d
a
m
 C
o
n
fe
r
e
n
c
e
,
 19
4
5
,
 
vol. l. 
(W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 D
.
 
C.
1`
9
6
0
)
 P
.
 
3
0
9
 

C
o
r
d
e
ll 
H
u
l
l
,
 
T
h
e
 M
e
m
o
i
r
s
 o
f
 Co
r
d
e
ll 
H
u
l
l
,
 
v
o
l. 
2
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
T
h
e
 M
a
c
m
i
l
l
a
n
 c
o
., 
1
9
4
8
)
 P
.
 15
8
4
 

(
4
)
F
o
r
e
i
g
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
 (1
9
4
4
)
 vol. 2
,
 
P
P
.
 
2
2
6ー

2
8
,
1
2
2
9
 

(
5
)
G
a
b
r
i
e
l
 K
o
l
k
o
,
0
p
.
 
cit.
,
 
P
.
 
6
0
2
 

(
6
)
Ibid
., 

(
7
)
I
b
i
d
., 

(
8
)
Ib
i
d
., 
P
.
 
6
0
3
 

第
二
節

ま
た
、
親
米
傾
向
の
強
い
チ
リ
に
お
い
て
す
ら
、

一
九
四
六
年
か
ら
一

九
五
八
年
ま
で
支
配
し
た
ヴ
ィ
デ
ラ

(
G
a
b
n
e
l
G
o
n
z
a
le
z
 V
i
d
e
l
a
)
は
共
産
党
の

支
援
の
下
で
当
選
さ
れ
た
後
、
一
九
四
七
年
ま
で
に
三
名
の
共
産
党
を
内
閣
に
参
加
さ
せ
て
い
た
。

H
u
b
e
r
t
 H
e
r
r
i
n
g
,
 
o
p
.
 
cit.
,
 
P
.
 
6
2
6
.
 

(
4
7
)
V
i
c
t
o
r
 A
l
b
a
,
 
T
h
e
 L
a
t
i
n
 A
m
e
r
i
c
a
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
F
r
e
d
e
rick A
 Pr
a
g
e
r
,
 19
6
9
)
 P
.
 
2
4
1
 

R
o
n
a
l
d
 S
t
e
e
l,
 
P
a
x
 A
m
e
r
i
c
a
n
a
,
 (N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
T
h
e
 V
i
k
i
n
g
 P
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e
s
s
`
1
9
6
7
)
 P
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2
0
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F
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 Rela, 



189 国際連合の政治過程に関する一考察（一）
ー一朝鮮議題 (1947-48)を中心に一

(485) 

(9
)
原
子
爆
弾
と
ソ
連
の
戦
争
介
入
が
日
本
の
降
伏
を
そ
れ
ほ
ど
速
め
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
米
国
の
誤
算
を
埋
め
合
せ
る
た
め
に
、
米
国
は

「
一
般
命
令

一
号
」
で
、
三
八
度
線
以
南
の
日
本
軍
は
ソ
連
軍
に
降
伏
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
も
し
占
領
地
域
に
よ
っ
て
朝
鮮
の
占
領
配
分
が
な
さ
れ
た

な
ら
ば
、
ソ
連
軍
が
既
に
八
月
―
二
日
に
朝
鮮
に
上
陸
し
た
の
に
反
し
て
、
米
軍
が
九
月
八
日
ま
で
に
朝
鮮
に
到
着
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
米
軍
は
ほ
と
ん

ど
朝
鮮
を
占
領
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
「

一
般
命
令
一
号
」
を
接
受
し
た
時
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
も
彼
の
部
下
も
そ
れ
を
拒
否
し
な

か
っ
た
し
、
米
軍
が
ソ
ウ
ル
、
仁
川
に
到
着
し
た
と
き
に
、
ソ
連
軍
は
三
八
度
以
南
か
ら
撤
収
し
て
三
八
度
線
以
南
の
地
域
を
米
軍
の
占
領
区
域
と
し
て
実

質
的
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

(
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)
G
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 K
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o
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Ibid.
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.
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.
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.
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s
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,
 
o
p
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c
it.
,
 
P
.
 
9
4
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(13
)
第
四
章
を
参
照
。

(
1
4
)ハリ
ー

•
S

・
ト

ル
ー
マ
ン
、
加
藤
俊
一
、
掘
江
芳
孝
訳

「ト
ル
ー
マ
ン
回
顧
録

」
、
東
京
、
恒
文
社
、
一
九
六
六
、
三
一
六
ー
七
頁

。

G
a
b
r
i
e
l
 k
o
l
k
o
,0
p
.
 
cot.
,
 
P
.
 
6
0
3
.
 

(15)

Ibid., 

(16)
民
族
問
題
研
究
所
編
「
カ
イ
ロ
宣
言
文
」
、

「朝
鮮
戦
争
史
1

現
代
史
の
再
発
掘
ー

』
、
東
京
、
コ
リ
ア
評
論
社
、

一
九
六
七
年
、
三
五
一
頁
。

(17)
第

一
回

「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
は
一
九
四
六
年
三
月
二
六
日
午
後
二
時
ソ
ウ
ル
の
徳
寿
宮
で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に
参
席
し
た
米
・
ソ
両
国
代
表
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

米
国
側
：
ア
ノ
ル
ド

(
M
a
j
,
G
e
n
.
A. V
.
 
A
r
n
o
ld
)
 (
首
席
代
表
）
、
ラ
ン
グ
ド
ン

(
M
i
n
i
s
t
e
r
W
.
 
R. L
a
n
g
d
o
n
)
、
セ
イ
ア
ー

(M
i
n
i
s
t
e
r
C
.
 W
.
 
T
h
a
y
e
r
)
、

ブ
ー
ス

(
C
o
l
o
n
e
l
R. H
.
 B
o
o
t
h
)
、

ブ

リ
ト
ン

(C
o
l
o
n
e
l
F
.
 
H
.
 
B
r
i
t
t
o
n
)
 

ソ
連
側
：
シ
ュ
チ
コ
フ

(
G
e
n.
T. F
.
 
S
h
t
i
k
o
v
)
 
(
首
席
代
表
）
、
ツ
ァ
ル
プ
キ
ン
特
命
全
権
大
使

(E
x
t
r
a
o
r
d
i
n
a
r
y
M
i
n
i
s
t
e
r
 S
.
 K. T
s
a
r
p
k
i
n
)
、
レ
ベ
デ

フ

(
M
a
j
.，G
e
n
.N
.
 
G
.
 
L
e
b
e
d
e
f
f
)
、
バ
ラ
サ
ノ
フ

(
M
i
n
i
s
t
e
r
G
.
 
M
.
 
B
a
l
a
s
a
n
o
v
)
、
コ
ル
ク
レ
ン
コ

(
C
o
lo
n
e
l
T. I•
K
o
r
k
u
le
n
k
o
)

。

事
務
局
員
：
マ
ッ
カ
リ
ス
ト

(
C
a
p
t
a
i
n

W
.
 
M
c
A
l
l
i
s
t
e
r

米
国
）
、
チ
ブ
チ
ェ
ン
コ

(C
o
l
o
n
e
l
A
 KZ
y
b
c
h
e
n
k
o

ソ
連
）

そ
の
他
に
補
佐
官

(
A
d
v
i
s
o
r
s
)

と
技
術
専
門
官

(T
e
c
h
n
i
c
a
l
E
x
p
e
r
t
e
r
s
)

が
参
加
し
た
。
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M
m
u
t
e
s
,
 
First M
e
e
t
1g
 of U
.S
.
 
-S
o
v
i
e
t
 J
o
m
t
 Co
m
m
1
s
s
1
o
n
,
 
M
a
r
c
h
 2
0
,
 1
9
4
6
,
 Roll l
 

本
論
文
で
は
、

U
.S
,
S
o
v
i
e
t
J
o
int C
o
m
m
i
s
s
io
n
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、
最
近
、
米
国
の
文
書
舘

(T
h
e
National A
c
h
1
v
e
s
 of the U
n
i
t
e
d
 State
s) 

で
出
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。
以
下

U
.
S
.,
U.S.S.R.
Joint C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
と
し
て
表
記
す
る
。

(18
)
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
予
備
会
議
に
参
席
し
た
米

・
ソ
両
国
代
表
名
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

米
国
側
代
表
：
J
o
h
n
R. H
o
d
g
e
,
 A. V
.
 
A
r
n
o
ld
,
 A. L. Lerch•H. 

W
.
 
B
e
n
n
i
n
g
h
o
f
f,
 
R
.
H
.
 
B
o
o
t
h
,
 
F
.
 
H
.
 
Britton
,
 
J
.
C
.
 U
n
d
e
r
w
o
o
d
,
 W
.
 

J•Herlihy

, 
A
 

J. 
C
o
r
n
e
l
s
o
n
.
 

ソ
連
側
代
表
：

T.
F
.
 
S
h
t
i
k
o
v
,
 
S
.
 K. T
s
a
r
p
k
i
n
,
 
G
.
 
I. 
S
h
a
n
i
n
,
 A. A. R
o
m
a
n
y
e
n
k
o
,
 
B
a
l
a
s
a
n
o
v
 B
u
t
u
z
o
v
 (
A
d
v
isor)
,
 A. S
.
 
P
o
l
y
a
n
s
k
i
,
 A. S
.
 
M
a
s
l
o
v
,
 

M
r
s
.
 0.
 
S
.
 
M
a
s
l
o
v
a
.
 

(19)
「朝
鮮
年
鑑
』

一
九
四
七
年
度
版
、
ソ
ウ
ル
、
朝
鮮
通
信
社
、
二
六
頁
。

(20)
同
上
。

(21
)
「米

・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
予
備
会
議
は
一
九
四
六
年

一
月
一
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
同
会
議
に
お
い
て
は
、
本
会
議
で
審
議
す
る
共
通
の
議
題
を
作

成
す
る
た
め
に
、
米
・
ソ
両
国
そ
れ
ぞ
れ
二
名
を
選
任
し
、
分
科
委
員
会
を
構
成
し
た
。
こ
う
し
て
、
米
国
側
代
表
と
し
て
は
、
ブ
ー
ス

(
R
.
H
.B
o
o
th)
と

ア
ン
ダ
ウ
ッ
ド
(
]
.
C
.
 
U
n
d
e
r
w
o
o
d
)

が
、
ソ
連
側
代
表
と
し
て
は
シ
ャ
ニ
ン

(
G
.I. 
S
h
苔
in
)
と
ブ
ッ
ゾ
フ

(
B
a
la
s
a
n
o
v
B
u
t
u
z
o
v
)

が
そ
れ
ぞ
れ
出

席
し
た
。
ま
た
、
会
議
開
催
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
全
体
会
議
を
午
後
一
時
、
分
科
委
員
会
を
午
前
中
に
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
分

科
委
員
会
で
は
、
一
四
項
目
に
達
す
る
議
題
を
全
体
会
議
に
お
い
て
審
議
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
一
九
四
六
年

一
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
全
体
会
議
は

経
済
・
交
通
・
行
政
の
三
つ
の
分
科
委
員
会
を
組
織
し
、
こ
れ
ら
の
分
科
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
項
目
を
審
議
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
審
議
項

目
と
分
科
委
員
会
の
構
成
お
よ
び
項
目
割
り
当
て
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
項
目
）

一
、
北
朝
鮮
が
南
朝
鮮
に
水
力
電
気
を
供
給
す
る
条
件
。

二
、
南
北
朝
鮮
間
の
米

•
原
料
(
r
a
wma
t
e
r
ia
ls)
、
燃
料

(fu
e
l)
、
産
業
用
装
備
、
化
学

(c
h
e
m
ic
a
ls)

製
品
の
よ
う
な
商
品
の
交
換
に
つ
い

三
、
南
・
北
両
地
域
間
の
鉄
道
、
自
動
車
に
よ
る
交
通
お
よ
び
沿
岸
貿
易
に
つ
い
て
。

四
、
南
北
朝
鮮
の
諸
港
口
の
統
一
〔
単
一
〕
規
制
法
に
つ
い
て
。
（
〔
〕
は
箪
者
）。

五、

a
)
南

・
北
両
地
域
間
で
交
換
さ
れ
る
商
品
に
対
す
る
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
。
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(487) 

b
)
単
一
財
政
体
系

(financ
ia
l
s
y
s
t
e
m
)
の
確
立
に
つ
い
て
。

六
、
北
朝
鮮
地
域
に
残
さ
れ
た
日
本
人
約
一

0
0
、
0
0
0
人
の
日
本
へ
の
送
還
問
題
（
北
朝
鮮
か
ら
）
。

七
、
南
・
北
両
地
域
間
の
民
間
の
移
動
問
題
に
つ
い
て
。

八
、
南

・
北
両
地
域
間
の
郵
便
、
小
包
の
移
動
問
題
に
つ
い
て
。

九
、
石
炭
、
農
産
物

（北
朝
鮮
以
外
の
地
域
、
特
に
満
州
か
ら
米
国
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
：．
箪
者
）
を
北
朝
鮮
地
域
を
通
じ
て
南
朝
鮮
に
輸

送
す
る
件
に
つ
い
て
。

1
0
、
南
・

北
間
の
電
信

・
電
話
の
再
確
立
の
件
。

―
-
、
貿
易
団
体
間
の
日
常
的
通
信
回
復
に
つ
い
て
。

―
二
、
南
北
朝
鮮
に
お
け
る
放
送
の
周
波
の
回
数
と
長
さ
に
つ
い
て
。

二
二
、
三
八
度
辺
の
地
域
の
部
分
的
修
正
に
つ
い
て
。

一
四
、
南
北
朝
鮮
に
駐
屯
し
て
い

る
米
・
ソ
両
国
軍
の
協
力
問
題
に
つ
い
て
。

こ
れ
ら
の

一
四
の
項
目
は

(-）

経
済
分
科
委
員
会

(ec
o
n
o
m
ic
s
u
b,
c
o
m

m
ittee
)
 (c
h
a
ir
m
e
n
:
 Sh
anin

〔
ソ
連
〕
、
U
n
d
e
r
w
o
o
d

〔
米
国
〕
）
が

eぷ
溶
》
a

（
二
）
交
通
分
科
委
員
会

(T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
tio
n
s
ub,
c
o
m
m
i
t
t
e
e
)
 (c
h
a
i
r
m
e
n
:
 R
o
m
a
n
y
e
n
k
o

〔
ソ
連
〕

C
o
r
n
e
ls
o
n

〔
米
国
〕
）
が
⑦
ぷ
9

(-
―
-
)
行
政
分
科
委
員
会

(
A
d
m
i
n
i
strat
iv
e
s
ub,c
o
m
m
itt
ee) (c
h
a
i
r
m
e
n
 :
 
d
v
isor B
a
la
s
a
n
o
v
 B
u
t
a
z
o
v

〔
ソ
連
〕

W.J. 
Herlithy

〔
米
国
〕
）

が
⑥
〶
⑤
而
西
）を
審
議
し
、
残
り
の

⑨
⑪
⑲
森
）は
全
体
会
議
で
審
議
す
る
こ
と
に
し
た

。

な
お
、
交
通
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
本
会
議
で
は
一
九
四
六
年

一
月
三
0
日
に
、
合
同
輸
送
委
員
会

(T
e
c
hnical
J
o
int T
r
a
n
s
p
o
r
t
a
t
i
o
n
 C
o
m
m
i
s
s
ion)
を
設
け
た
。

こ
れ
は
六
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
米
・
ソ
代
表
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

M
i
n
u
t
e
s
,
 
3
2
 d
 M
e
e
t
in
g
 o
f
 U.
 
S・

-U
.
S
.
S
.
R
J
0int C
o
m
m
i
s
s
io
n
,
 
J
a
n
u
a
r
y
 1
9
,
 1
9
4
6

お
よ
び

u
.
s
,
U
.
S
.
 
S
.
 
R
 Joint C
o
m
m
iss
io
n
,
 
J
 an
u
,
 

a
r
y
 2
0
,
 19
4
6
,
 Roll 1. 

(22
)
「朝
鮮
年
鑑
』

一
九
四
七
年
度
版
、

二
六
頁
。

(23)

L
e
la
n
d
 M. G
o
o
dri
c
h
,0
p
.
 
c
it.
,
 
P
.
1
8
 

(24)
『
朝
鮮
年
鐙
」

一
九
四
七
年
度
版
、

二
八
頁
。



g6I 

(N
e
w
 Y
o
r
k
.
 
H
a
r
p
e
r
 a
n
d
 

叶600Z曲N痢笞掘牲坦＿＿（嵌毎

（Kl)
匡
サ゚

（~
)
匝
ザ

l
l
<
-
l
 l兵
賦
゜

（
~

)
匝
ヰ

P.
29, M
i
n
u
t
e
s
,
 
7
th
 Me
e
t
i
n
g
 of U.S. S. 

R
 Joint C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 M
a
r
c
h
 29
,
 
1946
,
 
Roll l
 

（笈
）
Joyce
a
n
d
 Gabriel Kolko

,
 
T
h
e
 Limits of Power, T

h
e
 W
o
r
l
d
 a
n
d
 U
nited States Foreign

,
 
Policy
,
 19
4
5
-
1
9
5
4
 

R
o
w
.
 
1972
)
 PP. 289 f. 

（食）
「器
澁
址
磁
』

1
兵
自
ギ
叶
述
婆

1110-
1
1
1
1
~

゜

（
宮
）
匡
サ
゜

（ぢ
）
］o
y
c
e
 a
n
d
 Gabriel Kolko

,
 
op. cit., 
P. 
290. 

（笞
）
Richard
E
.
 
Lauterbach

,
 
D
a
n
g
e
r
 f
r
o
m
 the East 

(N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
H
a
r
p
e
r
 &
 Brother, 1947

)
 P
.
 
244 

（笞）
U.
S
.D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of State
,
 
K
o
rea Indep

en
d
e
n
ce
,
 (D
ept. of Stat

e
 publication 2933

,
 
F
a
r
 Eastern Series 18

)
 PP. 20-32, E

x
c
h
a
n
g
e
 of Lat-

ter 
摘
淫
゜
式
戸
U.
S
.
 
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 of Stat
e
,
 
K
o
r
e
a
 In
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
 
さ
K
o
r
ea Ind
ep
e
n
d
e
n
c
e
 
心
⇒
い
船
揺
ヤ
心
゜

（茎
）
Letter
of General to General Chistiakov

,
 
Dec, 24, in 

Koreas'Independence, P. 
31 

ぼ
）
L
e
la
n
d
M
.
 Goodrich, op. cit. 

P. 
21 

（渓
）
1
兵
自
ギ
母
臣
匹
11
I
 ITl-'J-1
く
皿
11IO
r
n
e
米
・
へ
ぐ
口
匡
ぐ
阻
癒
竺
へ
令
全
心
性
癌
や
匡
圭
ぬ
菜
＇
米
・
>
匡
回
ど
船
如
謡
宝
ヤ
心
器
哀
ぐ
闘
橙
心
⇒
ゃ
S
溢

如
ふ
0
心゚

W
e
l
c
o
m
i
n
g
 th
e
 Sovi
e
t
 Delegati
o
n
 to
 Seoul. M
a
y
 21. 
1947, in 
Minutes, Specia

l
 
M
e
e
t
i
n
g
 of U.S. -U.S

.
 
S
.
 
R. Joint Commission, Roll l

 

W
e
l
c
o
m
i
n
g
 the A
m
e
r
i
c
a
n
 Del
e
g
a
ti
on
 to P
y
o
ngyang, J

u
n
e
 30
,
 
1947, in M
i
n
u
t
es, Specil M

e
e
t
i
n
g
o
f
 U.S. -U.S. S. 

R. Joint C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
Roll l
 

（M
)
 Ko
r
e
a
s
'
I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
ce, 
PP. 4
1
-
4
5
 

(88寸）
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(489) 

(38
)
今
ま
で
の
通
説
に
よ
れ
ば
南
朝
鮮
の
参
加
申
請
団
体
数
は
四
二
五
に
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
最
近
発
表
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
四
ニ
ニ
団
体
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
内
訳
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

U
.
S
.
 
-U
.
S
.
 
S
.
 
R
 J
o
m
t
 c
o
m
m
1ss
1o
n
`
R
o
ll. 
3
 

(39)
精
版
社
事
件
は
紙
幣
偽
造
事
件
が
朝
鮮
共
産
党
の
指
令
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
、
と
い
う
理
由
で
、
同
党
の
機
関
紙
で
あ

っ
た
「
解
放
日
報
」
の
発
行
所
で

あ
る
楕
版
社
ビ
ル
を
啓
察
当
局
が
捜
索
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
米
軍
政
当
局
は
南
朝
鮮
内
の
共
産
党
に
対
し
、
強
硬
な
対
策
を
と
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
共
産
党
の
活
動
は
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(4
0
)
K
o
r
e
a
s
'I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
,
 
P
.
 
5
1
 

(
41
)
Ibid.
P`
P
.
 
5
3
|
5
6
 

国
連
総
会
審
議
過
程
に
お
け
る
米
・
ソ
両
国
間
の
相
剋
と
新
興
諸
国
の
対
応

ー

朝

鮮
問
題
を
中
心
に
l

第
一
節
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
両
国
間
の
相
剋
と
国
連
加
盟
諸
国
の
対
応

(1
)
ヴ
ァ
イ
ネ
ケ

(
H
a
r
o
ld

M. V
in
ak
e
)
に
よ
れ
ば
、
米
国
は
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
ソ
連
の
拒
否
権
を
避
け
る
た
め
に
国
連
総
会
に
朝
鮮
問
題
を
提

出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

H
a
r
o
l
d
 
M. V
i
n
a
k
e
,
 
T
h
e
 U
n
i
t
e
d
 St
a
t
e
s
 a
n
d
 th
e
 F
a
r
 E
a
s
t
 
1
9
4
5ー

1
9
5
1
.

(S
t
a
n
f
o
r
d
,
 
S
t
a
n
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
rsity p
r
e
s
s
.
 
1
9
5
2
)
 
P
.
 
6
3
.
 

(2
)
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ヴ
ェ

ッ
ト
は
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
問
題
が
国
連
で
審
議
さ
れ
た
先
例
が
あ
る
か
ら
で
あ

第二章

北 南

朝 朝

鮮 鮮

左 中 右

4 ノ、 一= 
0 - 四八

五 互
下

四0 三0 尻？ 

凰

五 四 七

凰ぜ

＝ 四
八 ＾ 己

計
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る
と
主
張
し
た
。

(
3
)
U
.
 N
.
 Official R
e
c
o
r
d
s
:
 
G
e
n
e
r
a
l
 As
s
e
m
b
l
y
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
io
n
,
 
Pl
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
m
gs
,
 1947, P
・
2
2
 

(
4
)

Ibid., 

(
5
)

A
l
b
e
r
t
 C
.
 
W
e
d
e
m
e
y
e
r
,
 
W
e
d
e
m
e
y
e
r
 Re
p
o
r
t
s
,
 (
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
T
h
e
 D
e
v
in
,
A
d
a
ir 
C
o
., 
1
9
5
8
)
,
 
A
p
p
e
n
d
i
x
 X
I
,
 
P
P
.
 
4
7
2
 ff. 

(
6
)

Ibid., P
4
7
7
.
 

(7
)
ハ
リ

l
S
・
ト
ル
ー
マ
ン
、
加
藤
俊

一
、
掘
江
芳
孝
訳
、
前
掲
書
、
ニ
ニ
七
頁
。

F
o
r
e
i
g
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
,
 
T
h
e
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 o
f
 Be
r
l
i
n
:
 P
o
t
s
 D
a
m
 Co
n
f
e
r
e
n
c
e
 (1
9
4
5
)
 Vol.l
,
 (W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 D
.
 C.
,
 
1
9
6
0
)
 P
.
 
3
1
3
 

(
8
)
A
l
v
i
n
 Z
.
 Ru
b
i
n
s
tein
,
 
T
h
e
 S
o
v
i
e
t
s
 in Inte
r
n
a
t
io
n
a
l
 Or
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
s
,
 (N
e
w
 J
e
r
s
e
y
,
 
P
ri
n
c
e
t
o
n
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 19
6
4
)
,
 
P
P
.
 3
,
 
5
 

ソ
連
は
具
体
的
に
国
連
が
欧
米
資
本
主
義
諸
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
、
欧
米
諸
国
の
影
響
力
の
維
持
に
功
献
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て

ヽ
こ
。

し

t
も
と
も
と
、
ソ
連
は
自
国
の
国
家
利
益
に
反
す
る
い
か
な
る
議
題
に
対
し
て
も
拒
否
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
国
連
加
盟
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て、

ソ
連
は
拒
否
権
の
な
い
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
の
立
場
を
採
っ
た
。

(
9
)
J
o
y
c
e
 a
n
d
 G
a
b
r
i
e
l
 K
o
l
k
o
,
0
p
.
 
cit.
,
 
P. 2
9
5
.
 

(10
)
張
徳
秀
は
緯
民
党
政
治
部
長
で
同
党
の
中
心
的
人
物
で
あ

っ
た
が
信
託
統
治
を
支
持
す
る
と
い
う
発
言
を
行

っ
た
後
暗
殺
さ
れ
た
。

(
11
)
J
o
y
c
e
 a
n
d
 G
a
b
r
i
e
l
 K
o
l
k
o
,
 
Ibid., 

丘）
H
e
n
r
y
M
a
y
e
r
 a
n
d
 A
le
n
 N
e
l
s
o
n
,
 
e
d
s
., 
A
u
s
tralian Politic
s
,
 (M
e
l
b
o
r
n
,
 
C
h
e
s
hi
r
e
,
 19
7
3
)
,
 
P. 7
6
0
.
 

P
a
u
l
 H
a
s
l
u
c
k
,
 
W
o
r
k
s
h
o
p
 o
f
 Se
c
u
r
i
t
y
 (M
e
lb
o
r
n
,
 
C
h
e
s
hir
e
,
 19
4
8
)
,
 
P
P
.
 1
7
8ー

180.

(13)
特
に
、
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
外
交
政
策
と
国
防
政
策
は
、

主
に
日
本
か
ら
侵
略
を
受
け
た
体
験
を
も
つ
世
代
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

M
a
y
e
r
 a
n
d
 N
e
l
s
o
n
,
 
e
d
s
 

•• 

0
p
.
 
cit.
,
 
P
.
 
760. 

(
14
)
H
a
r
t
l
y
 G
r
a
t
t
a
n
,
 
T
h
e
 U
nit
e
d
 St
a
t
e
s
 a
n
d
 t
h
e
 S
o
u
t
h
e
a
s
t
 Pacific 
(C
a
m
b
r
i
d
gè
H
a
r
v
a
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 P
r
e
s
s
,
 19
6
1
)
.
 P
.
 71 

(
15
)
Ibid., P
P
.
 
7
3
,
 
81. 

(
1
6
)
U
.
 
N
.
 
offic
ial R
e
c
o
r
d
s
:
 
G
e
n
e
r
a
l
 As
s
e
m
bly, 2
n
d
 S
e
ss
io
n, F
i
r
st C
o
m
m
ittee
,
 19
4
7
,
 
P
.
 
2
5
2
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(491) 

(
17)

Ib
i
d
., 
P
.
 27
1
 

(
1
8
)
I
b
id
., 
P
.
 25
2
 

(19)
オ
ラ

ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
植
民
地
国
家
と
し
て
、
国
連
活
動
に
お
い
て
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
立
場
に
共
同
歩
調
を
と

っ
て
い
た
。
当

時
、
国
連
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
国
の
植
民
王
義
に
対
し
、
東
側
諸
国
か
ら
激
し
い
非
難
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。

(
2
0
)
A
la
n
 W
a
t
t
,
 Ib
i
d
., 
P
P
}
L
匡
l
o
l
.

(21)
こ
こ
で
の
英
連
邦
諸
国
の
な
か
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ン
ド
を

一
応
除
外
す
る
。

(
2
2
)
F
.
 
S
.
 No
r
t
h
e
d
g
e
,
 De
c
e
n
t
 f
r
o
m
 P
o
w
e
r
.
 19
4
5
|
7
3
 (L
o
n
d
o
n
,
 Ge
o
r
g
e
 A
l
l
e
n
 &
 U
n
w
in
 L
T
D
., 
1
9
7
4
)
 P
.
1
7
5
.
 

(23
)
斉
藤
真
、
前
掲
書
、
八

O
I
八
二
頁
。

(
24
)
F
.
 
S
.
 No
r
t
h
e
d
g
e
,
0
p
.
 cit.
,
 
P
P
.1
7
7ー

1
7
8
.

(
2
5
)
F
E
C
,
O
l
l
¥
1
9
,
 
oct. 8
.
 19
4
6
.

こ
の
対
立
は
、
米
国
が
日
本
軍
に
よ

っ
て
オ
ラ
ン
ダ
領
か
ら
日
本
本
土
に
運
搬
さ
れ
た
も
の
と
し
て
思
わ
れ
る
錫
を
、
略

奪
品
に
関
す
る
極
東
委
員
会
の
決
定
が
確
定
さ
れ
る
以
前
に
米
国
本
土
に
運
搬
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

(
2
6
)
U
.
N
.
0
f
fic
ial 
R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
i
o
n
,
 Pl
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
i
n
g
s
,
 19
4
7
.
 P.
 851. 

(
27
)
I
b
i
d
., 

(28
)
米
国
の
四
大
国
外
相
会
議
開
催
の
提
案
に

つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
は
賛
成
の
意
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
ソ
連
は
朝
鮮
の
独
立
問
題
は
あ
く
ま
で
も

モ
ス
ク
ワ
協
定
に
基
づ
く
米
・
ソ
合
同
会
議
に
お
け
る
解
決
事
項
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
。
ソ
連
が
こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
っ
た
の
は
、
米
国
の
立
場
を

支
持
す
る
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
代
表
を
ま
じ
え
て
、
四
大
国
外
相
会
議
を
開
催
す
る
よ
り
は
米
・
ソ
合
同
委
員
会
で
交
渉
す
る
こ
と
が
ソ
連
に
と

っ
て
有
利
な

状
況
に
な
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
29
)
U
.
N
.
0ffic
ial R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 2n
d
 S
e
s
s
io
n
,
 
P
l
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
i
n
g
s
,
 19
4
7
,
 
P
.
 28
6
.
 

(
30)

Ib
id
., 
P
.
 
287・ 

(
3
1
)
I
b
id
., 
P
.
 
2
7
5
.
 

(
3
2
)
Ibi
d
 

•• 

P
.
 
2
7
6
.
 

(33
)
こ
の
よ
う
な
ソ
連
の
立
場
は
、
国
連
総
会
第
九

0
回
本
会
議
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
シ

ン
ス
キ

(A
n
d
r
e
i
Y. V
y
s
h
i
n
s
k
y
)

に
よ

っ
て
表
明
さ
れ
た
。
彼
は
第

一
に
、
米
国
務
長
官
マ
ー
シ
ャ
ル
が
朝
鮮
問
題
の
国
連
審
議
理
由
と
し
て
、
「
今
日
ま
で
の
米

・
ソ
合
同
委
員
会
の
失
敗
責
任
は
ソ
連
側
の
態
度
に
あ
る
と
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い
う
見
解
は
間
違
い
で
あ
り
、
そ
れ
は
ソ
連
を
非
難
し
よ
う
と
す
る
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
受
け
と
め
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
裏
づ
け
る
例
と
し
て
、

彼
が
示
し
た
の
は
「
ソ
連
政
府
が

一
九
四
七
年
八
月
二
六
日
、
米
国
政
府
に
行
っ
た
建
設
的
な
提
案
が
米
国
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
は
米
・
ソ
合
同
委
員
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
解
決
の
失
敗
責
任
は
米
国
代
表
が
負
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

彼
が
指
摘
し
た
第
二
点
は
、
朝
鮮
問
題
の
解
決
方
法
は
国
連
総
会
で
は
な
く
、
一
九
四
五
年

―
二
月
の
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相
会
議
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
は
朝
鮮
問
題
の
解
決
方
法
が
モ
ス
ク
ワ
協
定
に
よ

っ
て
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
米
国
が
モ
ス
ク
ワ
協
定
に
基
づ
く
解
決
を
強
固
に
拒
否

し
て
い
る
限
り
、
ソ
連
と
し
て
も
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
特
別
審
議
を
国
連
で
行
う
必
要
が
な
い
と
い
う
立
場
を
採

っ
た
。
第
三
に
、
国
連
憲
章
に
立
脚
し
て

み
て
も
朝
鮮
問
題
を
国
連
で
審
議
す
る
こ
と
は
不
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
連
憲
章
第
一

0
条
、
第
―
一
条
、
第
三
五
条
二
項
は
国

連
総
会
に
対
し
、
平
和
維
持
と
安
全
に
関
す
る
い
か
な
る
問
題
に
つ
い
て
も
審
議
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
米
国
代
表
が
提
案
し
た
朝
鮮
問
題

に
つ
い
て
は
国
際
的
協
定
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的
協
定
が
存
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
国
連
総
会
の
審
議
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
、
ソ
連
は
朝
鮮
問
題
の
解
決
に
お
い
て
自
国
に
不
利
な
国
連
総
会
で
の
審
議
を
回
避
し
、
あ
く
ま
で
も
モ
ス
ク
ワ
三
国
外
相

会
議
に
基
づ
く
米
・
ソ
合
同
委
員
会
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
交
渉
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
米
国
が
既
に
考
慮
し
よ
う
と
も
し
な
い
朝
鮮
問
題
の
四
大
国
会
議
の
開
催

を
主
張
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ソ
連
に
有
利
な
形
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
。

(34)
米
・
ソ
両
国
は
極
東
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
は
常
に
少
数
派
の
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
特
に
賠
償
問
題
に
関
す
る
審
議
に
お
い
て
典

型
的
に
示
さ
れ
た
。

(35)
中
国
共
産
党
が
満
州
で
勝
利
を
収
め
て
い
た

一
九
四
七
年
六
月
以
降
に
は
、
蒋
介
石
が
米
国
に
派
遣
し
た
中
国
の
使
節
団
は
米
国
か
ら
あ
ら
ゆ
る
援
助
を

得
る
た
め
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
強
化
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
地
実
情
調
査
団
と
し
て
、
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ウ
ェ
デ
マ
イ
ヤ
ー
は
米
国
が
満
州
の
共
産
化
を
阻

止
す
る
た
め
に
は
、
満
州
を
蒋
介
石
の
支
配
か
ら
分
離
し
て
五
大
強
大
国
の
保
護
、
あ
る
い
は
国
連
信
託
統
治
の
下
に
お
く
こ
と
を
構
想
し
た
。

A
l
b
e
r
t
 C
.
 We
d
e
m
e
y
e
r
`
o
p
.
 cit.̀
P
.
 
4
5
9
.
 
J
o
y
c
e
 a
n
d
 G
a
b
r
i
e
l
 K
o
lk
o
,0
p
.
 cit.
,
 
P
P
.
 53
4ー

5
3
9
,

咋
り
に
五
三
八
参
品
既
゜

(36)U•N

. 
Official R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
ly
,
 2n
d
 S
e
s
s
i
o
n
,
 Fi
r
s
t
 C
o
m
m
it
t
e
e
,
 19
4
7
,
 P.2
5
3
.
 

(37
)
そ
の
よ
う
な
動
き
と
し
て
、
一
九
四
七
年

ニ
―
月
に
張
継
忠
将
軍
は
南
京
の
ソ
連
大
使
舘
に
中
国
の
内
戦
の
仲
介
を
求
め
た
。
ソ
連
側
は
そ
の
提
案
を
承

諾
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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(493) 

G
a
b
r
i
e
l
 K
o
l
k
o
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o
p
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cit・
,
 
P. 5
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(38)

U
.
 N
.
 Official R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
i
o
n
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P
l
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
m
g
s
,
 1947, P
.
 
2
0
 

(
3
9
)
U
.
N
・Offic
ial R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
i
o
n
.
 
F
i
r
st C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 1947, P
.
 
2
8
3
 

(
40
)
Ibid., 

(41)
米
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
独
立
を
与
え
る
と
と
も
に
、
戦
争
中
に
破
壊
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を
再
建
す
る
た
め
に
援
助
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

一
次
産
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市
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に
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し
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エ
ジ
プ
ト
外
相
は

一
九
四
七
年
七
月
八
日
付
国
連
事
務
総
長
宛
の
書
翰
で
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
エ
ジ
プ
ト
民
衆
の
意
思
に
反
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
駐
屯
し
て
い
る

と
訴
え
た
。
国
連
安
保
理
で
は
一
九
四
七
年
七
月
一
七
日
、
第
一
五
九
回
会
議
に
お
い
て
エ
ジ
プ
ト
問
題
を
安
保
理
の
議
題
に
含
め
、

一
九
四
七
年
八
月
五

日
か
ら
審
議
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
が
こ
の
問
題
を
安
保
理
事
会
に
提
訴
す
る
ま
え
に
、
一
九
四
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
両
国
間
に
は
交
渉
が
行
わ
れ
、

エ
ジ
プ
ト
は
同
国
領
土
か
ら
イ
ギ
リ
ス
軍
の
無
条
件
完
全
撤
退
を
求
め
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
方
に
お
い
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
義
務
を
負
う
同
盟
国

に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
他
方
で
は

一
八
九
九
年
以
来
支
配
し
て
い
た
ス

ー
ダ
ン

(S
u
d
a
n
)
の
行
政
権
の
継
続
的
維
持
を
主
張
し
た
の
で
決
裂
し
た
。



(494) 神奈川法学第42巻2号 2009年 198 

朝
鮮
民
衆
代
表
の
国
連
総
会
へ
の
招
請
案

ー
ソ
連
決
議
案
を
中
心
に
1

マ
l
)
U
•
N
.Do
c
.
 A
¥
C
.
 l
¥
218. 

(
2
)
]
o
h
n
 W
e
e
k
 er
 ling R
e
p
o
r
t
.
 U
.
 S.
，U
.
S
.
 S. 
R. J
o
m
t
 C
o
m
m
1
s
s
1
o
n
,
 M
a
y
 3, 
1947, Roll 4
 

(3)U•N. 

Official R
e
c
o
r
d
s
:
 
G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 2
n
d
 session, P
l
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
i
n
g
s
,
 1947, P. 2
7
6
 

(
4
)
そ
の

一
っ
は
、
朝
鮮
民
衆
の
国
連
へ
の
招
請
案
で
あ
り
、
も
う
一
っ
は
、
朝
鮮
か
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ソ
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軍
を

「
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い
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当
時
、
朝
鮮
で
は
米
・
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両
国
い
ず
れ
の
立
場
を
支
持
せ
ず
、
第
三
の
路
線
を
志
向
す
る
強
力
な
政
治
勢
力
が
南
・
北
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
政
治
勢
力
の
中
心
人
物
と
し
て
、
金
奎
植
、
金
九
が
い
た
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
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本
稿
の
第
四
章
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参
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チ
ナ
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地
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一
九
三
六
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エ
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フ
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n
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u
s
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e
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よ
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ユ
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勢
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対
抗
し
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。
フ
セ
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は
ア
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民
族
解
放
運
動
家
で
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
名
門

の
出
身
で
あ
る
。

一
九

二

0
年
パ
レ
ス
チ
ナ
の
反
ユ
ダ
ヤ
運
動
を
指
導
し
て
イ
ギ
リ
ス
当
局
に
逮
捕
さ
れ
死
刑
の
判
決
を
受
け
た
が
逃
亡
し
た
。
第
二
次
大

戦
中
は
ド
イ
ツ
に
入
り
、
ド
イ
ツ
敗
戦
後
フ
ラ
ン
ス
当
局
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
一
九
四
五
年
逃
亡
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
ア
ラ
ブ
連
盟
か
ら
統
一
国
家
建
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、
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な
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代
表

団
体
で
あ
る
。
組
織
的
な
シ
オ
ニ
ス
ト

(Ni
o
ni
s
t)
運
動
は

一
八
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劇
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新
聞
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っ
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オ
ド
ル
・
ヘ
ル
ツ
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が
ス
イ
ス
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バ
ー
セ
ル
で
始
め
た
も
の
で
あ
っ
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。
そ
の
後
、

一
九

0
八
年
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パ
レ
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チ
ナ
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オ
フ
ィ
ス
が
設
置
さ
れ
た
。

一
九
一
八
年
六
月
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バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言
以
後
、

世
界
的
な
シ
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ニ
ス
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運
動
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指
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な
っ
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化
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マ
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i
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z
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博
士
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よ
っ
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最
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
代
表
機
関
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
民

族
機
関
に
発
展
し
た
。
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問
題
が
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
基
本
的
に
異
な
る
と
主
張
し
た
代
表
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
場
合
に
は
国
連
で
の
審
議
以
前
に
す
で
に
ア
ラ
ブ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
を
代
表
す
る
機
関
が
あ

っ
た
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反
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関
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げ
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米
国
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一
方
で
、
朝
鮮
が
対
ソ
戦
略
か
ら
み
て
重
要
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
経
費
支
出
が
多
く
、
他
方
で
は
、
米
軍
政
に
対
す
る
南
朝
鮮
側
の
抵
抗
が

強
か
っ
た
の
で
、
共
産
化
を
最
大
限
に
阻
止
す
る
政
権
を
樹
立
し
て
朝
鮮
か
ら
手
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引
こ
う
と
し
た
。
朝
鮮
の
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略
的
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つ
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そ
の
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性
と
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ダ
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ス
米
国
代
表
が
あ
げ
た
例
は
、
北
朝
鮮
の
対
南
朝
鮮
放
送
が

「米
国
の
反
動
政
策
」
と
「
ソ
連
の
平
和
政
策
」
を
宣

伝
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
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の
立

場
を
支
持
し
た
。

(53)

Ib
id
., 
P
.
 
2
6
2
.
 

(
5
4
)
U
.
 N
.
 Offic
ial R
e
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
ly
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
i
o
n
.
 
P
le
n
a
r
y
 M
e
e
tin
g,
 19
4
7
.
 
P
P
.
 
8
5
1. 
8
5
8
.
 

(55)

Ib
id
 

•• 

(
5
6
)
U
.
 N
.
 Offic
ia
l
 Re
c
o
r
d
s
:
 G
e
n
e
ral A
s
s
e
m
b
ly
,
 
2
n
d
 Se
s
s
io
n. 
F
irst C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 19
4
7
.
 
P
.
2
8
6
.
 

(57)

Ibid., 

(58)

Ib
id
 

•• 

P
P
.
 
2
7
6
,847・ 

(59)
賛
成
四
三
票
、
反
対
六
票
、
棄
権
四
票
。
な
お
、
ソ
連
を
中
心
と
し
た
共
産
は
表
決
に
参
加
し
な
か
っ
た
。

(
6
0
)
U
.
 N
.
 Offic
ia
l
 Re
c
o
r
d
s: 
G
e
n
e
r
a
l
 As
s
e
m
b
ly
,
 
2
n
d
 S
e
s
s
i
o
n
,
 
F
i
r
st C
o
m
m
ittee
,
 19
4
7
.
 
P
.
 
2
8
1
 

(61)U.N•D

o
c.A

\
A

l\
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第
三
節

米
・
ソ
占
領
軍
の
撤
退
案

ー

ソ
連
決
議
案
を
中
心
に
1

(1
)
ギ
リ
シ
ャ
問
題
は
安
全
保
障
理
事
会
、
お
よ
び
国
連
総
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。
安
保
理
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
問
題
は
一
九
四
六
年
―
二
月
三
日
、
国

連
駐
在
ギ
リ
シ
ャ
代
表
が
ギ
リ
シ
ャ
北
部
地
方
の
ゲ
リ
ラ
活
動
と
の
関
連
で
、
そ
の
審
議
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
プ
ル
ガ
リ
ア
、
ユ

ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
政
府
は
ギ
リ
シ
ア
ウ
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
「
内
政
干
渉
」
に
つ
い
て
の
非
難
を
否
定
し
た
。
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安
全
保
障
理
事
会
は
一
九
四
六
年
―
二
月
一
九
日
、
第
八
七
回
会
議
に
お
い
て
「
調
査
委
員
会

(
C
o
m
m
1
s
s
1
0
n
of Invest1gat1
o
n
)
」
を
設
置
し
、
同
委
員

会
は
一
九
四
七
年
六
月
二
五
日
報
告
書
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
同
調
査
委
員
会
の
報
告
書
に
は
米
・
英
を
中
心
と
し
た
多
数
派
に
よ
る
報
告
書
と
ソ
連
・

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
少
数
派
に
よ
る
報
告
書
と
が
あ
り
、
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
い
た
。
多
数
派
は
報
告
書
の
結
論
と
し
て
、

「
（
イ
）
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
、
特
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ゲ
リ
ラ
を
援
助
し
て
い
る
。
（
口
）
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
、
マ
セ
ト
ニ
ア

(
M
a
c
e
do,

nia)

を
ユ

ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
に
編
入
さ
せ
る
目
的
で
、
ギ
リ
シ
ャ
内
の
ス
ラ
ボ
ー
マ
セ
ド
ニ
ア

(
S
la
v
o
,
M
a
c
e
d
o
n
i
a
)

人
の
分
離
運
動
を
支
持
し
て

い
る
」
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
連
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
少
数
派
は
、
「
（
イ
）
、
多
数
派
に
よ
っ
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
事
柄
は
矛
盾
し
て
い
る
。
（
口
）
、
調

査
委
員
会
で
証
言
し
た
者
は
フ
ァ
シ
ス
ト
協
力
者
、
お
よ
び
犯
罪
者
で
あ
り
、
あ
る
い
は
委
員
会
で
適
当
な
証
言
を
行
わ
せ
し
め
る
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ャ
政

府
に
よ
っ
て
脅
迫
、
拷
問
さ
れ
た
り
、
恐
喝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（

ハ
）
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
が
ギ
リ
シ
ャ
の
ゲ
リ
ラ

を
援
助
し
て
い
る
と
い
う
非
難
は
ギ
リ
シ
ャ
、
マ
セ
ド
ニ
ア
分
離
運
動
を
支
持
し
て
い
る
、
と
い
う
非
難
と
同
様
に
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
（二

）
、
無

秩
序
な
ギ
リ
シ
ャ
の
地
方
地
域
だ
け
で
な
く
、
中
部

・
南
部
地
域
に
お
い
て
も
内
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
主
張
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
米
・英
と
ソ
連
の
見
解
が
相
違
し
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
六
月
二
七
日
、
安
全
保
障
理
事
会
第

一
四
七
回
会
議
で
米
国
代
表
が
多
数
派
結

論
に
基
づ
く
決
議
案
を
提
出
し
た
。
ソ
連
も
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
安
全
保
障
理
事
会
第

一
五
三
回
会
議
で
決
議
案
を
提
出
し
、
ギ
リ
シ
ャ
の
国
内
の

政
治
状
況
を
改
善
し
、
民
主
的
ギ
リ
シ
ャ
を
樹
立
す
る
条
件
を
整
え
る
た
め
に
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
外
国
の
軍
隊
を
撤
退
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

U
.
 
N
.
 
D
o
c
.
 
S
¥
3
6
0
.
 
U
.
 
N
.
 
D
o
c
.
 
S
¥
4
0
4
.

お
よ
び

U
.
N
・
O
ffici
a
l
R
e
c
o
r
d
s
:
 S
e
c
u
r
i
t
y
 c
o
uncil, 1947, P
2
2
.
 

(
2
)

Ibid.、
P
P
.
2
0ー

3
0
.

(
3
)
米

・
ソ
合
同
委
員
会
の
米
国
側
書
記
で
あ
る

W
i
lli
a
m
H. E
d
w
a
r
d
s

は
、
一
九
四
七
年
四
月
一

0
日
、
ホ

ッ
ジ
米
占
領
軍
司
令
官
の
指
示
と
し
て
米

国
側
代
表
で
あ
っ
た

J
o
h
n
W
 e
c
k
e
r
lin
g
,
 
A
r
t
h
u
r
 C. B
u
n
c
e
,
 
W
.
 R. L
a
n
g
d
o
n
.
 
C
l
y
d
e
 B
.
 
S
a
r
g
e
n
t
.
 R
o
b
e
r
t
 A. K
i
n
n
e
y
,
 
E
u
g
e
n
e
 E
.
 Pr
o
s
t
o
v

宛
に

秘
密
覚
書
を
送
り
、
米
占
領
軍
撤
退
に
関
す
る
意
見
を
求
め
た
。

U
.
S.,
U
.
S
.
 
S. 
R. Joint C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
Roll 4
.
 

(
4
)
こ
の
三
つ
の
方
法
は
、
「
米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
の
米
国
首
席
代
表
ブ
ラ
ウ
ン
が
「
同
時
撤
退
」
に
関
す
る
意
見
を
ま
と
め
て
、

一
九
四
七
年
四
月
二
八

日
ホ

ッ
ジ
占
領
軍
司
令
官
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
5
)
第
三
案
に
基
づ
き
占
領
軍
が
南
朝
鮮
か
ら
撤
退
す
る
場
合
に
、
米
国
は
、
第
一
に
、
米
軍
の
再
投
入
が
不
可
能
で
あ
り
、
第
二
に
、
ソ
連
が
米
国
の
中
南

米
に
対
す
る
内
政
干
渉
を
根
拠
に
、
ソ
連
の
朝
鮮
へ
の
介
入
を
正
当
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
啓
戒
し
て
い
た
。
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(6
)
「米
・
ソ
合
同
委
員
会
」
に
参
席
し
て
い
た
米
国
側
代
表
バ
ン
ス
が
、
一

九
四
七
年
五
月

一
日
、
首
席
代
表
代
理
ヴ
ェ
カ
リ
ン
グ
に
提
出
し
た
意
見
書。

ま
た
、
ヴ
ェ
カ
リ
ン
グ
は
彼
の
意
見
書
の
な
か
で
、
米
国
務
省
が
朝
鮮
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
強
力
な
政
策
を
発
表
す
べ
き
で

あ
る
と
主
張
し
た
。

U
.
S
.
‘
U
.
S. S
.
 
R. J
o
i
n
t
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 Ro
l
l
 4
.
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.
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b
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n
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 S
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r
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 19
4
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 P
.
 
2
6
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2
8
4
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2
8
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(
8

)

Ibid., 

(
9
)

Ibid., 
P. 2
8
4
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(
1
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)

Ibid., 

(
1
1
)

Ibid., P
.
 
2
6
7
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1
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Ibid., 
P
.
 
2
8
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(
1
3
)

Ibid., 

(
1
4
)

Ibid., P. 2
8
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(15
)
特
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
代
表
が
そ
の
よ
う
な
非
難
を
行

っ
た
。
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9
4
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9
2
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Ibid., 
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.
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.
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e
n
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r
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l
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s
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e
m
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 2n
d
 S
e
s
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 Fi
r
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o
m
m
i
t
t
e
e
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